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医療費の自己負担額に加えて
入院中の諸費用にも備えられる保険

＜無解約返戻金型治療保障保険＞

2017年2月版



 

 
 

「ご契約のしおり・約款」に関するお知らせ 
 

無解約返戻金型治療保障保険の「ご契約のしおり・約款」中、31 ページの「生命保険と税金

について」において生命保険料控除に関して記載しておりますが、その内容に一部誤りがありま
した。 

「本商品についてお払い込みいただいた保険料は介護医療保険料控除の適用を受けることが
できます。」と記載しておりますが、正しくは、入院治療無事故給付金をお支払いするタイプの

ご契約の主契約の保険料は一般生命保険料控除の適用対象となります。（入院治療無事故給付金
のお支払いのないタイプのご契約の保険料は介護医療保険料控除の適用対象です。） 

「１．生命保険料控除」の内容をつぎのとおり変更いたしますので、ご一読のうえ、「ご契約
のしおり・約款」とともに保管いただきますようお願いいたします。 
 

１．生命保険料控除                                                                  

●給付金等の受取人が保険契約者（保険料負担者）またはその配偶者もしくはその他の親族となっているご契約

に限り、生命保険料控除の対象となります。 

●生命保険料控除には「一般生命保険料控除」「介護医療保険料控除」および「個人年金保険料控除」がありま

す。控除される金額は、所得税についてそれぞれの控除枠で最高40,000円（合計で最高120,000円）、住

民税についてそれぞれの控除枠で最高28,000円（合計で最高70,000円）となります。 

●本商品についてお払い込みいただいた保険料の取扱いはつぎのとおりです。 

 適用される生命保険料控除 

主契約 先進医療特約 

入院治療無事故給付金ありのご契約（＊１） 一般生命保険料控除 
介護医療保険料控除 

入院治療無事故給付金なしのご契約（＊２） 介護医療保険料控除 

 （＊１）「入院治療一時給付金および入院治療無事故給付金の不担保に関する特則」の適用がなく、かつ、保

険期間が終身以外のご契約が「入院治療無事故給付金ありのご契約」となります。 

 （＊２）「入院治療一時給付金および入院治療無事故給付金の不担保に関する特則の適用」があるご契約（入

院治療一時給付金の支払われた回数が通算して50回に達し、更新時にこの特則が適用された場合を

含みます。）または保険期間が終身のご契約が「入院治療無事故給付金なしのご契約」となります。 

●控除の対象となる保険料は、１月１日から12月31日までの１年間にお払い込みいただいた保険料の合計額です。 

●控除される金額は、所得税、住民税ごとにそれぞれつぎの表のとおりです。 

 【所得税の所得控除額】 

年間の払込保険料 控除される金額 

  20,000円以下のとき   全額 

  20,000円をこえ40,000円以下のとき   （年間の払込保険料×１／２）＋10,000円 

  40,000円をこえ80,000円以下のとき   （年間の払込保険料×１／４）＋20,000円 

  80,000円をこえるとき   一律40,000円 

 【住民税の所得控除額】 

年間の払込保険料 控除される金額 

  12,000円以下のとき   全額 

  12,000円をこえ32,000円以下のとき   （年間の払込保険料×１／２）＋6,000円 

  32,000円をこえ56,000円以下のとき   （年間の払込保険料×１／４）＋14,000円 

  56,000円をこえるとき   一律28,000円 

●生命保険料控除をお受けになるには申告が必要です。当社より「生命保険料控除証明書」を発行しますので、

年末調整または確定申告の際、所定の申告書に添付して控除をお受けください。 
 

※なお、上記の取扱いは、2021 年１月現在の税制・関係法令等にもとづくものです。法令等の改正により取

扱内容が変更される場合があります。 

（登）B20N2006(2021.1.15) 
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■ご契約のお申込手続きについて
■健康状態などの告知について
■意向確認について
■責任開始期（保障の開始時期）について
■契約日について
■クーリング・オフ制度（ご契約のお申込みの撤回またはご契約の解除）について
■個人情報のお取扱いについて
■「支払査定時照会制度」にもとづく、他の生命保険会社等との共同利用について
■現在のご契約の解約・減額を前提として、新たなご契約のお申込みをご検討の場合について
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■第2回以降の保険料のお払込みについて
■保険料の払込猶予期間とご契約の失効について
■給付金お支払時等に未払込保険料がある場合について
■保険料のお払込みが困難になられた場合について
■被保険者が死亡された場合について
■被保険者による解除請求について
■保険料のお払込みが不要となった場合のお取扱いについて
■各種変更の手続きについて
■保障内容の見直しについて
■ご契約の解約と解約返戻金について
■生命保険と税金について

給付金のお支払いなどについて
■給付金等をご請求いただける場合について
■給付金等のご請求について
■給付金のお支払いなどができない場合
■給付金をお支払いできる場合、できない場合（事例１～6）

〔別表〕特定部位・指定疾病不担保法により不担保とする部位および指定疾病

・無解約返戻金型治療保障保険普通保険約款 
・先進医療特約
・特定疾病保険料払込免除特約
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さ ご契約の保障が開始される時期を責任開始期といい、その責任開始期の
属する日を責任開始日といいます。

責任開始期と責任開始日
【せきにんかいしきとせきにんかいしび】

た

は

ま

や

主契約および特約の契約内容のある特定の事項について、追加・変更を定
めた約定（約束事）のことをいいます。

主契約の保障内容をさらに充実させたり、主契約とは異なる特別な約定を
する目的で、主契約に付加する契約内容のことをいいます。

保険料をお払い込みいただく月のことで、契約応当日の属する月の初日か
ら末日までのことをいいます。

保険の保障の対象となる人のことをいいます。

当社と保険契約を結び、そのご契約におけるさまざまな権利（契約内容変
更の請求権など）と義務（保険料を払い込む義務など）を持つ人のことを
いいます。

給付金額・保険期間など、契約内容を具体的に記載した書類のことを
いいます。

保険契約者から保険会社にお払い込みいただくお金のことをいいます。

支払事由に該当された場合でも、給付金をお支払いできない特定の事由
のことをいいます。

ご契約に関わるさまざまな取り決めを記載したもののことをいいます。

特 　 則
【とくそく】

特   約
【とくやく】

払 込 期 月
【はらいこみきげつ】

被 保 険 者
【ひほけんしゃ】

保険契約者
【ほけんけいやくしゃ】

保 険 証 券
【ほけんしょうけん】

保  険  料
【ほけんりょう】

免 責 事 由
【めんせきじゆう】

約   款
【やっかん】

か

さ

解約返戻金
【かいやくへんれいきん】

給 付 金
【きゅうふきん】

契約応当日
【けいやくおうとうび】

契約年齢
【けいやくねんれい】

契 約 日
【けいやくび】

更　新
【こうしん】

告知義務
【こくちぎむ】

告知義務違反　
【こくちぎむいはん】

失  効　
【しっこう】

指定代理請求人
【していだいりせいきゅうにん】

支払事由　
【しはらいじゆう】

主  契  約
【しゅけいやく】

ご契約を解約された場合などに、保険契約者に払い戻されるお金のことを
いいます。

被保険者が入院や手術などをされた場合にお支払いするお金のことをい
います。

ご契約後の保険期間中にむかえる、毎年または毎月の契約日に対応する日
のことをいいます。

契約日における被保険者の満年齢のことをいいます。
（例）34歳7か月の被保険者の契約年齢は34歳となります。

ご契約年齢などの計算の基準日のことをいいます。

保険期間が満了（※）したときに、健康状態にかかわらず、原則としてそれま
でと同一の保障内容・給付金額での保障を継続できる制度のことをいいま
す。更新の際は、更新日現在の保険年齢・保険料率によって保険料が再計
算されるため、保険料は通常高くなります。保険契約者からお申し出がな
ければご契約（特約）は自動的に更新されます。

（※） 満了とは、一定の期間が終わることをいいます。

ご契約のお申込みをされるときに、過去の傷病歴（傷病名・治療期間など）、
現在の健康状態や職業など、書面等により当社がおたずねする重要なこと
がらについて、事実をありのまま正確にもれなくお知らせ（告知）いただく義
務のことをいいます。

告知の際に、おたずねしたことがらについて事実が告げられなかったり、事
実と異なる告知がされた場合のことをいいます。告知義務違反があったと
きは、当社はご契約や特約を解除することがあります。

保険料払込の猶予期間が過ぎても保険料のお払込みがなく、ご契約の効
力が失われることをいいます。

給付金の受取人が給付金を請求できない特別な事情があるとき、給付金の受
取人に代わって請求を行うために、被保険者の戸籍上の配偶者等、当社所定
の範囲内で、あらかじめ保険契約者が指定した人のことをいいます。

約款に定める給付金をお支払いする事由のことをいいます。

ご契約のベースとなる部分で、約款のうち普通保険約款に記載されている契
約内容のことをいいます。

さ

主な保険用語のご説明
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【せきにんかいしきとせきにんかいしび】

た

は

ま

や

主契約および特約の契約内容のある特定の事項について、追加・変更を定
めた約定（約束事）のことをいいます。

主契約の保障内容をさらに充実させたり、主契約とは異なる特別な約定を
する目的で、主契約に付加する契約内容のことをいいます。

保険料をお払い込みいただく月のことで、契約応当日の属する月の初日か
ら末日までのことをいいます。

保険の保障の対象となる人のことをいいます。

当社と保険契約を結び、そのご契約におけるさまざまな権利（契約内容変
更の請求権など）と義務（保険料を払い込む義務など）を持つ人のことを
いいます。

給付金額・保険期間など、契約内容を具体的に記載した書類のことを
いいます。

保険契約者から保険会社にお払い込みいただくお金のことをいいます。

支払事由に該当された場合でも、給付金をお支払いできない特定の事由
のことをいいます。

ご契約に関わるさまざまな取り決めを記載したもののことをいいます。
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【とくそく】

特   約
【とくやく】

払 込 期 月
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被 保 険 者
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保険契約者
【ほけんけいやくしゃ】

保 険 証 券
【ほけんしょうけん】

保  険  料
【ほけんりょう】

免 責 事 由
【めんせきじゆう】

約   款
【やっかん】
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解約返戻金
【かいやくへんれいきん】

給 付 金
【きゅうふきん】

契約応当日
【けいやくおうとうび】

契約年齢
【けいやくねんれい】

契 約 日
【けいやくび】

更　新
【こうしん】

告知義務
【こくちぎむ】

告知義務違反　
【こくちぎむいはん】

失  効　
【しっこう】

指定代理請求人
【していだいりせいきゅうにん】

支払事由　
【しはらいじゆう】

主  契  約
【しゅけいやく】

ご契約を解約された場合などに、保険契約者に払い戻されるお金のことを
いいます。

被保険者が入院や手術などをされた場合にお支払いするお金のことをい
います。

ご契約後の保険期間中にむかえる、毎年または毎月の契約日に対応する日
のことをいいます。

契約日における被保険者の満年齢のことをいいます。
（例）34歳7か月の被保険者の契約年齢は34歳となります。

ご契約年齢などの計算の基準日のことをいいます。

保険期間が満了（※）したときに、健康状態にかかわらず、原則としてそれま
でと同一の保障内容・給付金額での保障を継続できる制度のことをいいま
す。更新の際は、更新日現在の保険年齢・保険料率によって保険料が再計
算されるため、保険料は通常高くなります。保険契約者からお申し出がな
ければご契約（特約）は自動的に更新されます。

（※） 満了とは、一定の期間が終わることをいいます。

ご契約のお申込みをされるときに、過去の傷病歴（傷病名・治療期間など）、
現在の健康状態や職業など、書面等により当社がおたずねする重要なこと
がらについて、事実をありのまま正確にもれなくお知らせ（告知）いただく義
務のことをいいます。

告知の際に、おたずねしたことがらについて事実が告げられなかったり、事
実と異なる告知がされた場合のことをいいます。告知義務違反があったと
きは、当社はご契約や特約を解除することがあります。

保険料払込の猶予期間が過ぎても保険料のお払込みがなく、ご契約の効
力が失われることをいいます。

給付金の受取人が給付金を請求できない特別な事情があるとき、給付金の受
取人に代わって請求を行うために、被保険者の戸籍上の配偶者等、当社所定
の範囲内で、あらかじめ保険契約者が指定した人のことをいいます。

約款に定める給付金をお支払いする事由のことをいいます。

ご契約のベースとなる部分で、約款のうち普通保険約款に記載されている契
約内容のことをいいます。

さ

主な保険用語のご説明
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ご
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約
に
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し
て

1

2

3

4
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付
金
の
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払
い

な
ど
に
つ
い
て

ご
契
約
後
に
つ
い
て

保
険
の
特
徴
と

仕
組
み
に
つ
い
て

ご契約に際して

1

当社の組織形態（株式会社）について1
保険契約締結の「媒介」と「代理」について2
生命保険募集人の権限と保険契約の締結について3
ご契約のお申込手続きについて4
健康状態などの告知について5
意向確認について6
責任開始期（保障の開始時期）について7
契約日について8
クーリング・オフ制度（ご契約のお申込みの撤回またはご契約の解除）
について9

個人情報のお取扱いについて10
「支払査定時照会制度」にもとづく、他の生命保険会社等との共同利用
について11

現在のご契約の解約・減額を前提として、新たなご契約のお申込みを
ご検討の場合について12

生命保険会社の業務または財産の状況の変化による生命保険契約
への影響の可能性について13

「生命保険契約者保護機構」について14
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� ౰ࣾͷ૊৫ܗଶʢࣜגձࣾʣʹ ͭいͯ

� อܖݥ໿క݁ͷ「ഔհ」ͱ「୅ཧ」ʹ ͭいͯ

� ੜ໋อूืݥਓͷݶݖͱอܖݥ໿ͷక݁ʹͭいͯ

� खଓきʹͭいͯࠐ໿ͷおਃܖ͝

˔保険ձࣾͷձࣾ૊৫ܗଶにはʮ૬ޓձࣾʯͱʮࣜגձࣾʯが͋Γ、当ࣾはʮࣜגձࣾʯです。
約ऀͷܖձࣾͷ保険ޓ約ऀは、૬ܖձࣾͷ保険ࣜג、にΑΓӡӦされる΋ͷで͋Γࢿओͷग़ג、ձࣾはࣜג˔
Α͏に、ʮࣾһʯ（ߏ੒һ）ͱしてձࣾͷӡӦにࢀՃする͜ͱはできません。

˔ੜ໋保険ืूਓが保険ܖ約క݁ͷʮഔհʯを͏ߦ৔߹は、保険ܖ約ͷおਃࠐΈにରして保険ձࣾがঝ୚した
ͱきに保険ܖ約は༗ޮに੒ཱします。
˔ੜ໋保険ืूਓが保険ܖ約క݁ͷʮ୅ཧʯを͏ߦ৔߹は、ੜ໋保険ืूਓが保険ܖ約ͷおਃࠐΈにରしてঝ
୚をすれ͹保険ܖ約は༗ޮに੒ཱします。

˔当ࣾͷੜ໋保険ืूਓは、お٬さまͱ当ࣾͷ保険ܖ約క݁ͷഔհをऀ͏ߦで、保険ܖ約క݁ͷ୅ཧݖ΍ࠂ
஌ͷडྖݖは͋Γません。
˔保険ܖ約は、お٬さま͔ΒͷおਃࠐΈにରして当ࣾがঝ୚したͱきに༗ޮに੒ཱします。
͝、にޙ約ͷ੒ཱܖ͝˔ ౳にରする当ࣾͷߋ約಺༰ͷมܖଇͱして͝ݪ、౳をされる৔߹΋ߋ約ͷ಺༰ͷมܖ
ঝ୚がඞཁになΓます。

৘ใʯにはͦれͧれ、保ىש約֓ཁʯʮ஫ҙܖ৘ใʯを֬͝ೝͩ͘さい。ʮىש約֓ཁʯʮ஫ҙܖ約ͷલに、ʮܖ͝˔
険঎඼ͷ಺༰を͝ཧղいたͩ͘ためͷ৘ใ΍͝ܖ約ͷ಺༰౳にؔするॏཁな߲ࣄͷ͏ͪ、ಛに͝஫ҙいたͩ
きたい߲ࣄをࡌهしています。ඞͣ಺༰を͝ཧղɾ͝ ྃঝͷ͏͑おਃしࠐΈͩ͘さい。
˔おਃࠐ಺༰をे෼お͔֬めͷ͏͑、保険ܖ約 ɾऀඃ保険ऀࣗ͝਎でお手ଓきͩ͘さい。また、保険ܖ約ऀが๏
ਓͷ৔߹はਃࠐॻに๏ਓొ࿥ҹをԡҹしてͩ͘さい。
˔ୈ̍ ճ保険ྉをお払いࠐΈいたͩ͘ࡍに、ྖ ऩূはൃߦしません。ৼ߇ࠐなͲは͝ܖ約੒ཱޙに当͔ࣾΒૹ
付する保険ূ݊が౸ணするまでେ੾に保؅してͩ͘さい。
。Έにରして当ࣾがঝ୚したͱきに༗ޮに੒ཱしますࠐ約は、お٬さま͔Βͷおਃܖ͝˔
಺༰なͲにؒҧいがない͔ඞͣ͝ࠐ約が੒ཱした৔߹には、ʮ保険ূ݊ʯなͲをおૹΓしますͷで、おਃܖ͝˔
֬ೝͩ͘さい。ສҰ、૬ҧする఺なͲが͟͝いましたΒ、当ࣾίϯλΫτηϯλʔに͝࿈བྷͩ͘さい。
が͋ͬた৔߹に、当ࣾͷ୲当ऀまたは当ࣾでҕୗした୲当ऀٻまたは給付金ͷ͝੥、ޙΈࠐ約ͷおਃܖ͝˔
が、͝ 。಺༰なͲについて֬ೝさせていたͩ͘৔߹が͋Γますٻ಺༰または͝੥ࠐ約ͷおਃܖ
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� ஌ʹͭいͯࠂঢ়ଶなͲͷ߁݈

�஌ࠂ���
݈。約をおҾきड͚する͔Ͳ͏͔をܾめるためͷॏཁな͜ͱがΒについておたͣͶしますܖ͝˔ ࠂ、ঢ়ଶなͲ߁
஌ॻなͲでおたͣͶする͜ͱについて、࣮ࣄを͋Γͷままਖ਼֬に΋れな͘ࠂ஌してͩ͘さい。
͜。਍அ౳ͷ݁Ռを͝ར用いたͩ͘ํ๏΋͋Γます߁݈ظ຿ઌͷ定ۈ˔ ͷ৔߹に΋、ඃ保険ऀࣗ͝਎でࠂ஌ॻ
なͲͷ࣭໰߲ࣄについて͋Γͷままをお౴͑ͩ͘さい。

�஌ٛ຿ࠂ���
˔ੜ໋保険は、ଟ਺ͷਓʑが保険ྉをग़し͋ͬて、૬ޓに保োし͋͏制度です。
約されますͱ、保険ྉෛ୲ܖされているํなͲがແ৚݅でࣄにैۀい৬ߴ険度ͷةঢ়ଶͷΑ͘ないํ΍߁݈˔
ͷ公ฏੑを保つ͜ͱができません。
˔したがͬて、͝ ͷইපڈして、աࡍΈにࠐ約ͷおਃܖ （ྺইප໊ɾ治療ؒظなͲ）、現在ͷ݈߁ঢ়ଶ、৬ۀなͲ
についてͷ࣭໰߲ࣄにରして、࣮ࣄを͋Γͷままਖ਼֬に΋れな͘ࠂ஌していたͩٛ͘຿（ࠂ஌ٛ຿）が͋Γま
す。

�ݖ஌डྖࠂ���
が༗しています。ੜ໋保険ืूਓ（当ࣾͷࣾһɾืू୅ཧళをࢣ定した医ࢦは当ࣾおΑͼ当ࣾがݖ஌डྖࠂ˔
ؚΈます。）にޱ಄でお࿩しいたͩいて΋、ࠂ஌をいたͩいた͜ͱにはなΓませんͷで、͝ ஫ҙͩ͘さい。

���ইපྺなͲ͕͋る場合�
˔当ࣾでは、保険ܖ約ऀؒͷ公ฏੑを保つため、ඃ保険ऀͷ݈߁ঢ়ଶなͲにԠ͡て͝ܖ約ͷおҾड͚ͷ൑அを
。ていますͬߦ
˔ইපྺなͲをࠂ஌された৔߹には、௥Ճͷৄしいࠂ஌なͲがඞཁͱなる৔߹が͋Γます。
˔ইපྺなͲが͋る৔߹には、͝ 約をおஅΓさせていたͩ͘͜ܖ ͱ΋͋Γますが、৚݅を付͚ておҾきड͚する
͜ͱ΍、৚݅を付͚ͣにおҾきड͚する͜ͱ΋͋Γます。

�ͱ૬ҧする場合࣮ࣄ஌಺༰͕ࠂ���
ͱҧ͏͜ͱ࣮ࣄ஌されな͔ͬたΓࠂを࣮ࣄҙまたはॏେなաࣦにΑͬてނ、について߲ࣄ஌ॻなͲͷ࣭໰ࠂ˔
をࠂ஌された৔߹、੹೚։࢝೔͔Β̎ 年Ҏ಺で͋れ͹、ʮࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʯͱして͝ܖ約またはಛ約をղআする͜
ͱが͋Γます。
˔੹೚։࢝೔͔Β̎ 年をܦաしていて΋、給付金ͷ支払ࣄ༝΍保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝が̎ 年Ҏ಺にൃੜしてい
た৔߹には、͝ 。約またはಛ約をղআする͜ͱが͋Γますܖ
ࠂについて࣮ࣄҼͱなるݪ஌に͋たΓ、ੜ໋保険ืूਓ（当ࣾͷࣾһɾืू୅ཧళをؚΈます。）がղআͷࠂ˔
஌をする͜ͱを๦͛た৔߹、またはࠂ஌をしない͜ͱ΍࣮ࣄでない͜ͱをࠂ஌する͜ͱをקめた৔߹には、当
ࣾは͝ܖ約またはಛ約をղআする͜ͱはできません。たͩし、ੜ໋保険ืूਓͷ͜͏したߦҝがな͔ͬたͱし
て΋、保険ܖ約ऀまたはඃ保険ऀが、当ࣾがࠂ஌をٻめた߲ࣄについて、࣮ࣄを͛ࠂな͔ͬた͔または࣮ࣄ
でない͜ͱを͛ࠂたͱೝめΒれる৔߹には、当ࣾは͝ܖ約またはಛ約をղআする͜ͱができます。
ͦ、約がղআされる৔߹で、すでに給付金をお支払いしている৔߹にはܖ͝˔ ͷ金ֹを当ࣾにおฦしいたͩきます。
ɹまた、すでに保険ྉͷお払ࠐΈを໔আしている৔߹には、ͦ ͷ໔আはな͔ͬた΋ͷͱしておऔΓѻいします。
ͦ、஌ٛ຿ҧ൓が͋ͬた৔߹でࠂ˔ ͷ಺༰がಛにॏେな৔߹、ٗ࠮にΑるऔফをཧ༝ͱして、給付金ͷお支払
い΍保険ྉ払ࠐͷ໔আができない͜ͱが͋Γます。͜ ͷ৔߹、ࠂ஌ٛ຿ҧ൓にΑるղআͷର৅外ͱなる̎ 年
。Έいたͩいた保険ྉはおฦししませんࠐで΋औফͱなる͜ͱが͋Γます。また、すでにお払いޙաܦ

。にԊͬた΋ͷ͔、ॻ໘で֬ೝさせていたͩきます޲Έいたͩ͘಺༰が、お٬さまͷ͝ҙࠐճおਃしࠓ˔
ɹ�おਃࠐ಺༰がお٬さまͷ͝ҙ޲にԊΘない৔߹には、͝ 。約をおҾきड͚する͜ͱができませんܖ

� ҙ֬޲ೝʹͭいͯ
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͝ ஫ ҙ

˔つ͗ͷ೔がܖ約೔ͱなΓます。
ɹ①ʮܖ約೔にؔするಛଇʯが適用されていない月払ͷ͝ܖ約ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ੹೚։࢝೔ͷཌ月̍ ೔
ɹᶄʮܖ約೔にؔするಛଇʯが適用されている月払ͷ͝ܖ約、または年払ͷ͝ܖ約ɾɾɾɾ੹೚։࢝೔
ظ約年ྸ、保険ܖ͝˔ ɾؒ保険ྉ払ؒظࠐはܖ約೔をج४にࢉܭします。

˔おਃऀࠐまたは保険ܖ約 （ऀҎԼʮਃऀࠐ౳ʯͱいいます。）は、͝ ೔またはୈ̍ࠐ約ͷਃܖ ճ保険ྉをお払い
͝、約ͷ৔߹はܖにؔするಛଇʯが適用されている͝ظΈいたͩいた೔ͷいͣれ͔஗い೔（ʮ੹೚։࢝ࠐ 約ܖ
ͷਃࠐ೔）͔ Β、ͦ ͷ೔をؚめて1�೔Ҏ಺で͋れ͹、ॻ໘にΑるおਃしग़にΑΓ、͝ Έͷఫճまࠐ約ͷおਃܖ
たは͝ܖ約ͷղআ（ҎԼʮおਃࠐΈͷఫճ౳ʯͱいいます。）をする͜ͱができます。
˔おਃࠐΈͷఫճ౳は、ॻ໘ͷൃ৴ （࣌༣ศͷফҹ೔付）にޮྗをੜ͡ますͷで、༣ศにΑΓ্ؒظه಺に当ࣾ
͋てൃ৴してͩ͘さい。

ॻ໘に͍ͩͨ͘ࡌه಺༰ʢॻࣜ౳͸ࣗ༝Ͱすɻʣ

ɾਃऀࠐ౳ͷࢯ （໊ࣗॺ）、ॅ ॴ。๏ਓͷ৔߹は、ਃࠐॻにԡҹした΋ͷͱಉҰͷҹでԡҹしてͩ͘さい。
ɾ�保険ূ݊またはੜ໋保険ܖ約ਃࠐॻ（保険ܖ約ऀ߇）にࡌهͷূ݊൪߸（12ܻ）。お手ݩにない৔߹は
保険঎඼ （໊ʮແղ約ฦ໭金ܕ治療保ো保険ʯͱ͝هೖͩ͘さい。）
ɾʮおਃࠐΈͷఫճ౳ʯをするه͝）ࢫೖ ɿྫʮ্هͷܖ約ͷਃࠐΈをఫճします。ʯ）

˔おਃࠐΈͷఫճ౳が͋ͬた৔߹には、お払いࠐΈいたͩいた金ֹはਃऀࠐ౳にશֹおฦしします。

。約ͷおҾड͚を当ࣾがঝ୚した৔߹には、つ͗ͷ͔࣌Β保োが։࢝されますܖ͝˔
①��ʮ੹೚։࢝ظにؔするಛଇʯが適用されていない͝ܖ約（ୈ1ճ保険ྉをΫϨδοτΧʔυまたはৼࠐにΑΓ
お払いࠐΈいたͩ͘͝ܖ約）

ɹɹɾɾɾୈ1ճ保険ྉを当ࣾがड͚औͬた （࣌ΫϨδοτΧʔυにΑΓお払いࠐΈいたͩ͘͝ܖ約は、Χʔυܾ
ɹɹɹɹࡁ�がྃ׬した࣌）またはࠂ஌がߦΘれた࣌ͷいͣれ͔஗い࣌
ᶄ�ʮ੹೚։࢝ظにؔするಛଇʯが適用されている͝ܖ約（ୈ1ճ保険ྉを࠲ޱৼସにΑΓお払いࠐΈいたͩ͘
（約ܖ͝

ɹɹɾɾɾ͝ܖ約ͷおਃࠐΈを当ࣾがड͚た࣌またはࠂ஌がߦΘれた࣌ͷいͣれ͔஗い࣌

� ໿೔ʹͭいͯܖ

� ΫʔϦϯάɾΦϑ੍౓ʢ͝ܖ໿ͷおਃࠐΈͷ
ఫճまͨは͝ܖ໿ͷղআʣʹ ͭいͯ

� ੹೚։࢝ظʢอোͷ։࢝࣌ظʣʹ ͭいͯ

ʮ੹೚։࢝ظにؔするಛଇʯが適用されている͝ܖ約については、つ͗ͷͱおΓऔΓѻいます。
（1）ୈ1ճ保険ྉは、੹೚։࢝೔ͷଐする月ͷཌ月຤೔までにお払いࠐΈͩ͘さい。
（2）�（1）ͷお払ࠐΈに͋たͬては、（1）ͷ払ؒظࠐͷຬྃ೔ͷཌ月ॳ೔͔Βཌʑ月຤೔までͷ༛༧ظ
ɹ�ؒが͋Γますが、ͦ ͷ༛༧ؒظ಺に΋お払ࠐΈがない৔߹は、͝ 。約はແޮͱなΓますܖ
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�ਓ৘ใͷར༻໨తݸ���
ͦ、ਓ৘ใは、ҎԼͷར用໨的ͷୡ੒にඞཁなൣғにͷΈར用しݸ（1） れҎ外ͷ໨的にはར用しません。
ɹ①֤छ保険ܖ約ͷおҾきड ɾ͚͝ ଓɾҡ࣋؅ཧ、保険金ɾ給付金౳ͷお支払いܧ
ɹᶄ当ࣾͷάϧʔϓձ ɾࣾؔ ࿈ձ ɾࣾఏܞձࣾをؚΉ֤छ঎඼ɾαʔϏεͷ͝Ҋ಺ɾఏڙ、͝ 約ͷҡ࣋؅ཧܖ
ɹᶅ当ࣾۀ຿にؔする৘ใఏڙɾӡӦ؅ཧ、঎඼ɾαʔϏεͷॆ࣮
ɹᶆͦͷଞ保険にؔ࿈ɾ付ਵするۀ຿

（2）�（1）に͔͔ΘΒͣ、ߦ੓手ଓにお͚るಛ定ͷݸਓをࣝผするためͷ൪߸ͷར用౳にؔする๏཯（ҎԼ、ʮ൪߸
๏ʯͱいいます。）で定めるݸਓ൪߸（ҎԼ、ʮݸਓ൪߸ʯͱいいます。）をؚΉಛ定ݸਓ৘ใは、ҎԼͷࣄ຿࣮
͝、にඞཁなൣғにͷΈར用しࢪ ຊਓͷಉҙが͋ͬて΋、ͦ れҎ外ͷ໨的にはར用しません。

ɹ①保険にؔするऔҾが͋る৔߹ɿ保険औҾにؔする๏定ௐॻ࡞੒ࣄ຿
ɹᶄෆಈ࢈にؔするऔҾが͋る৔߹ɿෆಈ࢈औҾにؔする支払ௐॻ࡞੒ࣄ຿
ɹᶅ�ใुɾྉ金ɾܖ約金ɾ৆金支払にؔするऔҾが͋る৔߹ɿใु、ྉ金、ܖ約金おΑͼ৆金ͷ支払ௐॻ࡞
੒ࣄ຿

ɹᶆͦͷଞ①ʙᶅにؔ࿈するࣄ຿
（�）�͜ れΒͷར用໨的は、当ࣾ8FCαΠτおΑͼσΟεΫϩʔδϟʔࢽ౳にࡌܝする΄͔、͝ ຊਓ͔Β௚઀ॻ໘

౳にて৘ใをऔಘする৔߹に໌ࣔします。

�ڙਓ৘ใͷఏݸ���
（1）当ࣾでは、࣍ ͷ৔߹をআいてݸਓ৘ใを外෦にఏڙする͜ͱは͋Γません。
ɹ①͝ຊਓがಉҙされている৔߹
ɹᶄ๏ྩにͮ͘ج৔߹
ɹᶅ�保険ܖ約おΑͼಛ約ͷ಺༰をҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋保険ڠձにొ࿥する౳、ݸਓ৘ใ保ޢ๏にͮجきڞಉ
ར用する৔߹

ɹᶆۀ຿ͷҰ෦について、ར用໨的ͷୡ੒にඞཁなൣғ಺でҕୗを͏ߦ৔߹
ɹᶇͦͷଞݸਓ৘ใ保ޢ๏にͮجきఏڙがೝめΒれている৔߹

（2）�（1）に͔͔ΘΒͣ、当ࣾでは൪߸๏でೝめΒれている৔߹をআいてಛ定ݸਓ৘ใを外෦にఏڙする͜ͱは
͋Γません。ɹ

���お໰い合Θせ先�
。までお໰い߹Θせͩ͘さいޱ૭هਓ৘ใͷऔѻいにؔするお໰߹せおΑͼおਃग़については、Լݸ

˔当ࣾͷݸਓ৘ใ保ํޢ਑については、当ࣾ8FCαΠτ（IUUQ���OFPpSTU�DP�KQ）で͝ཡいた͚ͩます。

�� ਓ৘ใͷおऔѻいʹͭいͯݸ

ぼざやきがとぷੜ໋อࣜגݥձࣾɹぢアのぜぷなアのが
˟̍ ���̌̌ ��ɹ౦ژ౎඼઒۠େ࡚� �����ɹେ࡚げくどのゞが

ड෇࣌ؒɿ�ɿ̌（༺ਓ৘ใઐݸ）0120-066-201 ̌ʙ��ɿ̌ ʢ̌౔༵೔〤��ɿ��〳〜ʣ
ɹɹɹɹɹ೔ɾॕ ೔ぇআ。

8FCつぐぷぎへ゛と http://neofirst.co.jp

ޱਓ৘ใͷऔѻいにؔするお໰߹せ૭ݸ
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�� 「支払ࠪఆ࣌রձ੍౓」ʹ ΋ͱͮ͘ɺଞͷੜ໋อݥձࣾ౳ͱͷڞಉ
ར༻ʹͭいͯ

˔当ࣾは、ੜ໋保険制度が݈શにӡӦされ、給付金ͷお支払いがਖ਼し࣮֬͘にߦΘれるΑ͏、ʮ支払ࠪ定࣌রձ
制度ʯに΋ͱͮき、ԼهͷͱおΓ、当ࣾͷ保険ܖ約౳にؔするॴ定ͷ৘ใをಛ定ͷऀͱڞಉしてར用しておΓ
ます。

「支払ࠪఆ࣌রձ੍౓」ʹ ͭいͯ�
保ۚݥͳͲͷ͝੥ٻに͠ࡍŊお٬͞·ͷ͝ܖ໿಺༰ͳͲΛরձ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ と͕͋り·すŇ

当ࣾは、Ұൠࣾஂ๏ਓੜ໋保険ڠձ、Ұൠࣾஂ๏ਓੜ໋保険ڠձՃໍͷ֤ੜ໋保険ձࣾ、શࡁڞࠃ೶ڠۀಉ
૊߹࿈߹ձ、શࠃ࿑ಇऀࡁڞੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձおΑͼ೔ຊίʔϓࡁڞੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձ（ҎԼʮ֤ੜ໋保
険ձࣾ౳ʯͱいいます。）ͱͱ΋に、お支払いͷ൑அまたは保険ܖ約΋し͘はܖࡁڞ約౳（ҎԼʮ保険ܖ約౳ʯͱい
います。）ͷղআ、औফ΋し͘はແޮͷ൑அ（ҎԼʮお支払い౳ͷ൑அʯͱいいます。）ͷߟࢀͱする͜ͱを໨的ͱし
て、ʮ支払ࠪ定࣌রձ制度ʯに΋ͱͮき、当ࣾをؚΉ֤ੜ໋保険ձࣾ౳ͷ保༗する保険ܖ約౳にؔするԼهͷ૬
。ಉしてར用しておΓますڞͷ৘ใをࡌه߲ࣄরձޓ

保険金、年金または給付金（ҎԼʮ保険金౳ʯͱいいます。）ͷ͝੥ٻが͋ͬた৔߹΍、͜ れΒに܎る保険ނࣄが
ൃੜしたͱ൑அされる৔߹に、ʮ支払ࠪ定࣌রձ制度ʯに΋ͱͮき、૬ޓরձ߲ࣄͷશ෦またはҰ෦について、
Ұൠࣾஂ๏ਓੜ໋保険ڠձを௨͡て、ଞͷ֤ੜ໋保険ձࣾ౳にরձをし、ଞͷ֤ੜ໋保険ձࣾ౳͔Β৘ใͷ
ఏڙをड͚、またଞͷ֤ੜ໋保険ձࣾ౳͔Βͷরձにରし、৘ใをఏڙする͜ͱ（ҎԼʮ૬ޓরձʯͱいいます。）
が͋Γます。૬ޓরձされる৘ใはԼهͷ΋ͷにݶ定され、͝ ੥ٻに܎るইප໊ͦͷଞͷ৘ใが૬ޓরձされ
る͜ͱは͋Γません。また、૬ޓরձに΋ͱͮき֤ੜ໋保険ձࣾ౳にఏڙされた৘ใは、૬ޓরձをͬߦた֤ੜ
໋保険ձࣾ౳にΑるお支払౳ͷ൑அͷߟࢀͱするためにར用される͜ͱが͋Γますが、ͦ ͷଞͷ໨的ͷために
ར用される͜ͱは͋Γません。রձをड͚た֤ੜ໋保険ձࣾ౳において、૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใがଘ在しな
͔ͬたͱきは、রձをड͚た࣮ࣄはফڈされます。֤ ੜ໋保険ձࣾ౳はʮ支払ࠪ定࣌রձ制度ʯにΑΓ஌Γಘた
৘ใをଞに公։いたしません。

当ࣾが保༗する૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใについては、当ࣾが؅ཧ੹೚をෛいます。保険ܖ約ऀ、ඃ保険ऀまた
は保険金౳डऔਓは、当ࣾͷ定める手ଓきにैい、૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใͷ։ࣔをٻめ、ͦ ͷ಺༰が࣮ࣄͱ
૬ҧしている৔߹には、గਖ਼をਃしग़る͜ͱができます。また、ݸਓ৘ใͷ保ޢにؔする๏཯にҧ൓して૬ޓর
ձࡌه߲ࣄͷ৘ใがऔΓѻΘれている৔߹、当ࣾͷ定める手ଓきにैい、当該৘ใͷར用ఀ͋ࢭるいはୈऀࡾ
΁ͷఏڙͷఀࢭをٻめる͜ͱができます。্ ߹については、当ࣾίϯλΫτηϯλʔにお໰いࡉ手ଓきͷৄ֤ه
Θせͩ͘さい。
�૬ޓরձ߲ࣄ

つ͗ͷ߲ࣄが૬ޓরձされます。たͩし、ܖ約ফ໓̑ޙ 年をܦաしたܖ約に܎る΋ͷはআきます。
ʪ1ʫඃ保険ऀͷ໊ࢯ、ੜ年月೔、ੑ ผ、ॅ ॴ（ࢢɾ۠ ɾ܊までͱします。）
ʪ̎ ʫ�保険ൃނࣄੜ೔、ࢮ๢೔、ೖӃ೔ɾୀӃ೔、ର৅ͱなる保険هࠨ）ނࣄͷ߲ࣄは、রձをड͚た೔͔Β̑

年Ҏ಺ͷ΋ͷͱします。）
ʪ̏ ʫ�保険छྨ、ܖ約೔、෮׆೔、ফ໓೔、保険ܖ約ऀͷ໊ࢯおΑͼඃ保険ऀͱͷଓฑ、ࢮ๢保険金౳डऔ

ਓͷ໊ࢯおΑͼඃ保険ऀͱͷଓฑ、ࢮ๢保険金ֹ、給付金೔ֹ、֤ ಛ約಺༰、保険ྉおΑͼ払ํࠐ๏

๢保険金、給付金೔ֹ、保険ྉͱࢮ、約ऀܖ保険छྨ、保険、ނࣄにおいて、ඃ保険ऀ、保険߲ࣄরձޓ૬ه্
͋るͷは、ܖࡁڞ約においてはͦれͧれ、ඃࡁڞ、ނࣄࡁڞ、ऀࡁڞछྨ、ܖࡁڞ約ऀ、ࢮ๢ࡁڞ金、ࡁڞ金ֹ、
。金ͱಡΈସ͑ますֻࡁڞ
※ʮ支払ࠪ定時রձ੍౓ʯにࢀՃしている֤生໋保険ձ社໊につきましては、
　一ൠ社ஂ๏人生໋保険ڠձϗーϜϖーδ（IUUQ���XXX�TFJIP�PS�KQ�）のʮՃໍձ社ʯをごࢀরください。
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ͯ˔ੜ໋保険ձࣾͷۀ຿または࢈ࡒͷঢ়گͷมԽにΑΓ、͝ 約࣌にお約ଋした保険金ֹ、年金ֹ、給付金ֹ౳ܖ

がݮ࡟される͜ͱが͋Γます。
˔ੜ໋保険ܖ約ऀ保ߏػޢͷձһで͋るੜ໋保険ձ （ࣾ当ࣾはձһͱしてՃೖしています。）がܦӦഁ୼にؕͬ
た৔߹、ੜ໋保険ܖ約ऀ保ߏػޢにΑΓ、保険ܖ約ऀ保ޢͷાஔがਤΒれますが、͜ ͷ৔߹で΋、͝ 約࣌ܖ
にお約ଋした保険金ֹ、年金ֹ、給付金ֹ౳ͷݮ࡟なͲ、ܖ約৚݅がมߋされる͜ͱが͋Γます。ৄ についࡉ
ては、ʮੜ໋保険ܖ約ऀ保ߏػޢʯまでお໰い߹Θせͩ͘さい。

˔現在͝Ճೖதͷ͝ܖ約をղ約ɾֹݮされますͱ、つ͗ͷͱおΓ、保険ܖ約ऀにͱͬ てෆརӹͱなる͜ͱが͋Γ
ます。
①�ଟ͘ͷ৔߹、ղ約ฦ໭金は、お払いࠐΈいたͩいた保険ྉͷ߹ֹܭΑΓগない金ֹͱなΓ、Ұ定ؒظͷܖ約
。ར౳をࣦ͏৔߹が͋Γますݖଓを৚݅ͱする഑当ͷܧ
ᶄ�保険ྉͷࢉܭͷૅجͱなる༧定ར཰なͲは、現在ͷ͝ܖ約ͱ৽たな͝ܖ約でҟなる͜ͱが͋Γます。たͱ͑
͹、৽たな͝ܖ約ͷ༧定ར཰が現在ͷ͝ܖ約ͷ༧定ར཰ΑΓ௿い৔߹、保険ྉが͘ߴなる͜ͱが͋Γます。
ᶅ�Ұൠͷܖ約ͱಉ༷にࠂ஌ٛ຿が͋Γ、݈ 約ͷおҾきड͚ができない৔߹がܖঢ়ଶなͲにΑͬては৽たな͝߁
͋Γます。
ᶆ�৽たな͝ܖ約ͷ੹೚։࢝೔をࢉى೔ͱしてࠂ஌ٛ຿ҧ൓にΑるղআͷن定が適用され、ٗ࠮にΑる͝ܖ約ͷ
औফͷن定なͲについて΋、৽たな͝ܖ約ͷక݁にࡍしてͷٗ࠮ͷߦҝが適用ͷର৅ͱなΓます。したがͬ
て、ইපྺなͲをਖ਼し͘ࠂ஌されな͔ͬた৔߹、৽たな͝ܖ約がղআɾऔফͱなる͜ͱが͋Γます。
ᶇ�現在͝Ճೖதͷ͝ܖ約ͷままで͋れ͹お支払いができる৔߹で͋ͬて΋、ࠂ஌ٛ຿ҧ൓にΑるղআ΍ٗ࠮に
Αるऔফ、੹೚։࢝ظલͷൃපなͲͷ৔߹には、給付金が支払Θれない͜ͱが͋Γます。

�� をલఏͱしͯɺֹݮ໿ͷղ໿ɾܖͷ͝ࡏݱ
৽ͨな͝ܖ໿ͷおਃࠐΈを͝ݕ౼ͷ場合ʹͭいͯ

�� ੜ໋อݥձࣾͷۀ຿まͨは࢈ࡒͷঢ়گͷมԽʹΑる
ੜ໋อܖݥ໿΁ͷӨڹͷՄೳੑʹͭいͯ
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˔当ࣾ〤、ʮੜ໋保険ܖ約ऀ保ߏػޢʯ（ҎԼ、ʮ保ߏػޢʯ〝⿶⿶〳『。）〠Ճೖ「〛⿼〿〳 『。保ߏػޢ〣֓ཁ〤、
ҎԼ〣〝⿼〿〜『。
˔ 保ߏػޢは、保険ۀ๏に΋ͱͮきઃཱされた๏ਓで͋Γ、保ߏػޢͷձһで͋るੜ໋保険ձࣾがഁ୼に
ؕͬた৔߹、ੜ໋保険に܎る保険ܖ約ऀ౳ͷためͷ૬ޓԉॿ制度ͱして、当該ഁ୼保険ձࣾに܎る保険ܖ
約ͷҠస౳にお͚るࢿ金ԉॿ、ঝܧ保険ձࣾͷܦӦ؅ཧ、保険ܖ約ͷҾड͚、ิ ঈର৅保険金ͷ支払いに
をਤΓ、΋ͬてੜ໋保ޢ約ऀ౳ͷ保ܖ౳にΑΓ、保険͏ߦ౳ͷങऔΓをݖٻ金ԉॿおΑͼ保険金੥ࢿる܎
険ۀにରする৴པੑをҡ࣋する͜ͱを໨的ͱしています。

˔ 保険ܖ約্、年ྸ΍݈߁ঢ়ଶにΑͬてはܖ約していたഁ୼保険ձࣾͱಉ༷ͷ৚݅で৽たにՃೖする͜ͱが
金ԉࢿしてࡍ約ͷҠస౳にܖが保険ߏػޢ೉になる͜ͱ΋͋るため、保険ձࣾがഁ୼した৔߹には、保ࠔ
ॿ౳ͷ支ԉをߦい、Ճೖしている保険ܖ約ͷܧଓをਤる͜ͱにしています。

˔ 保険ܖ約ͷҠస౳にお͚るิঈର৅ܖ約は、ӡ用࣮੷࿈ಈܕ保険ܖ約ͷಛ定ಛผצ定（˞1）に܎る෦෼を
আいたࠃ಺にお͚るݩड保険ܖ約で、ͦ ͷิঈݶ度はߴ、 ༧定ར཰ܖ約（˞2）をআき、੹೚४උ金౳（˞�）ͷ
�0ˋͱする͜ͱが、保険ۀ๏౳で定めΒれています（保険金ɾ年金౳ͷ�0ˋがิঈされる΋ͷでは͋Γま
せん。（˞�））。

˔ なお、保険ܖ約ͷҠస౳ͷࡍには、੹೚४උ金౳ͷݮ࡟にՃ͑、保険ܖ約をҾきଓき適ਖ਼ɾ҆શにҡ࣋す
るために、ܖ約৚݅ͷࢉ定ૅجͱなるૅج཰（༧定ར཰、༧定ࢮ๢཰、༧定ۀࣄඅ཰౳）ͷมߋがߦΘれる
Մೳੑが͋Γ、͜ れに൐い、保険金ֹɾ年金ֹ౳がݮগする͜ͱが͋Γます。͋ Θせて、ૣ আ制度߇ղ約ظ
（保険ूஂをҡ࣋し、保険ܖ約ͷܧଓをਤるために、௨ৗͷղ約߇আͱはผに、Ұ定ؒظಛผなղ約߇আ
を͏ߦ制度）がઃ͚ΒれるՄೳੑ΋͋Γます。

※1 ಛผצ定をઃஔしな͚れ͹ならない保険契約の͏ち࠷௿保 のない保険契約に係る（保ূ等ࢿݪ௿೥金࠷、๢保険金保ূࢮ௿࠷ূ）
ಛผצ定を指します。更生手続においては、当֘෦෼についての責೚準උ金をݮ࡟しない更生計ըを࡞੒することが可能です（実際
にݮ࡟しないか൱かは、ݸผの更生手続のதで確定することとなります。）。

※2 ഁ ୼時にաڈ�೥間でৗに༧定利཰がج準利཰（注1）を௒͑ていた契約を指します（注2）。当֘契約については、責೚準උ金等のิ
ঈݶ౓がҎ下のとおりとなります。ただし、ഁ ୼ձ社にରしてࢿ金ԉॿがなかった場合のหࡁ཰が下ݶとなります。

༧定利཰契約のิঈ཰ߴ˔ �́�ˋɻʨ（աڈ�೥間にお͚る֤೥の༧定利཰ʵج準利཰）の૯࿨ 2yʩ

（注1） ج準利཰は、生保֤社のաڈ�೥間のฏۉӡ༻利回りをج準に、金༥ி௕׭および財຿େਉが定めることとなっております。
。のϗーϜϖーδで確認できますߏػޢ準利཰については、保جのࡏݱ

（注2） 一つの保険契約において、ओ契約・ಛ約の༧定利཰がҟなる場合、ओ契約・ಛ約を༧定利཰がҟなるごとにಠཱした保険契約
とみなしてߴ、 ༧定利཰契約に֘当するか൱かを൑அすることになります。また、ۀا保険等において被保険者が保険料をڌग़
している場合で被保険者ຖに༧定利཰がҟなる場合には、被保険者ຖにಠཱの保険契約がక݁されているものとみなしてߴ
༧定利཰契約に֘当するか൱かの൑அをすることになります。ただし、確定ڌग़೥金保険契約については、被保険者が保険料
をڌग़しているか൱かにかかわらず、被保険者ຖにߴ༧定利཰契約に֘当するか൱かを൑அすることになります。

※� 責೚準උ金等とは、কདྷの保険金・೥金・給付金の支払いにඋ͑、保険料やӡ༻ऩӹなどを財ݯとしてੵみཱてている準උ金等をい
います。

。保ূֹについても、その��ˋがิঈされるものではありませんࢿݪ人変ֹ೥金保険に付されている೥金ݸ�※

�� 「ੜ໋อܖݥ໿ऀอߏػޢ」ʹ ͭいͯ
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߹Εた৔ݱձ͕ࣾݥอࡁٹ

߹Εない৔ݱձ͕ࣾݥอࡁٹ

อܖݥ໿ͷશ෦ɾҰ෦ͷ
Ҡసɺ合ซɺࣜגऔಘ

ഁ୼อݥձࣾ อߏػޢ ձһอݥձࣾ

ຽؒ金༥ؔػ౳

໿ऀ౳ܖݥձࣾอݥอࡁٹࠃ

ิঈର৅
保険金の支払い

（注2）

ิঈର৅
保険金の支払い

（注2）

保険金請求権等のങ取り
（注2）

保険金請求権等のങ取り
（注2）

保険金等の支払い

保険金等の支払い

金ԉॿࢿ

ิঈର৅保険金支払に係る
金ԉॿࢿ

ิঈର৅保険金支払に係る
金ԉॿࢿ

負୲金のڌग़

金ିग़ࢿ

財੓ાஔ（注1）

ഁ୼อݥձࣾ อߏػޢ

ঝܧ保ݥձࣾ

ձһอݥձࣾ

ຽؒ金༥ؔػ౳

໿ऀ౳ܖݥอࠃ

อܖݥ໿ͷঝܧ

อܖݥ໿ͷ
Ҿड͚

負୲金のڌग़

金ିग़ࢿ

財੓ાஔ（注1）

૊〴〣ུ֓ਤ࢓˝

˔ �ิ ঈର৅ܖ約ͷൣғɾิঈର৅ܖ約ͷิঈݶ度౳をؚめ、ຊࡌܝ಺༰はશて現在ͷ๏ྩに΋ͱͮいた΋ͷで͋Γ、
。されるՄೳੑが͋Γますߋ๏ྩͷվਖ਼にΑΓม、ޙࠓ

月༵日ʙ༵ۚ日ʢॕ日ɾ೥຤೥࢝ぇআ。ʣޕલ9࣌ʙਖ਼ޕɺ1࣌ޙޕʙ5࣌ޙޕ

˔ੜ໋保険ձࣾ⿿ഁ୼「〔৔߹〣保険ܖ約〣औѻ⿶〠ؔ『぀⿼໰߹【ઌ

生命保険契約者保護機構 TEL�03-3286-2820
りがわらがでぎへ゛とɹhttp:/ /www.seihohogo.jp/

（注1） 上記のʮ財੓ાஔʯは、2�22೥�݄຤までに生໋保険ձ社がഁ୼した場合にର応するાஔで、ձһ保険ձ社のڌग़による負୲金だ͚でࢿ
金ԉॿ等のର応ができない場合に、ࠃձ৹ٞをܦてิॿ金が認められた際に行われるものです。

（注2） ഁ ୼ॲ理தの保険事ނにもとづくิঈର৅契約の保険金等の支払い、保ߏػޢがิঈର৅契約に係る保険金請求権等をങい取ることを
指します。この場合にお͚る支払཰およびങ取཰については、責೚準උ金等のิঈݶ౓と同཰となります。（ߴ༧定利཰契約については、
　  ϖーδ※2に記ࡌの཰となります。）��
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仕組みについて

2

商品名称（主契約）1
特徴2
仕組み3
付加できる特約4
ご契約の自動更新5
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� ಛ௃

� ঎඼໊শʢओܖ໿ʣ

˔පؾ΍έΨにΑΓ、公的医療保険制度において保険給付ͷର৅ͱなるೖӃதに療ཆをड͚Βれたͱき、また
は公的医療保険制度において保険給付ͷର৅ͱなる手術をೖӃを൐Θͣにड͚Βれたͱきに、ೖӃ治療給付
金または外来手術治療給付金をお支払いします。
˔ೖӃ治療給付金が支払ΘれるೖӃをされたͱきに、ೖӃ治療Ұ࣌給付金をお支払いします。
˔保険ؒظதにೖӃ治療Ұ࣌給付金をお支払いするೖӃがな͔ͬたͱきは、保険ؒظຬྃͷࡍにೖӃ治療ແ
、また（。給付金は͋Γませんނࣄがऴ਎で͋る৔߹は、ೖӃ治療ແؒظ保険）。給付金をお支払いしますނࣄ
ೖӃ治療ແނࣄ給付金をߋ৽ޙͷ保険ܖ約ͷ保険ྉͱ૬ࡴするおऔѻい΋おબͼいた͚ͩます。

（注） ૬ࡴするお取扱いをおબびいただいた後でも૬ࡴされていないೖӃ࣏ྍແ事ނ給付金についてご請求いただいた場合には、その
ೖӃ࣏ྍແ事ނ給付金をお支払いします。

˔保険ܖ約ͷܕ（給付金ֹͷࢉܭͷࡍに਍療ใु఺਺に৐͡るֹ）は、ݪଇͱして公的医療保険制度にお͚る
̍）ܕෛ୲ׂ߹にԠ͡てᶗݾࣗ ԁ）ɾᶘܕ（̎ ԁ）ɾᶙܕ（̏ ԁ）͔ Βおબͼいたͩきます。
˔給付金ͷ支払ݶ度ͷܕ（̍ ͔月ͷೖӃ治療給付金ͱ外来手術治療給付金ͷ߹ֹࢉͷ支払ݶ度）は、ݪଇͱし
てֹߴ療ཆඅ制度にお͚る̍ ͔月͋たΓͷࣗݾෛ୲ݶ度ֹにԠ͡て10ສԁܕ（10ສԁ）ɾ20ສԁ20）ܕສ
ԁ）ɾ�0ສԁܕ（�0ສԁ）͔ Βおબͼいたͩきます。

ཆඅ੍౓にお͚る̍ྍֹߴ ͔݄ͷࣗݾෛ担ݶ౓ ʢֹࡀ��ະຬͷํͷྫɺ����೥��݄ࡏݱʣ
ॴಘ۠෼ 1͔月（月ͷॳ೔͔Β຤೔まで）͋ たΓͷࣗݾෛ୲ݶ度ֹ˞

年ऩ約1
160ສԁʙ 2�2
600ԁ （ɹ医療අ �ɻ�2
000ԁ）̫̍̀
年ऩ約��0ʙ約1
160ສԁ 16�
�00ԁ （ɹ医療අ �ɻ��
000ԁ）̫̍̀
年ऩ約��0ʙ約��0ສԁ ���0
100ԁ （ɹ医療අ 2ɻ6�
000ԁ）̫̍̀
年ऩ約��0ສԁҎԼ ��
600ԁ
ॅຽ੫ඇ՝੫ऀ ��
�00ԁ

 　（ް生࿑ಇল保険ہɿʮྍֹߴཆඅ੍౓を利༻されるօさま΁ʯをもとに࡞੒）
※�か݄໨Ҏ߱についてはࣗݾ負୲ݶ౓ֹがさらにܰݮされる࢓૊みもあります。

˔͜ͷ保険は保険10ؒظ年ͷߋ৽ܕで、ࣗ ಈߋ৽されます。たͩし、͝ Ճೖ࣌にඃ保険ऀͷ年ྸが�1ࡀҎ্
で͋る৔߹またはߋ৽ޙͷ保険ؒظຬྃ೔ͷཌ೔にお͚るඃ保険ऀͷ年ྸが�1ࡀҎ্ͱなる৔߹は、保険
。はऴ਎ͱなΓますؒظࠐおΑͼ保険ྉ払ؒظ
˔�֤ छಛ約ͷ付ՃにΑΓ、保ো಺༰をॆ࣮させる͜ͱができます。
˔�ղ約ฦ໭金は͋Γません。

ແղ約ฦ໭金ܕ治療保ো保険
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ʲ͝ཹҙいたͩきたい߲ࣄʳ
。約ऀ഑当金は͋Γませんܖ ˔
。ঢ়ଶに該当した৔߹ͷ保োは͋Γません֐度োߴ๢΍ࢮ ˔
。約ऀି付制度ͷおऔѻいは͋Γませんܖ ˔
˔ 当ࣾが保険ྉをおཱてସ͑しܧଓさせる制度（保険ྉͷࣗಈି付）ͷおऔѻいは͋Γません。
˔ ͝ ͝、߹約がࣦޮした৔ܖ 。するおऔѻいは͋Γません׆約を෮ܖ

 ̝ ʮೖӃ治療Ұ࣌給付金おΑͼೖӃ治療ແނࣄ給付金ͷෆ୲保にؔするಛଇʯͷ適用にΑΓ、ೖӃ治療Ұ࣌
ɹ給付金おΑͼೖӃ治療ແނࣄ給付金ͷない͝ܖ約΋おબͼいた͚ͩます。
˔ ಛ約おΑͼಛଇについては、த్付Ճɾத్適用ͷおऔѻいは͋Γません。
˔ �保険ܖ約ͷܕおΑͼ支払ݶ度ͷܕは、ߋ৽࣌にͷΈมߋする͜ͱができます。なお、ᶗ͔ܕΒᶘ10、ܕສԁ͔ܕ
Β20ສԁܕなͲ、૿ ֹͱなるܕͷมߋについてはおऔΓѻいできません。

˔  保険ܖ約ͷܕおΑͼ支払ݶ度ͷܕに͔͔ΘΒͣ、給付金ͷ支払ֹはೖӃ治療給付金ͱ外来手術治療給付金
を߹ࢉして、௨ࢉして�60ສԁがݶ度ͱなΓます。

˔  ೖӃ治療Ұ࣌給付金ͷお支払いは、6͔月ؒ͝ͱに1ճ͔つ支払ճ਺を௨ࢉして�0ճがݶ度ͱなΓます。
（注） 保険期間の満ྃ೔において、ೖӃ࣏ྍ一時給付金の通ࢉ支払回਺が��回にୡしているときは、更新後の保険契約にʮೖӃ࣏ྍ

一時給付金およびೖӃ࣏ྍແ事ނ給付金の不୲保に関するಛଇʯを適༻します。
˔  ೖӃ治療ແނࣄ給付金をお支払いしたޙに、ೖӃ治療Ұ࣌給付金ͷ͝੥ٻが͋Γ、ೖӃ治療ແނࣄ給付金ͷ
支払ࣄ༝に該当しない͜ͱͱなͬた৔߹には、お支払いするೖӃ治療Ұ࣌給付金͔Β、すでにお支払いしたೖ
Ӄ治療ແނࣄ給付金をࠩしҾきます。

� ૊Έ࢓

ೖӃ࣏ྍ給付金
おΑͼ

ೖӃ࣏ྍҰ࣌給付金
֎དྷखज़࣏ྍ給付金

主
　契
　約

保ظݥ ・ؒ保ݥྉ෷ؒظࠐ

約ܖ͝

先進医療ಛ໿

�ೖӃ࣏療ແނࣄ給付金
（ೖӃ治療Ұ࣌給付金をお支払いするೖӃが
な͔ͬた৔߹ͷΈ）

ࣗಈߋ৽ࣗಈߋ৽

ࣗಈߋ৽ࣗಈߋ৽

。๢によるฦ໭金およびղ約ฦ໭金はありませんࢮ※

一
生
涯
保
障

一
生
涯
保
障ಛఆ࣬පอݥྉ払ࠐ໔আಛ໿

特
　約

ࣗಈߋ৽ࣗಈߋ৽
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� ৽ߋ໿ͷࣗಈܖ͝

˔ओܖ約、ઌਐ医療ಛ約おΑͼಛ定࣬ප保険ྉ払ࠐ໔আಛ約については、保険ؒظຬྃ೔ͷ2͔月લまでに
ظ஌΍਍ࠪなしで、保険ࠂ、ঢ়ଶに͔͔ΘΒͣ߁ͷおਃしग़がないͱきには、ඃ保険ऀͷ݈ࢫଓしないܧ
ؒຬྃ೔ͷཌ೔にࣗಈߋ৽されます。

（注）保険料のお払込みを免除している場合も同༷にࣗಈ更新されます。（更新後のಛ約についても、保険料のお払込みは免除されます。）

ظ৽લͷ保険ߋ、はؒظͷ保険ޙ৽ߋ˔ （ؒ10年）ͱಉҰͱなΓます。たͩし、ߋ৽ޙͷ保険ؒظຬྃ೔ͷཌ೔
にお͚るඃ保険ऀͷ年ྸが�1ࡀҎ্ͱなる৔߹は、保険ؒظおΑͼ保険ྉ払ؒظࠐをऴ਎ͱしてߋ৽します。
˔保険ྉは、ߋ৽೔にお͚るඃ保険ऀͷ年ྸおΑͼ保険ྉ཰にΑͬて৽たに定めます。௨ৗ、ಉҰͷอো಺༰
でߋ৽͞Εる場合で͋ͬͯ΋ɺߋ৽ޙͷอݥྉはߋ৽લΑΓ͘ߴなΓます。
。定を適用しますن৽೔࣌఺ͷߋ、約にはܖͷ保険ޙ৽ߋ˔
˔給付金ͷ支払ݶ度なͲについては、ߋ৽લͱߋ৽ޙͷ保険ؒظはܧଓされた΋ͷͱしてऔΓѻいます。
ͦ、৽をऔΓѻΘない͔ߋ、約ͷక݁またはಛ約ͷ付ՃをऔΓѻͬていない৔߹はܖ৽೔に当ࣾが͜ͷओߋ˔
ͷओܖ約またはಛ約に͔͑て、ॴ定ͷओܖ約またはಛ約にΑΓߋ৽ͱΈなしてऔΓѻ͏͜ͱが͋Γます。

˙�ࣗ ಈߋ৽を͝ر๬になΒない৔߹は、保険ؒظຬྃ೔ͷ2͔月લまでに、ͦ ͷࢫを
ɹおਃしग़ͩ͘さい。

͝ ஫ ҙ

� 付Ճできるಛ໿

���先進医療ಛ໿�
˔පؾ΍έΨにΑΓ、ઌਐ医療にΑる療ཆをड͚Βれたͱきに、ٕ 術ྉͱಉֹͷઌਐ医療給付金をお支払いします。
˔͜ͷಛ約ͷ保険ؒظはओܖ約ͱಉ͡で、ओܖ約ͱಉ࣌にࣗಈߋ৽されます。
˔ઌਐ医療給付金ͷ支払ֹは、௨ࢉして2
000ສԁがݶ度ͱなΓます。

���ಛఆ࣬පอݥྉ払ࠐ໔আಛ໿�
˔がん（ѱੑ৽ੜ෺）、ੑٸ৺࠹ߎےまたは೴ଔதにΑΓॴ定ͷࣄ༝に該当したͱきに、Ҏޙͷ保険ྉ（ओܖ約お
Αͼओܖ約に付Ճされているಛ約ͷ保険ྉ）ͷお払ࠐΈを໔আします。
˔͜ͷಛ約ͷ保険ؒظはओܖ約ͱಉ͡で、ओܖ約ͱಉ࣌にࣗಈߋ৽されます。
˔保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝ͷൃੜ࣌Ҏޙ、給付金ֹͷֹݮなͲॴ定ͷ͝ܖ約಺༰มߋについてはおऔѻいし
ません。
˔͜ͷಛ約を付Ճした৔߹ͷओܖ約おΑͼओܖ約に付Ճされているಛ約には、ॴ定ͷ保険ྉ཰が適用され、͝
。なΓます͘ߴ約ͷ保険ྉは͜ͷಛ約を付Ճしない৔߹ΑΓ΋ܖ



25

ご
契
約
に
際
し
て

1

2

3

4

給
付
金
の
お
支
払
い

な
ど
に
つ
い
て

ご
契
約
後
に
つ
い
て

保
険
の
特
徴
と

仕
組
み
に
つ
い
て

ご契約後について

3

第2回以降の保険料のお払込みについて1
保険料の払込猶予期間とご契約の失効について2
給付金お支払時等に未払込保険料がある場合について3
保険料のお払込みが困難になられた場合について4
被保険者が死亡された場合について5
被保険者による解除請求について6
保険料のお払込みが不要となった場合のお取扱いについて7
各種変更の手続きについて8
保障内容の見直しについて9
ご契約の解約と解約返戻金について10
生命保険と税金について11
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˔�当ࣾおΑͼ当ࣾがҕୗしているऩೲ୅ߦձࣾがఏܞしている金༥ؔػ౳で、保険ܖ約ऀࢦ定ͷ༬金͔࠲ޱ
Β2�೔にৼΓସ͑Βれます。なお、2�೔が金༥ؔػ౳ͷۀٳ೔に͋たる৔߹はͦͷつ͗ͷӦۀ೔がৼସ೔ͱ
なΓます。
˔2�೔に༬金͔࠲ޱΒৼସ͑ができな͔ͬた৔߹は、つ͗ͷͱおΓऔΓѻいます。
月払ܖ約�ɿ�ཌ月ͷ2�೔に2͔月෼または�͔月෼ͷ保険ྉͷ࠲ޱৼସをߦいます。

　   　　　　　　（注）  2か݄෼または�か݄෼の保険料の࠲ޱৼସができなかった場合は、࠲ޱৼସが可能な݄਺෼の保険料の࠲ޱৼସ
を行います。

年払ܖ約�ɿ�ཌ月ͷ2�೔に࠶度保険ྉͷ࠲ޱৼସをߦいます。
　   　　　　　　（注）  ཌ݄の2�೔にも保険料の࠲ޱৼସができなかった場合は、ཌʑ݄の2�೔に࠶౓保険料の࠲ޱৼସを行います。

˔��当ࣾͷࢦ定するΫϨδοτΧʔυൃߦձࣾͷΫϨδοτΧʔυにΑΓつ͗ͷͱおΓΧʔυܾࡁがされます。

ྖऩূͷൃߦはলུさせていたͩきます。

˔�Χʔυܾࡁができな͔ͬた৔߹には、ผͷΫϨδοτΧʔυでお払いࠐΈいた͔ͩ͘または࠲ޱৼସにΑる払
。してͩ͘さいߋ๏にมํࠐ
�̝ΫϨδοτΧʔυͷձһ൪߸または༗ޮݶظがมߋされた৔߹には、当ࣾίϯλΫτηϯλʔまで͝࿈བྷͩ͘
さい。お手ଓき౳について͝Ҋ಺いたします。なお、保険ܖ約ऀ͔Βͷ͝࿈བྷͷલに、Χʔυձ͔ࣾΒ当ࣾ΁
มߋ಺༰が௨஌された৔߹は、௨஌された಺༰にてҎޙͷ保険ྉをお払いࠐΈいたͩ͘͜ ͱͱなΓますͷで、
͋Β͔͡めྃ͝ঝͩ͘さい。

೔ࡁܾ

ຖ月1�೔ Χʔυձࣾͷձһن約にΑΓます。

Χʔυձ͔ࣾΒͷ͝ܖ約ऀ΁ͷ࠲ޱৼସ੥ٻ

� ୈ�ճҎ߱ͷอݥྉͷお払ࠐΈʹͭいͯ

� ߹Έͷ৔ࠐৼସによるお෷࠲ޱ

� ΫϨδοτΧʔυによるお෷ࠐΈͷ৔߹

� 保ݥྉྖऩূに͍ͭͯ

保険ྉͷお払ࠐΈには༛༧ؒظが͋Γますが、༛༧ؒظதにお払ࠐΈがない͝ܖ約はޮྗをࣦいます。

� อݥྉͷ払ࠐ༛༧ؒظͱ͝ܖ໿ͷࣦޮʹͭいͯ

 ༛༧ؒظ͸ͭ͗ͷとおりͰすɻ

払ظࠐ月（˞）ͷཌ月ॳ೔͔Βཌʑ月ͷ຤೔まで

※ 払込期݄とは、契約応当೔のଐする݄のॳ೔から຤೔まで（契約೔に関するಛଇが適༻されているご契約の第2回保険料については、契
約応当೔のଐする݄のॳ೔からཌ݄の຤೔まで）のことをいいます。
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� 給付金お支払࣌౳ʹະ払ࠐอݥྉ͕͋る場合ʹͭいͯ

˔�給付金ͷ支払ࣄ༝がੜ͡た৔߹にະ払ࠐ保険ྉが͋るͱきは、ະ払ࠐ保険ྉをࠩしҾいた金ֹをお支払い
します。
˔�保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝がੜ͡た৔߹にະ払ࠐ保険ྉが͋るͱきは、ະ払ࠐ保険ྉをお払いࠐΈいたͩき
ます。

� ඃอࢮ͕ऀݥ๢͞Εͨ場合ʹͭいͯ

保োֹۚ͸গͳ͘ͳり·す͕ɺڅ෇ֹۚΛ౰ࣾͷ定Ίるൣғ಺Ͱֹݮする͜とによりɺ保ݥ
ྉͷ෷ֹࠐΛগͳ͘͠ ͯ͠·ଓする͜と͕Ͱ͖·すɻ۩ମతͳおखଓ͖に͖ͭܧ໿Λܖͯ͝
͸ɺ౰ࣾίϯλΫτηϯλʔに͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

� อݥྉͷお払ࠐΈ͕ࠔ೉ʹなΒΕͨ場合ʹͭいͯ

͜ͷ保ݥに͸ࢮ๢保ো͸͋り·ͤΜɻ
˔�給付金ͷडऔਓが๏ਓでない৔߹でඃ保険ऀにお支払いす΂きະ੥ٻͷ給付金が͋るͱきは、ඃ保険ऀͷ
๏定૬ଓਓͷதͷお1ਓ（保険ܖ約ऀ౳）が୅දऀͱなͬて、ͦ ͷ給付金を͝੥ٻいたͩきます。
๢させた৔߹は、ඃ保険ऀͷ๏定૬ࢮҙにඃ保険ऀをނ༝をੜ͡させた৔߹またはࣄҙに給付金ͷ支払ނ˔
ଓਓͷ୅දऀͱしてͷऔѻをड͚る͜ͱはできません。
˔ඃ保険ऀがࢮ๢されたͱきは、すΈ΍͔に当ࣾίϯλΫτηϯλʔまで͝࿈བྷͩ͘さい。

� ඃอऀݥʹΑるղআ੥ٻʹͭいͯ

保ܖݥ໿ऀとඃ保͕ऀݥҟͳる͝ܖ໿ͷ৔߹ɺͭ ͗ͷᶃ͔Βᶆ·Ͱͷࣄ༝に֘౰すると͖
͸ɺඃ保ऀݥ͸保ܖݥ໿ऀにର͠ɺ͝ する͜と͕Ͱ͖·すɻ͜ٻ໿ͷղআΛ੥ܖ ͷ৔߹ɺඃ保
໿ऀ͸ɺ͝ܖݥΛड͚ͨ保ٻΒղআͷ੥͔ऀݥ ඞཁ͕͋り·すɻ͏ߦ໿ͷղ໿Λܖ
①�保険ܖ約ऀまたは給付金なͲͷडऔਓが当ࣾに保険給付をߦΘせる͜ͱを໨的ͱして給付金なͲͷお支払
。߹༝をൃੜさせた、またはൃੜさせΑ͏ͱした৔ࣄ
ᶄ給付金なͲͷडऔਓが͝ܖ約に΋ͱͮ͘保険給付ͷ੥ٻについてٗ࠮をͬߦた、またはߦお͏ͱした৔߹。
ᶅ�্ ͝、約ऀまたは給付金なͲͷडऔਓにରする৴པをଛないܖᶄͷ΄͔、ඃ保険ऀͷ保険①ه 約ͷଘଓをܖ
。߹༝が͋る৔ࣄ೉ͱするॏେなࠔ
ᶆ�保険ܖ約ऀͱඃ保険ऀͷؒͷ਌଒ؔ܎ͷऴྃͦͷଞͷࣄ৘にΑΓ、ඃ保険ऀが͝ܖ約ͷおਃࠐΈͷಉҙを
するに͋たͬてૅجͱしたࣄ৘がஶし͘มԽした৔߹。
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ʲ年払ܖ約 �r࠲ޱৼସのご契約の場合

ʻ͝ܖ約ྫʼɹܖ約Ԡ当೔ɿ̍月̍೔ɹ月͝ͱͷԠ当೔ɿຖ月̍೔

݄̍ ̎̓ ೔〠೥払อݥྉぇ払⿶ࠐえ〕ޙɺ̑ ݄̎ ೔̌〠ඃอऀݥ〣ࢮ๢〠〽〿〉ܖ໿⿿ফ໓「〔場合
①�月1೔（௚લͷ月͝ͱͷԠ当೔）Ҏޙに給付金ͷ支払ࣄ༝がੜ͡ているͱき
˰�保険ྉͷお払ࠐΈをཁしな͘なͬたͷはඃ保険ऀがࢮ๢した̑月20೔で͋Γ、ͦ ͷཌ೔Ҏ࠷ޙॳ
に౸来する月͝ͱͷԠ当೔は̒月̍೔ͱなΓます。したがͬて、̒ 月̍೔͔Β12月�1೔までͷ̓
͔月෼にରԠする保険ྉ૬当ֹをお支払いします。

ᶄ�月1೔Ҏޙに給付金ͷ支払ࣄ༝おΑͼ保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝がੜ͡ていないͱき
˰�保険ྉͷお払ࠐΈをཁしな͘なͬたͷは�月20೔ですが、ͦ ͷ௚લͷ月͝ͱͷԠ当೔は�月1೔ͱなΓ
ます。したがͬて、�月1೔͔Β12月�1೔までͷ�͔月෼にରԠする保険ྉ૬当ֹをお支払いします。

※ ݄ 払契約の場合で、保険料のお払込みが不要となった೔の直લの݄ごとの応当೔Ҏ後に給付金の支払事由および保険料
払込の免除事由が生じていないときは、保険料のお払込みが不要となった೔の直લの݄ごとの応当೔からの1か݄෼の保
険料を払い໭します。

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 12/31

７か月分（①）※（②）

▲
死亡
5/20

契約
応当日
1/1
▼

月ごとの
応当日
6/1
▼

契約
応当日
1/1
▼

口座
振替日
1/27
▼

� อݥྉͷお払ࠐΈ͕ෆཁͱなͬͨ場合ͷおऔѻいʹͭいͯ

保ݥྉͷ෷ํࠐ法͕೥෷ͷ͝ܖ໿ͷ৔߹ɺ保ݥྉΛお෷͍ࠐΈ͍͍ͨͩͨޙにɺ͝ ໿ͷܖ
ফ໓౳ʢ͝ܖ໿·ͨ͸෇Ճ͞Ε͍ͯる特໿ͷফ໓ɺֹݮΛؚΈ·すɻʣ·ͨ͸保ݥྉ෷ࠐͷ
໔আࣄ༝に֘౰ͨ͜͠とによりɺ保ݥྉͷお෷ࠐΈ͕不ཁとͳͬͨと͖͸ɺͭ ͗ͷֹΛおࢧ
෷͍͠·すɻ

すでに払いࠐまれた保険ྉ（஫1）ͷ͏ͪ、保険ྉͷお払ࠐΈがෆཁͱな たͬ೔ͷཌ೔Ҏ࠷ޙॳに౸来する月͝ͱͷԠ
当೔͔Βͦͷ月͝ͱͷԠ当೔ͷଐする保険ྉؒظ（஫2）ͷ຤೔までͷ月਺にରԠする保険ྉ૬当 （ֹະܦա保険ྉ）

（注1）ೖӃ࣏ྍ一時給付金ֹのֹݮなど保険料の一෦のお払込みを要しなくなった場合は、そのお払込みを要しなくなった෦෼にݶります。
（注2）保険料期間とは、ຖ೥の契約応当೔からཌ೥の契約応当೔のલ೔までの期間のことをいいます。

※ 保険料のお払込みが不要となった೔の直લの݄ごとの応当೔Ҏ後に給付金の支払事由および保険料払込の免除事由が生じていな
いときは、保険料のお払込みが不要となった೔の直લの݄ごとの応当೔からその݄ごとの応当೔のଐする保険料期間の຤೔までの
݄਺にର応する保険料૬当ֹとなります。
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� ֤छมߋͷखଓきʹͭいͯ

֤छมߋखଓ͖に͍ͭͯ͝Ҋ಺͍ͨ͠·すɻʢ����೥��݄ࡏݱʣ
౰ࣾίϯλΫτηϯλʔ΁保ܖݥ໿ऀ͝ຊਓ͔Βおి࿩͍ͨͩ と͘おखଓ͖͕εϐʔσΟͰすɻ
※おి࿩をお受͚した際には、ごຊ人さま確認をさせていただいております。

お手ଓきにࡍして ূ݊൪߸⿿ඞཁ〝〟〿〳『〣〜、ʮ保険ূ݊ʯ〜ࣄલ〠⿼ௐ〮。〕《⿶。

ձࣾॴ定〣੥ٻॻ⿼ి࿩ⴺ�Ҿӽ͠
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

ॅॴɾి ࿩൪߸〣มߋぇ「〔⿶ ॅॴมߋ（஫）

保険ྉৼସ࠲ޱぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

（注） 保険契約者ごຊ人または̎ 親等内の親族の方からのおి࿩でお手続きがྃ׬します。

ⴼ վ੏ʢ݁ ・ࠗ཭ࠗʣ
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

సډ〠൐⿶ॅॴɾి ࿩൪߸〣มߋぇ「〔⿶ ॅॴมߋ（஫）

վ੏手ଓ　ぇ「〔⿶ ໊ٛมߋ（վ੏）

保険ܖ約ऀぇมߋ「〔⿶ ໊ٛมߋ（ܖ約ऀมߋ）

⿶〕」ߋਓぇมٻ定୅ཧ੥ࢦ ໊ٛมߋ
（ߋਓมٻ定୅ཧ੥ࢦ）

保険ྉৼସ࠲ޱぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

保険ྉ払ࠐぜ゛でひぷじがへぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

（注） 保険契約者〉ຊ人〳〔〤̎ 親等内〣親族〣方⿾〾〣⿼ి࿩〜⿼手続　⿿ྃ׬「〳『。

ⴾ స৬・ୀ৬
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

保険ྉৼସ࠲ޱぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

保険ܖ約ऀぇมߋ「〔⿶ ໊ٛมߋ（ܖ約ऀมߋ）

ⵀ ւ֎΁ͷసډ
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

ւ外〭సډ『぀手ଓ　ぇ「〔⿶ ॅॴมߋ（஫） ɹɹ

（注） 保険契約者〉ຊ人〳〔〤̎ 親等内〣親族〣方⿾〾〣⿼ి࿩〜⿼手続　⿿ྃ׬「〳『。
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ⵂ 保険契約者等の死亡
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

保険ܖ約ऀぇมߋ「〔⿶ ໊ٛมߋ（ܖ約ऀมߋ）

⿶〕」ߋਓぇมٻ定୅ཧ੥ࢦ ໊ٛมߋ
（ߋਓมٻ定୅ཧ੥ࢦ）

ⵄ 保ݥྉͷ෷ํࠐ法Λม͍ͨ͠ߋ
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

保険ྉৼସ࠲ޱぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

保険ྉ払ࠐぜ゛でひぷじがへぇมߋ「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

⿶〕」〠ৼସѻぇぜ゛でひぷじがへѻ࠲ޱ
ぜ゛でひぷじがへѻぇ࠲ޱৼସѻ〠「〔⿶ 保険ྉऩೲํ๏มߋ

月払ぇ年払〠มߋ「〔⿶
年払ぇ月払〠มߋ「〔⿶ 保険ྉ払ํࠐ๏มߋ（஫1）（஫2）

（注1） 保険契約者〉ຊ人⿾〾〣⿼ి࿩〜⿼手続　⿿ྃ׬「〳『。
（注2）݄ 払から೥払΁の変更は೥୯Ґの契約応当೔のみのお取扱いです。

ⵆ 保݊ূݥΛͯ͠ߦൃ࠶΄͍͠
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

保険ূ݊ぇߦൃ࠶「〛〰「⿶ 保険ূ݊ߦൃ࠶（஫）

（注） 保険契約者〉ຊ人⿾〾〣⿼ి࿩〜⿼手続　⿿ྃ׬「〳『。

ৄ「。〤下記〣ʮ保ো内容〣ݟ直「〠〙⿶〛ʯぇ〉覧。〕《⿶。ⵈ 保障内容を見直したい
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

ओܖ約〣ೖӃ治療Ұ࣌給付金ֹぇֹݮ「〔⿶ 保ো಺༰มߋ

ಛ約ぇղ約「〔⿶ 保ো಺༰มߋ

໿Λ΍Ίͨܖ   ʢ͍ղ໿ʣ
͝ཁ๬ ඞཁͱなるお手ଓき ड付૭ޱ

ղ約「〔⿶ ղ約（஫）

（注） 保険契約者〉ຊ人⿾〾〣⿼ి࿩〜⿼手続　⿿ྃ׬「〳『。

�

する͜と͕Ͱ͖·すɻ·ͨ特໿に͍ͭͯ΋ֹݮ෇ֹۚΛڅ໿ͷೖӃ࣏ྍҰ࣌ܖにओޙ໿ܖ͝
ղ໿Λする͜と͕Ͱ͖·すɻ
。௿Ҿड金ֹをԼճる͜ͱはできません࠷ͷ給付金ֹは、当ࣾͷ定めるޙֹݮ、する৔߹はֹݮ˔
。෼はղ約した΋ͷͱしてऔΓѻいますֹݮ˔

（注）ಛ定࣬ප保険料払込免除ಛ約が付Ճされているご契約については、保険料のお払込みが免除された後のֹݮはお取り扱いできません。

� อো಺༰ͷݟ௚しʹͭいͯ
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ʪ߇আͷ手ଓきʫ
ੜ໋保険ྉ߇আをおड͚になるにはਃࠂがඞཁです。当ࣾΑΓʮੜ໋保険ྉ߇আূ໌ॻʯをൃߦしますͷで、年
຤ௐ੔または֬定ਃࠂͷࡍ、ॴ定ͷਃࠂॻにఴ付して߇আをおड͚ͩ͘さい。

���給付金ͷ੫๏্ͷऔѻい�
˔ೖӃ治療給付金、外来手術治療給付金、ೖӃ治療Ұ࣌給付金、ઌਐ医療給付金は、डऔਓがඃ保険ऀ、ͦ ͷ
഑ऀۮ΋し͘はͦͷ௚݂ܥ଒またはੜܭをҰにするͦͷଞͷ਌଒で͋る৔߹、શֹඇ՝੫ͱなΓます。

੫຿ͷऔѻ͍౳に͍ͭͯ͸ɺ����೥��݄ࡏݱͷ੫੍・ؔ܎法ྩ౳に΋と͖ͮͯ͠ࡌهおり
·すɻݸ別ͷ੫຿ͷऔѻ͍౳に͍ͭͯ͸ɺॴ׋ͷ੫຿ॺ౳に֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
※๏ྩのվ正により取扱内容が変更される場合があります。

���ੜ໋อݥྉ߇আ�
ੜ໋保険ྉ߇আ࿮にはʮҰൠੜ໋保険ྉ߇আʯʮհޢ医療保険ྉ߇আʯおΑͼʮݸਓ年金保険ྉ߇আʯが͋Γま
す。߇আされる金ֹは、ॴಘ੫についてͦれͧれͷ߇আ࿮で�0ߴ࠷
000ԁ（߹ܭで120ߴ࠷
000ԁ）、ॅ ຽ੫
についてͦれͧれͷ߇আ࿮で2ߴ࠷�
000ԁ（߹ܭで�0ߴ࠷
000ԁ）ͱなΓます。
ຊ঎඼についてお払いࠐΈいたͩいた保険ྉはʮհޢ医療保険ྉ߇আʯͷ適用をड͚る͜ͱができます。
適用にΑΓつ͗ͷදͷ金ֹが、ॴಘ੫ɾॅ ຽ੫ͷ՝੫ର৅ֹ͔Β߇আされます。
約ܖ約�ɿ�給付金౳ͷडऔਓが保険ܖআͷର৅ͱなる͝߇˔ （ऀ保険ྉෛ୲ऀ）またはͦͷ഑ऀۮ΋し͘はͦͷ�
� ଞͷ਌଒ͱなͬている͝ܖ約
আͷର৅ͱなる保険ྉ�ɿ�1年߇˔ （ؒ1月1೔͔Β12月�1೔まで）にお払いࠐΈいたͩいた保険ྉ

�ॴಘ੫ͷੜ໋保険ྉ߇আ
年ؒͷਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ আされる金ֹ߇

20
000ԁҎԼͷͱき શֹ
20
000ԁを͑͜�0
000ԁҎԼͷͱき （ਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ 1̫ʗ2）ɹ 10
000ԁ
�0
000ԁを͑͜�0
000ԁҎԼͷͱき （ਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ 1̫ʗ�）ɹ 20
000ԁ
�0
000ԁを͑͜るͱき Ұ཯�0
000ԁ

�ॅຽ੫ͷੜ໋保険ྉ߇আ
年ؒͷਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ আされる金ֹ߇

12
000ԁҎԼͷͱき શֹ
12
000ԁを͑͜�2
000ԁҎԼͷͱき （ਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ 1̫ʗ2）ɹ 6
000ԁ
�2
000ԁを͑͜�6
000ԁҎԼͷͱき （ਖ਼ຯ払ࠐ保険ྉ 1̫ʗ�）ɹ 1�
000ԁ
�6
000ԁを͑͜るͱき Ұ཯2�
000ԁ

໿Λղ໿͞Εͯ΋ɺղ໿ฦ໭ۚ͸͋り·ͤΜɻܖ͝
͜ͷ保険は、ղ約されて΋ղ約ฦ໭金は͋Γません。
※ ೥払契約の場合には、いまだ౸དྷしていない契約期間෼の保険料（ະܦա保険料）૬当ֹなどをお支払いできる場合があります。また、

݄払契約の場合でも、直લの݄ごとの応当೔からの1か݄෼の保険料を払い໭しできる場合があります。ৄ しくは �� ϖーδをご覧くださ
い。

�� ໿ͷղ໿ͱղ໿ฦ໭金ʹͭいͯܖ͝

�� ੜ໋อݥͱ੫金ʹͭいͯ
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つ
い
て

給付金の
お支払いなどについて

4

給付金等をご請求いただける場合について1
給付金等のご請求について2
給付金のお支払いなどができない場合3
生命保険募集人の権限と保険契約の締結について給付金をお支払いできる場合、できない場合（事例１～6）4



��

� 給付金౳を͝੥ٻい͚ͨͩる場合ʹͭいͯ

すɻ·͚͍ͩͨٻ෇ۚ౳Λ͝੥څ໿ͷ಺༰にԠ͡ɺҎԼͷよ͏ͳ৔߹にܖ͝
ͳおɺおࢧ෷͍Ͱ͖る৔߹・おࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹ͷৄࡉ΍۩ମྫに͍ͭͯ͸ɺ��ϖʔδͷ

ʮڅ෇ۚΛおࢧ෷͍Ͱ͖る৔߹ɺͰ͖ͳ͍৔߹ʢྫࣄ�ʙ�ʣʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
�

入
院
・
治
療
等
の
保
障

ແղ約ฦ໭金ܕ治療保ো保険

ઌਐ医療ಛ約 ઌਐ医療給付金ʜ1��
先進医療を
ड͚ΒΕͨ場合

ಛ定࣬ප保険ྉ払ࠐ໔আಛ約 保険ྉ払ࠐͷ໔আʜ1�6
อݥྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝ʹ
֘౰͞Εͨ場合

外来手術治療給付金ʜ1��

ೖӃ治療Ұ࣌給付金ʜ1��

֎དྷでखज़を
ड͚ΒΕͨ場合

ೖӃ治療給付金ʜ1��ೖӃ࣏療を
ड͚ΒΕͨ場合

ೖӃ治療ແނࣄ給付金ʜ1��
ೖӃ࣏療Ұ࣌給付金͕
支払ΘΕるೖӃ͕
な͔ͬͨ場合

�給付金ͷお支払いなͲについて
঎඼໊ ໊　শ 給付金をお支払いする場合 お支払金ֹ 受取人

ແղ約ฦ໭金ܕ
࣏ྍ保ো保険

ೖӃ࣏ྍ
給付金

被保険者が責೚։࢝期Ҏ後の࣬පまた
はই֐の࣏ྍを直઀の໨తとして、පӃ
または਍ྍॴ（※1）においてެతҩྍ保険
੍౓にお͚る保険給付のର৅となるೖӃ
を̍ ೔Ҏ上されたとき（※2）（※�）

ʓ 保険契約のܕに応じてつぎのと
おり（※�）

�ᶗܕ�
　ೖӃதのྍཆ（※�）に
　かかる਍ྍ報ु点਺
�ᶘܕ�
　ೖӃதのྍཆに
　かかる਍ྍ報ु点਺
�ᶙܕ�
　ೖӃதのྍཆに
　かかる਍ྍ報ु点਺
 ・ 外དྷ手ज़࣏ྍ給付金の支払ֹと

合ࢉした1か݄間の支払ݶ౓は支
払ݶ౓のܕに応じてつぎのとおり

　̍ ສ̌ԁܕɿ̍ ສ̌ԁ
　̎ ສ̌ԁܕɿ̎ ສ̌ԁ
　３̌ ສԁܕɿ３̌ ສԁ
 ・ 通ࢉの支払ݶ౓は外དྷ手ज़࣏ྍ

給付金と合ࢉして���ສԁ

被
保
険
者

1̫ԁ

2̫ԁ

�̫ԁ
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͝
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໿
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ͯ

1̫ԁ

2̫ԁ

�̫ԁ

঎඼໊ ໊　শ 給付金をお支払いする場合 お支払金ֹ 受取人

ແղ約ฦ໭金ܕ
࣏ྍ保ো保険

外དྷ手ज़
࣏ྍ給付金

被保険者がපӃまたは਍ྍॴ（※1）において
責೚։࢝期Ҏ後の࣬පまたはই֐の࣏ྍを
直઀の໨తとしたつぎのいずれかに֘当す
る、ೖӃを൐わない手ज़を受͚られたとき

（1） ެ తҩྍ保険੍౓にお͚るҩՊ਍ྍ
報ु点਺දに手ज़料のࢉ定ର৅とし
てྻڍされている਍ྍ行ҝ（ࣃՊ਍ྍ
報ु点਺දに手ज़料のࢉ定ର৅とし
てྻڍされている਍ྍ行ҝの͏ち、ҩ
Պ਍ྍ報ु点਺දにおいても手ज़料
のࢉ定ର৅としてྻڍされている਍
ྍ行ҝをؚみます）。ただし、つぎに֘
当するものを除きます。（※�）

　（ŗ） ইのॲ理（૑ইॲ理、σϒϦーυϚン）
　（Ř）切։ज़（ൽෘ、ޑບ）
　（ř） ࠎまたは関અのඇ؍血త੔෮ज़、

ඇ؍血త੔෮ݻ定ज़およびඇ؍血
తतಈज़

　（Ś）ൈࣃ手ज़
　（ś）ྦ 点ϓϥάૠೖज़
　（Ŝ） ඓߢ೪ບমऊज़、下ߕհ೪ບমऊ

ज़およびߴप೾ిݻڽؾ๏による
ඓߕհ切除ज़

　（ŝ）ҟ෺除ڈ（外ࣖ、ඓߢ内）
（2） ҩՊ਍ྍ報ु点਺දに์ࣹઢ࣏ྍ料

のࢉ定ର৅としてྻڍされている਍
ྍ行ҝ（ࣃՊ਍ྍ報ु点਺දに์ࣹ
ઢ࣏ྍ料のࢉ定ର৅としてྻڍされ
ている਍ྍ行ҝの͏ち、ҩՊ਍ྍ報
ु点਺දにおいても์ࣹઢ࣏ྍ料の
されている਍ྍڍ定ର৅としてྻࢉ
行ҝをؚみます）。（※�）

（�） ҩՊ਍ྍ報ु点਺දに、༌血料のࢉ
定ର৅としてྻڍされている਍ྍ行
ҝの͏ち଄血ࡉװ๔Ҡ২

ʓ 保険契約のܕに応じてつぎのと
おり（※�）

�ᶗܕ�
　外དྷのྍཆ（※�）に
　かかる਍ྍ報ु点਺
�ᶘܕ�
　外དྷのྍཆにかかる
　਍ྍ報ु点਺
�ᶙܕ�
　外དྷのྍཆにかかる
　਍ྍ報ु点਺
 ・ ೖӃ࣏ྍ給付金の支払ֹと合ࢉ

した1か݄間の支払ݶ౓は支払ݶ
౓のܕに応じてつぎのとおり

　̍ ສ̌ԁܕɿ̍ ສ̌ԁ
　̎ ສ̌ԁܕɿ̎ ສ̌ԁ
　３̌ ສԁܕɿ３̌ ສԁ
 ・ 通ࢉの支払ݶ౓はೖӃ࣏ྍ給付

金と合ࢉして���ສԁ
被
保
険
者

ೖӃ࣏ྍ
一時給付金

被保険者が保険期間தにೖӃ࣏ྍ給付
金が支払われるೖӃをされたとき

ʓೖӃ࣏ྍ一時給付金ֹ
・ �か݄間に1回
・ 通ࢉの支払ݶ౓は��回

ೖӃ࣏ྍ
ແ事ނ給付金

被保険者が保険期間満ྃ時に生ଘされて
いて、かつ、保険期間தにೖӃ࣏ྍ一時
給付金が支払われるೖӃをされなかった
とき

ʓೖӃ࣏ྍ一時給付金ֹと同ֹ 保
険
契
約
者

ઌਐҩྍಛ約 ઌਐҩྍ
給付金

被保険者が責೚։࢝期Ҏ後の࣬පまた
はই֐を直઀のݪҼとして、ެ తҩྍ保
険੍౓にお͚るઌਐҩྍによるྍཆ（※�）

を受͚られたとき

ʓ ઌਐҩྍにかかるٕज़料と同ֹ
 ・ 通ࢉの支払ݶ౓は̎ 
̌ ̌̌ ສԁ

被
保
険
者



��

�保険ྉ払ࠐͷ໔আについて
঎඼໊ ໊　শ 保険料のお払込みを免除する場合

ಛ定࣬ප保険料
払込免除ಛ約

保険料
払込の免除

が
ん（
悪
性
新
生
物
）

被保険者が責೚։࢝期Ҏ後、ॳめて（責೚։࢝期લの期間を通じてॳめてとしま
す。）がん（※�）（※1�）とҩࢣによりප理૊৫ֶతॴݟ（生ݕ）によって਍அ確定（ප理
૊৫ֶతॴݟが得られないときは、他のॴݟによる਍அ確定も認めることがありま
す。）されたとき。
・ がんについては、上ൽ内がん（ඇਁ५がん、େ௎の೪ບ内がんをؚみます。）、およ

びൽෘのѱ性ࠇ৭जҎ外のൽෘがんを除きます。
・ 責೚։࢝೔からその೔をؚめて��೔Ҏ内にがんと਍அ確定されても、保険料の

お払込みは免除しません。この場合、��೔ܦա後にがんと਍அ確定された場合で
も、責೚։࢝೔から��೔Ҏ内に਍அ確定されたがんのൃ࠶・సҠ等と認められる
ときは、保険料のお払込みは免除しません。

急
性
心
筋
梗
塞

被保険者が責೚։࢝期Ҏ後の࣬පをݪҼとして、ٸ性৺ൃ࠶）（11※）（�※）࠹ߎے性
৺࠹ߎےをؚみます。ڱ৺঱などはؚまれません。）をൃපし、つぎのいずれかに֘
当したとき。

（1） そのٸ性৺࠹ߎےのॳ਍೔からその೔をؚめて��೔Ҏ上、࿑ಇの੍ݶを必要
とする状ଶ（ܰいՈ事等のܰ࿑ಇや事຿等のۀ࠲はできるが、それҎ上の׆ಈ
では੍ݶを必要とする状ଶ）がܧ続したとҩࢣによって਍அされたとき

（2） そのٸ性৺࠹ߎےの࣏ྍを直઀の໨తとして、පӃまたは਍ྍॴ（※1）において
手ज़（ެతҩྍ保険੍౓にお͚るҩՊ਍ྍ報ु点਺දにおいて手ज़料のࢉ定
ର৅となる手ज़）を受͚られたとき

脳
卒
中

被保険者が責೚։࢝期Ҏ後の࣬පをݪҼとして、೴ଔத（※�）（※11）をൃපし、つぎのい
ずれかに֘当したとき。

（1） その೴ଔதのॳ਍೔からその೔をؚめて��೔Ҏ上、ޠݴো֐、ӡಈ失ௐ、ຑᙺ
などの他֮తなਆֶܦత後Ҩ঱がܧ続したとҩࢣによって਍அされたとき

（2） その೴ଔதの࣏ྍを直઀の໨తとして、පӃまたは਍ྍॴ（※1）において手ज़
（ެతҩྍ保険੍౓にお͚るҩՊ਍ྍ報ु点਺දにおいて手ज़料のࢉ定ର৅
となる手ज़）を受͚られたとき

˙�੹೚։࢝ظͱは、保োが։࢝される࣌ظͷ͜ͱをいい、ͦ ͷ੹೚։࢝ظͷଐする೔ͷ͜ͱを੹
೚։࢝೔ͱいいます。
˙�੹೚։࢝ظΑΓલͷ࣬ප、またはই֐ͷ治療を໨的ͱするೖӃɾ手術ɾઌਐ医療で͋ͬて΋੹೚
։࢝೔͔Β̎ 年をܦաしたޙに։࢝したೖӃまたはड͚た手術ɾઌਐ医療は、給付金ͷお支払
いͷର৅ͱなΓます。
˙�੹೚։࢝ظલにすでにൃපしていた࣬පにΑΓ、ೖӃ、手術、ઌਐ医療にΑる療ཆをした৔߹で
΋、当ࣾが、͝ を用いてঝ࣮ࣄ஌なͲにΑΓ஌ͬていたͦͷ࣬පにؔするࠂ、にࡍ約ͷక݁ͷܖ
୚したͱきは、੹೚։࢝ظҎޙにൃපした࣬පにΑΓ、ೖӃ、手術またはઌਐ医療にΑる療ཆが
。Θれた΋ͷͱΈなしてऔΓѻいますߦ
˙�੹೚։࢝ظલにすでにൃපしていた࣬පをݪҼͱして、ੑٸ৺࠹ߎےまたは೴ଔதをൃපし、
保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝に該当した৔߹で΋、当ࣾが、͝ ஌なͲにΑΓࠂ、にࡍ約ͷక݁ͷܖ
஌ͬていたͦͷ࣬පにؔする࣮ࣄを用いてঝ୚したͱきは、੹೚։࢝ظҎޙにൃපした࣬පに
ΑΓ、保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝に該当した΋ͷͱΈなしてऔΓѻいます。
˙�௨ࢉͷ支払ݶ度は、保険ظ 度ݶを௨͡てͷ（ଓされた΋ͷͱしますܧはؒظͷ保険ޙ৽લߋؒ）
ͱなΓます。
˙�ओܖ約ͷ保険ܖ約ऀが๏ਓͷ৔߹は、֤ 給付金ͷडऔਓは保険ܖ約ऀͱなΓます。
˙�当ࣾは、ೖӃ治療給付金、外来手術治療給付金またはઌਐ医療給付金ͷお支払ࣄ༝おΑͼ保険
ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝にؔするن定に͔͔Θる๏ྩなͲͷվਖ਼または医療ٕ術ͷมԽが͋Γ、ͦ ͷ
վਖ਼またはมԽが֤給付金ͷお支払ࣄ༝おΑͼ保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝にؔするن定にӨڹを
֤、ிͷೝՄをಘて׭すͱೝめたͱきは、ओ຿΅ٴ 給付金ͷお支払ࣄ༝おΑͼ保険ྉ払ࠐͷ໔আ
する͜ͱが͋Γߋ定を๏ྩなͲͷվਖ਼または医療ٕ術ͷมԽに適した಺༰にมن༝にؔするࣄ
ます。͜ ͷ৔߹、มߋ೔ͷ2͔月લまでに保険ܖ約ऀにͦͷࢫをお஌Βせします。

͝ ஫ ҙ
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（※1）   ʮපӃまたは਍ྍॴʯとは、ҩྍ๏に定める೔ຊࠃ内にあるපӃもしくはױ者をऩ容するࢪઃを༗する਍ྍॴ（＊）

またはこれと同等の೔ຊࠃ外にあるҩྍࢪઃをいいます。ただし、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金についてはױ者をऩ容
するࢪઃを༗しない਍ྍॴをؚみます。

　（＊） 給付金については、࢛ ๏に定ࢣज़を受͚るため、ॊಓ੔෮ࢪまたはଧ๾に関し࠳୤ӓ、೧、ંࠎにお͚るࢶ
めるࢪज़ॴにऩ容された場合には、そのࢪज़ॴをؚみます。

（※2）  ˙ ʮೖӃʯとは、ҩࢣによる࣏ （ྍ＊）が必要であり、かつ、ࣗ ୐等での࣏ྍがࠔ೉なため、පӃまたは਍ྍॴにೖ
り、ৗにҩࢣの管理下において࣏ྍにઐ೦することをいいます。このʮೖӃʯに֘当するかど͏かは、ओ࣏ҩ
の਍அだ͚でなく、当社において࣏ྍ内容、݁ࠪݕՌおよびそのਪҠ、他֮తॴݟの༗ແ、外ധ・外ग़状況
等を確認の͏͑、ೖӃ当時のҩֶతਫ準・ৗࣝ等にরらして൑அします。このʮೖӃʯに֘当しないときは、ೖ
Ӄ࣏ྍ給付金およびೖӃ࣏ྍ一時給付金をお支払いできません。

（＊） ॊಓ੔෮ࢣ๏に定めるॊಓ੔෮ࢣによるࢪज़をؚみます。
  ˙  ඒ容上のॲஔ、正ৗ෼ส、࣬ පを直઀のݪҼとしない不೛手ज़、࣏ ྍॲஔを൐わない人間υοクࠪݕのため

のೖӃなどは、ʮ࣏ྍを໨తとしたೖӃʯには֘当しません。
（※�）  ʮೖӃの೔਺が̍ ೔となるೖӃʯとは、ೖӃ೔とୀӃ೔が同一の೔である場合をいい、ೖӃجຊ料の支払いの༗

ແなどをߟࢀにして൑அします。
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（※�）  ˙ೖӃ࣏ྍ給付金のお支払いֹの計ࢉについてはつぎのとおりとなります。
  ・ ਍ྍ報ु点਺は、通ৗ、පӃまたは਍ྍॴがൃ行するྖऩূに内༁が記ࡌされています。

 ྖऩূݟຊ（このྖऩূݟຊは一例です。書ࣜや記ࡌ内容がҟなることがあります。）

ʻೖӃதͷྍཆͷ৔߹ͷྫʼ

（注1） この例の場合、੨いଠ࿮内の点਺がʮೖӃதのྍཆにかかる਍ྍ報ु点਺ʯになり（৯事ྍཆඅ、生ྍ׆
ཆඅ、保険外負୲はؚまれません。）、合計�2
���点ですので、ಛ約のܕがᶙܕの場合、ೖӃ࣏ྍ給付金
のお支払いֹは�2
���̫ �ԁ 1́��
���ԁ（支払ݶ౓のܕが2�ສԁまたは��ສԁの場合。）となります。

（注2）ߴ  ֹྍཆඅの支給がある場合、ྖ ऩূの負୲ֹཝには支給ֹをࠩしҾいた金ֹがදࣔされることがあり
ます。ೖӃ࣏ྍ給付金および外དྷ手ज़࣏ྍ給付金はߴ、 ֹྍཆඅの支給の༗ແにかかわらず、਍ྍ報ु
点਺に応じた金ֹをお支払いします。

˙ ࣗ 由਍ྍや࿑ࡂ（࿑ಇ者ิ֐ࡂঈ保険）・ࣗ ഛ責（ࣗಈंଛ֐ഛঈ責೚保険）・ެ తհޢ保険が適༻された場
合、ެ తҩྍ保険の保険給付がࠩしࢭめられた場合などは、ʮެతҩྍ保険੍౓の保険給付のର৅ʯとなら
ないので、ೖӃ࣏ྍ給付金はお支払いできません。

˙ ւ外でೖӃした場合などで、ೖӃ࣏ྍ給付金のお支払いର৅となるೖӃをしたにもかかわらず、਍ྍ報ु点
਺がࢉ定されない場合は、ೖӃ೔਺ʷॴ定の金 （ֹᶗ1ܕ
���ԁ、ᶘܕ�
���ԁ、ᶙܕ�
���ԁ）をお支払いし
ます。
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（注） この例の場合、੨いଠ࿮内の点਺がʮ外དྷのྍཆにかかる਍ྍ報ु点਺ʯになり合計�
���点ですので、
ಛ約のܕがᶙܕの場合、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いֹは�
���̫ �ԁ 1́�
���ԁとなります。

 ྖऩূݟຊ（このྖऩূݟຊは一例です。書ࣜや記ࡌ内容がҟなることがあります。）
 ① පӃまたは਍ྍॴからൃ行されたྖऩূ

˙外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いֹの計ࢉについてはつぎのとおりとなります。
  ・  手ज़または์ࣹઢ࣏ྍを受͚たときは、通ৗ、਍ྍ報ु点਺දによる手ज़料または์ࣹઢ࣏ྍ料がࢉ定さ

れ、පӃ・਍ྍॴおよびༀہがൃ行するྖऩূに記ࡌされます。

ʻ֎དྷͷྍཆͷ৔߹ͷྫʼ
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（注） この例の場合、੨いଠ࿮内の点਺（ௐࡎ報ु点਺）がʮ外དྷのྍཆにかかる਍ྍ報ु点਺ʯになり合計�1�
点ですので、ಛ約のܕがᶙܕの場合、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いֹは�1�̫ �ԁ�2
1��ԁとなります。
 ・  外དྷ手ज़࣏ྍ給付金をお支払いする場合のʮ外དྷのྍཆにかかる਍ྍ報ु点਺ʯには、පӃまたは਍ྍ

ॴに通Ӄした際にൃ行されたʮॲ方せんʯにもとづき、ༀہにてༀをॲ方された場合のௐࡎ報ु点਺もؚ
まれます。

˙ ࣗ 由਍ྍや࿑ࡂ（࿑ಇ者ิ֐ࡂঈ保険）・ࣗ ഛ責（ࣗಈंଛ֐ഛঈ責೚保険）・ެ తհޢ保険が適༻された場
合、ެ తҩྍ保険の保険給付がࠩしࢭめられた場合などは、ʮެతҩྍ保険੍౓の保険給付のର৅ʯとなら
ないので、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金はお支払いできません。

˙ ւ外で手ज़を受͚た場合などで、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いର৅となる手ज़をしたにもかかわらず、਍
ྍ報ु点਺がࢉ定されない場合は、ॴ定の金 （ֹᶗ1ܕ
���ԁ、ᶘܕ�
���ԁ、ᶙܕ�
���ԁ）をお支払いしま
す。

（※�）  ʮྍཆʯとは、਍࡯、ༀࡎもしくは࣏ྍࡐ料の支給またはॲஔ・手ज़その他の࣏ྍのいずれかに֘当するものを
いいます。

（※�）   ̇Ϩーβー۶ંڲ正手ज़（Ϩーγοク）などについてはҩՊ਍ྍ報ु点਺දに手ज़料のࢉ定ର৅としてྻڍさ
れている手ज़ではないため、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いのର৅となりません。（2�1�೥12݄ࡏݱ）

  ˙ ଁ 定ର৅となるため、外དྷࢉ料のࠪݕ取などについてはҩՊ਍ྍ報ु点਺දにおいて࠾および૊৫ࢗઠث
手ज़࣏ྍ給付金のお支払いのର৅となりません。（2�1�೥12݄ࡏݱ）

  ˙ ࣋ 続తߢڳυϨφーδおよびཹஔΧςーςϧઃஔなどについてはҩՊ਍ྍ報ु点਺දにおいてॲஔ料のࢉ
定ର৅となるため、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いのର৅となりません。（2�1�೥12݄ࡏݱ）

（※�）   血ӷরࣹは์ࣹઢ࣏ྍ料のࢉ定ର৅となりますが、被保険者が受͚る์ࣹઢ࣏ྍではない（༌血༻血ӷにରし
て์ࣹઢরࣹを行͏）ため、外དྷ手ज़࣏ྍ給付金のお支払いのର৅となりません。

 ② ༀہからൃ行されたྖऩূ
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（※�）  ʮ̇ઌਐҩྍʯとは、ྍ ཆ（※�）を受͚られた時点において、ฏ੒1�೥̕ ݄12೔ް生࿑ಇলࣔࠂ第���߸ʮް生
࿑ಇେਉの定めるධՁྍཆٴびબ定ྍཆʯ第̍ ৚第̍ ߸のن定にもとづき、ް 生࿑ಇେਉが定めるઌਐҩྍ
をいい、ઌਐҩྍごとにް生࿑ಇେਉが定めるࢪઃج準に適合するපӃまたは਍ྍॴにおいて行われるも
のにݶります。

  ˙ઌਐҩྍは、そのҩྍٕज़ごとに適応঱（ର৅となる࣬ױ・঱状など）があらかじめ決められています。
  ̇ ઌਐҩྍに֘当するҩྍٕज़やその適応঱、実ࢪしているපӃ等は、変更されることがあります。࠷新の内

容については、当社8FCαΠト（IUUQ���OFPpSTU�DP�KQ）でご覧いただ͚ます。
   ̇ʮઌਐҩྍにかかるٕज़料ʯとは、ઌਐҩྍٕज़にରするお支払 として、පӃまた（負୲෼ݾ者のࣗױֹ）

は਍ྍॴによって定められたֹをいい、ެ తҩྍ保険੍౓の保険給付のର৅となる෦෼のඅ༻、ઌਐҩྍ
Ҏ外のධՁྍཆのためのඅ༻、બ定ྍཆのためのඅ༻、৯事ྍཆのためのඅ༻および生ྍ׆ཆのためのඅ
༻などはؚみません。

  ˙ 同一のઌਐҩྍによるྍཆをෳ਺回にわたって受͚られた場合は、その一連のઌਐҩྍによるྍཆを։࢝
したときをྍཆを受͚たときとみなします。

（※�）   がん（ѱ性新生෺）、ٸ性৺࠹ߎے、೴ଔதについては、ಛ定࣬ප保険料払込免除ಛ約　ผද2（�1ϖーδ）を
ごࢀরください。

（※1�） 責೚։࢝期લにすでにがんと਍அ確定されていたときは、責೚։࢝期Ҏ後に新たにがんと਍அ確定されても、
保険料のお払込みは免除しません。

ൃ、೴ଔதについては、࠹ߎے性৺ٸ （11※） පのみでは保険料払込の免除事由には֘当しないため、保険料のお払込
みは免除しません。

ʮಛ定ઌਐҩྍΩϟογϡϨεαーϏεʯについて
ಛ定のઌਐҩྍによるྍཆ（ʮ重ཻࢠઢ࣏ྍʯまたはʮཅࢠઢ࣏ྍʯ）を当社ॴ定のҩྍػ関で受͚られる
場合に、ઌਐҩྍ給付金を当社がҩྍػ関に直઀お支払いするαーϏεです。（2�1�೥12݄ࡏݱのお
取扱いであり、কདྷతに変更・終ྃすることもあります。）
・ ࣏ ྍ։࢝લにઌਐҩྍ給付金をご請求いただいた場合に、お支払いできるかをご請求いただいた方

に事લにお知らせし、࣏ ྍ։࢝後にઌਐҩྍ給付金を当社がҩྍػ関に直઀お支払いします。
・ ご利༻に際しては、当社ॴ定の要件を満たすことが必要ですので、必ず、࣏ ྍ։࢝લに当社コンタク

トセンターまでお問い合わせください。
・ ご利༻は೚ҙとなりますので、ご請求いただいた方にઌਐҩྍ給付金をお支払いする方๏もおબび

いただ͚ます。
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2 給付金等のご請求について

4 給付金をお支払いします。

0120-226-201
お電話で確認させていただくこと

1 コンタクトセンターへご連絡ください。

ご案内した必要書類をご準備いただき、
当社あてにご返送ください。

ご契約の保険約款にしたがい、給付金をお支払いします。
（保険料払込の免除のご請求の場合には、以後の保険料のお払込みを免除します。）

2 ご請求に必要な書類をご提出ください。

当社に書類が到着次第、ご契約の保険約款にしたがい、
内容を確認させていただきます。

3 ご請求内容を確認させていただきます。

受付時間 ：  9：00～19：00（土曜日は17：00まで）　日・祝日を除く

●証券番号
●原因となった病気や事故（事故発生日）
●入院期間（入院日と退院日）

※ご請求の内容により、給付金をお支払いできない場合や保険料のお払込みを免除できない場合もあります
が、その場合は、お取扱いが決定次第、速やかに通知させていただきます。なお、給付金をお支払いできない
場合等の事例については、44～51ページをご覧ください。

お支払内容の明細を受取人さまあてにご郵送しますので、ご指定口座への
入金をご確認ください。

●正式な手術名と手術日
●先進医療による治療の有無

 等　　　　

給付金の適切なお支払い等には、お客さまからのご連絡が重要な情報となります。給付金の支払事由等が
生じた場合はもちろんのこと、お支払い等の可能性があると思われる場合や、ご不明な点がある場合につ
いても、下記の当社コンタクトセンターまでご連絡ください。

必要書類

●ご請求の内容に応じ、お客さまそれぞれのご事情に合わせて、必要書類一式をご郵
送させていただきます。

●お客さまにご記入いただく「給付金等請求書」と医療機関に証明いただく診断書が主
な書類となります。

●その他、ご請求の内容により必要書類は異なりますので、ご不明な点は、左記の当社
コンタクトセンターまでお問い合わせください。

事実の確認

●治療の経過・内容、事故状況などについて、医療機関等へ確認する場合があります。
●その場合、お支払いや保険料払込の免除ができるか否かの判断および内容の決定ま

でに、確認先の事情により異なりますが、１か月程度お時間をいただくことがあります。
確認の実施にあたりましては、当社から改めて通知させていただきます。

お支払い
までに
かかる期間

●給付金等の支払金は、請求に必要な不備のない書類が当社に着いた日の翌日からそ
の日を含めて５営業日以内に、お支払いします。

●ただし、事実の確認等が必要なときは、請求に必要な不備のない書類が当社に着いた
日の翌日からその日を含めて60日以内にお支払いします。

●また、事実の確認等を行うための特別な照会や調査が必要なときは、請求に必要な不備
のない書類が当社に着いた日の翌日からその日を含めて180日以内にお支払いします。

＊事実の確認等に際し、保険契約者・被保険者・給付金の受取人が正当な理由なくその確認等を妨げ、または確
認等に応じなかったときは、当社はこれにより確認等が遅延した期間の遅滞の責を負わず、事実の確認が終
わるまで給付金をお支払いしません。

＊保険料払込の免除についても、給付金等のお支払いに準じたお取扱いとなります。

請求書類の
ご整備

●万一、ご提出いただいた書類に不足やご記入漏れ等がある場合には、書類の整備をお
願いいたします。

ご請求に
かかる費用

●ご提出いただく書類のうち、医療機関発行の診断書や、「戸籍抄本（謄本）」・「印鑑証
明書」などの公的書類の取付けにかかる費用は、お客さまのご負担になりますので、
あらかじめご了承ください。

●なお、ケ－スによっては、医療機関発行の診断書に代えて、お客さまご自身にご記入
いただく｢申告書｣および医療機関発行の｢領収書の写し｣等でご請求いただく簡易
取扱ができる場合もございますので、ご請求お申出時にご相談ください。

●被保険者ご本人が疾病により給付金の請求の意思表示ができない等、被保険者が給
付金や保険料払込の免除を請求できない特別な事情がある場合は、保険契約者が
被保険者の同意を得てあらかじめ指定いただいた指定代理請求人※よりご請求いた
だくことができます。（入院治療無事故給付金と保険料払込の免除については、保険
契約者と被保険者が同一人であるご契約に限ります。）

※｢指定代理請求人｣は、請求時においてつぎのいずれかの要件を満たしている必要があります。
①被保険者の戸籍上の配偶者　②被保険者の直系血族
③被保険者の３親等内の親族　 ④被保険者と同居しまたは生計を一にしている方で、当社が認めた方
⑤被保険者の財産管理を行っている方で、当社が認めた方
⑥その他 ④および ⑤の方と同等の関係にある方で、当社が認めた方

（注1）あらかじめ指定された指定代理請求人が離婚などにより上記の範囲外となったときは指定代理請求
人の権利を喪失します。この場合には、当社にご連絡いただき、その際にお送りする書類にもとづき
新しい指定代理請求人に変更する手続きをしてください。

（注2）指定代理請求人のご請求により給付金のお支払いや保険料払込の免除をした場合、被保険者にはそ
の旨をご連絡しません。給付金のお支払いや保険料払込の免除後に保険契約者または被保険者から
お問合せがあった場合には、その状況について、事実にもとづいて回答せざるを得ませんのでご承知
おき願います。

指定代理
請求制度

速やかに「請求手続のご案内」「請求書類一式」を受取人さま（保険料払込の
免除の場合は保険契約者）あてにご郵送します。
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4 給付金をお支払いします。

0120-226-201
お電話で確認させていただくこと

1 コンタクトセンターへご連絡ください。

ご案内した必要書類をご準備いただき、
当社あてにご返送ください。

ご契約の保険約款にしたがい、給付金をお支払いします。
（保険料払込の免除のご請求の場合には、以後の保険料のお払込みを免除します。）

2 ご請求に必要な書類をご提出ください。

当社に書類が到着次第、ご契約の保険約款にしたがい、
内容を確認させていただきます。

3 ご請求内容を確認させていただきます。

受付時間 ：  9：00～19：00（土曜日は17：00まで）　日・祝日を除く

●証券番号
●原因となった病気や事故（事故発生日）
●入院期間（入院日と退院日）

※ご請求の内容により、給付金をお支払いできない場合や保険料のお払込みを免除できない場合もあります
が、その場合は、お取扱いが決定次第、速やかに通知させていただきます。なお、給付金をお支払いできない
場合等の事例については、44～51ページをご覧ください。

お支払内容の明細を受取人さまあてにご郵送しますので、ご指定口座への
入金をご確認ください。

●正式な手術名と手術日
●先進医療による治療の有無

 等　　　　

給付金の適切なお支払い等には、お客さまからのご連絡が重要な情報となります。給付金の支払事由等が
生じた場合はもちろんのこと、お支払い等の可能性があると思われる場合や、ご不明な点がある場合につ
いても、下記の当社コンタクトセンターまでご連絡ください。

必要書類

●ご請求の内容に応じ、お客さまそれぞれのご事情に合わせて、必要書類一式をご郵
送させていただきます。

●お客さまにご記入いただく「給付金等請求書」と医療機関に証明いただく診断書が主
な書類となります。

●その他、ご請求の内容により必要書類は異なりますので、ご不明な点は、左記の当社
コンタクトセンターまでお問い合わせください。

事実の確認

●治療の経過・内容、事故状況などについて、医療機関等へ確認する場合があります。
●その場合、お支払いや保険料払込の免除ができるか否かの判断および内容の決定ま

でに、確認先の事情により異なりますが、１か月程度お時間をいただくことがあります。
確認の実施にあたりましては、当社から改めて通知させていただきます。

お支払い
までに
かかる期間

●給付金等の支払金は、請求に必要な不備のない書類が当社に着いた日の翌日からそ
の日を含めて５営業日以内に、お支払いします。

●ただし、事実の確認等が必要なときは、請求に必要な不備のない書類が当社に着いた
日の翌日からその日を含めて60日以内にお支払いします。

●また、事実の確認等を行うための特別な照会や調査が必要なときは、請求に必要な不備
のない書類が当社に着いた日の翌日からその日を含めて180日以内にお支払いします。

＊事実の確認等に際し、保険契約者・被保険者・給付金の受取人が正当な理由なくその確認等を妨げ、または確
認等に応じなかったときは、当社はこれにより確認等が遅延した期間の遅滞の責を負わず、事実の確認が終
わるまで給付金をお支払いしません。

＊保険料払込の免除についても、給付金等のお支払いに準じたお取扱いとなります。

請求書類の
ご整備

●万一、ご提出いただいた書類に不足やご記入漏れ等がある場合には、書類の整備をお
願いいたします。

ご請求に
かかる費用

●ご提出いただく書類のうち、医療機関発行の診断書や、「戸籍抄本（謄本）」・「印鑑証
明書」などの公的書類の取付けにかかる費用は、お客さまのご負担になりますので、
あらかじめご了承ください。

●なお、ケ－スによっては、医療機関発行の診断書に代えて、お客さまご自身にご記入
いただく｢申告書｣および医療機関発行の｢領収書の写し｣等でご請求いただく簡易
取扱ができる場合もございますので、ご請求お申出時にご相談ください。

●被保険者ご本人が疾病により給付金の請求の意思表示ができない等、被保険者が給
付金や保険料払込の免除を請求できない特別な事情がある場合は、保険契約者が
被保険者の同意を得てあらかじめ指定いただいた指定代理請求人※よりご請求いた
だくことができます。（入院治療無事故給付金と保険料払込の免除については、保険
契約者と被保険者が同一人であるご契約に限ります。）

※｢指定代理請求人｣は、請求時においてつぎのいずれかの要件を満たしている必要があります。
①被保険者の戸籍上の配偶者　②被保険者の直系血族
③被保険者の３親等内の親族　 ④被保険者と同居しまたは生計を一にしている方で、当社が認めた方
⑤被保険者の財産管理を行っている方で、当社が認めた方
⑥その他 ④および ⑤の方と同等の関係にある方で、当社が認めた方

（注1）あらかじめ指定された指定代理請求人が離婚などにより上記の範囲外となったときは指定代理請求
人の権利を喪失します。この場合には、当社にご連絡いただき、その際にお送りする書類にもとづき
新しい指定代理請求人に変更する手続きをしてください。

（注2）指定代理請求人のご請求により給付金のお支払いや保険料払込の免除をした場合、被保険者にはそ
の旨をご連絡しません。給付金のお支払いや保険料払込の免除後に保険契約者または被保険者から
お問合せがあった場合には、その状況について、事実にもとづいて回答せざるを得ませんのでご承知
おき願います。

指定代理
請求制度

速やかに「請求手続のご案内」「請求書類一式」を受取人さま（保険料払込の
免除の場合は保険契約者）あてにご郵送します。
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� 給付金ͷお支払いなͲ͕できない場合

� ߹༝に֘౰͠ͳ͍৔ࣄͷ໔আࠐྉ෷ݥ༝ɺ保ࣄ෷ࢧ

� ߹஌ٛ຿ҧ൓によるղআͷ৔ࠂ

� ߹によるऔফ΍不法औಘ໨తによるແޮͷ৔ٗ࠮

� ॏେࣄ༝によるղআͷ৔߹

˔給付金は、約款に定める支払ࣄ༝に該当しない৔߹にはお支払いできません。
˔約款に定める保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝に該当しない৔߹には保険ྉͷお払ࠐΈは໔আしません。
˔給付金ͷお支払い΍保険ྉ払ࠐͷ໔আは、ͦ ͷݪҼͱなる࣬ප΍ෆྀͷނࣄが੹೚։࢝ظҎޙにੜ͡た͜
ͱが、ͦ ͷཁ݅ͱなͬていますͷで、੹೚։࢝ظΑΓલにすでにൃੜしていた࣬ප΍ෆྀͷނࣄをݪҼͱする
৔߹には、給付金ͷお支払い΍保険ྉ払ࠐͷ໔আはできません。

͝、ͱ૬ҧし࣮ࣄ஌していたͩいた಺༰がࠂ˔ ͷࠐ約がղআされた৔߹には、給付金ͷお支払い΍保険ྉ払ܖ
໔আはできません。たͩし、給付金ͷ支払ࣄ༝΍保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝ͷൃੜがղআͷݪҼͱなͬた࣮ࣄに
ΑΒない৔߹には、給付金をお支払いし、または保険ྉͷ払ࠐΈを໔আします。

Θれた΋ͷͱೝめΒれるために͝ߦがٗ࠮約ऀ、ඃ保険ऀまたは給付金ͷडऔਓͷܖして、保険ࡍ約にܖ͝˔
。ͷ໔আはできませんࠐ約がऔফͱなͬた৔߹は、給付金ͷお支払い΍保険ྉ払ܖ
͝、گ約క݁ͷঢ়ܖ͝˔ 約ऀが給付金をෆ๏にऔಘするܖなͲ͔Β、保険گͷঢ়ٻͷ給付金ͷ੥ޙ約੒ཱܖ
໨的またはଞਓに給付金をෆ๏にऔಘさせる໨的で͝ܖ約がక݁された΋ͷͱೝめΒれるために͝ܖ約が
ແޮͱなͬた৔߹は、給付金はお支払いできません。
。Έいたͩいた保険ྉは払い໭しませんࠐにΑるऔফ΍ෆ๏औಘ໨的にΑるແޮͷ৔߹、すでにお払いٗ࠮˔

˔つ͗ͷΑ͏なॏେなࣄ༝に該当し͝ܖ約がղআされた৔߹には、ॏେなࣄ༝ͷൃੜ࣌Ҏޙにੜ͡た支払ࣄ
༝にΑる給付金ͷお支払い΍、ॏେなࣄ༝ͷൃੜ࣌Ҏޙにੜ͡た保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝にΑる保険ྉ払ࠐ
ͷ໔আはできません。
˔ 保険ܖ約ऀ、ඃ保険ऀまたは給付金ͷडऔਓが、給付金を࠮औする໨的またはଞਓに࠮औさせる໨的でࣄ
した৔߹（ະ਱をؚΈます。）͜ىをނ

˔  保険ܖ約ऀまたはඃ保険ऀが͝ܖ約ͷ保険ྉを࠮औする໨的またはଞਓに࠮औさせる໨的でނࣄを͜ى
した৔߹（ະ਱をؚΈます。）

˔ 給付金ͷ੥ٻにؔし、डऔਓにߦٗ࠮ҝ（ະ਱をؚΈます。）が͋ͬた৔߹
˔ 保険ྉ払ࠐͷ໔আͷ੥ٻにؔし、保険ܖ約ऀにߦٗ࠮ҝ（ະ਱をؚΈます。）が͋ͬた৔߹
˔ ଞͷ͝ܖ約ͱͷॏෳにΑΓ給付金ֹなͲͷ߹ֹܭがஶし͘աେで͋ͬて、保険制度ͷ໨的に൓するঢ়ଶが
΋たΒされるおͦれが͋る৔߹

˔ 保険ܖ約ऀ、ඃ保険ऀまたは給付金ͷडऔਓが、൓ࣾձ的੎ （ྗ˞̍ ）に該当するͱೝめΒれた৔߹、または
͜れΒͷ൓ࣾձ的੎ྗͱࣾձ的にඇ೉される΂きؔ܎（˞̎ ）を༗しているͱೝめΒれた৔߹

（※̍ ）  ๫ྗஂ、๫ྗஂһ（๫ྗஂһでなくなった೔から̑ ೥をܦաしない者をؚみます。）、๫ྗஂ準ߏ੒һ、๫ྗஂ関係ۀاその他の
൓社ձత੎ྗのことをいいます。

（※̎ ）  ൓社ձత੎ྗにରしてࢿ金等をఏڙしまたはศٓをڙ༩するなどの関༩をしていると認められること、൓社ձత੎ྗを不当に
利༻していると認められること、保険契約者または給付金の受取人が๏人である場合に൓社ձత੎ྗがその๏人のܦӦを支配
しまたはその๏人のܦӦに実࣭తに関༩していると認められることをいいます。

˔ ͜ͷ͝ܖ約に付Ճされているಛ約またはଞͷ͝ܖ約がॏେࣄ༝にΑͬてղআされる͜ͱにΑΓ、当ࣾͷ保
険ܖ約ऀ、ඃ保険ऀ、給付金ͷडऔਓにରする৴པをଛない、͜ ͷ͝ܖ約をܧଓする͜ͱをظ଴し͑ない
߹༝が͋る৔ࣄͱಉ౳ͷه্

˔ 保険ܖ約ऀ、ඃ保険ऀまたは給付金ͷडऔਓにରする当ࣾͷ৴པをଛない、͜ ͷ͝ܖ約ͷଘଓをࠔ೉ͱす
る্هͱಉ౳ͷॏେなࣄ༝が͋る৔߹
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� ߹໿ͷࣦޮͷ৔ܖ͝

� ͭ͗ͷ໔੹ࣄ༝に֘౰ͨ͠৔߹
�支払ࣄ༝に該当する৔߹で͋ͬて΋、約款に定める໔੹ࣄ༝（給付金をお支払いできない৔߹）に該当する৔߹
には、給付金ͷお支払いはできません。۩ମ的な໔੹ࣄ༝はつ͗ͷͱおΓです。

໊ɹশ ໔੹ࣄ༝（給付金ͷお支払いができない৔߹）

ແղ約ฦ໭金ܕ
࣏ྍ保ো保険

ೖӃ࣏ྍ給付金
・ 保険契約者または被保険者のނҙまたは重େなա失
・ 被保険者の൜ࡑ行ҝ
・ 被保険者のਫ਼ਆো֐をݪҼとする事ނ
・ 被保険者のటਲの状ଶをݪҼとする事ނ
・ 被保険者が๏ྩに定めるӡస֨ࢿを࣋たないでӡసしてい
  る間に生じた事ނ
・ 被保険者が๏ྩに定めるञؾଳびӡసまたはこれに૬当す
  るӡసをしている間に生じた事ނ
・ 被保険者のༀ෺ґଘ※

・ ஍਒、෾Րまたは௡೾
・ ઓ૪その他の変ཚ

外དྷ手ज़࣏ྍ給付金

ೖӃ࣏ྍ一時給付金

ઌਐҩྍಛ約 ઌਐҩྍ給付金

※ର৅となるༀ෺ґଘについては、ແղ約ฦ໭金ྍ࣏ܕ保ো保険ී通保険約׺　ผද�（��ϖーδ）をごࢀরください。

�保険ྉͷお払ࠐΈがな͔ͬたために͝ܖ約がࣦޮしたޙに、給付金ͷ支払ࣄ༝または保険ྉ払ࠐͷ໔আࣄ༝
に該当された৔߹は、給付金ͷお支払いおΑͼ保険ྉ払ࠐͷ໔আはできません。
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� 給付金をお支払いできる場合ɺできない場合ʢྫࣄ�ʙ�ʣ

ࣄ෷͍にؔする୅表తͳࢧ෇ۚͷおڅ໿ͷ಺༰ͳͲによりɺおऔѻ͍͕ҟͳり·す͕ɺܖ͝
ྫΛ͍ͯ͠ࡌܝ·すͷͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻྫΛ͍ͯ͠ࡌܝ·すͷͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻྫΛ͍ͯ͠ࡌܝ·すͷͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

஌ٛ຿ҧ൓ʹΑるղআ1ࠂ
ྫ ࣄ

͝Ճೖલͷʮຫੑ$ܕ؊ԌʯͰͷ͝௨Ӄに͍ͭͯɺࠂ஌ॻͰਖ਼͠
஌͍͔ͨͩͣɺ͝ࠂ͘ ҼݪԌʯΛ؊ܕ$にʮຫੑޙ໿͔Β�೥ܖ
とするʮ؊ଁ͕ΜʯによりೖӃ͞Εͨ৔߹

できない場合
お支払い

͝Ճೖલͷʮຫੑ$ܕ؊ԌʯͰͷ͝௨Ӄに͍ͭͯɺࠂ஌ॻͰਖ਼͠
஌͍͔ͨͩͣɺ͝ࠂ͘ Ԍʯと͸શ͘؊ܕ$にʮຫੑޙ໿͔Β�೥ܖ
ҼՌؔ܎ͷͳ͍ަ௨ނࣄによりೖӃ͞Εͨ৔߹

できる場合
お支払い

給付金はお支払いできません。

「ೖӃ࣏療給付金」౳をお支払いします。

。約はղআͱなΓ、給付金はお支払いできませんܖ஌ٛ຿ҧ൓ͷため͝ࠂ▶

がೝめΒれない৔߹には、給付金をお支払い܎༝ͱͷؒにશ͘ҼՌؔࣄٻͱ͝੥࣮ࣄ஌ٛ຿ҧ൓ͷର৅ͱなͬたࠂ▶
できます。たͩし、ࠂ஌ٛ຿ҧ൓ͱなͬͨ場合ɺ͝ ໿はղআͱなΓますͷでɺղআ೔ͷཌ೔Ҏ߱は給付金ͷお支払ରܖ
৅֎ͱなΓます。
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˙�੹೚։࢝ظલにൃපしていて΋、੹೚։࢝೔͔Β2年Ҏ಺にお支払ࣄ༝（͝ೖӃ΍手術౳）が
ൃੜせͣ、੹೚։࢝೔͔Β2年ܦաޙに։࢝した͝ೖӃ΍手術なͲについては、給付金ͷお支
払いͷର৅ͱなΓます。͝ ஫ ҙ

੹೚։࢝ظલͷൃප2
ྫ ࣄ

よりલにʮ௣ؒ൘ϔϧχΞʯͷ࣏ྍΛड͚ظ໿ͷ੹೚։࢝ܖ͝
ͯおりɺ੹೚։࢝ظҎޙにखज़໨తͰೖӃ͞Εͨ৔߹

できない場合
お支払い

にൃ病͠ޙҎظ໿ͷ੹೚։࢝ܖ͝ ʮͨ௣ؒ൘ϔϧχΞʯによりೖ
Ӄ͞Εͨ৔߹

できる場合
お支払い

「ೖӃ࣏療給付金」౳はお支払いできません。

「ೖӃ࣏療給付金」౳をお支払いします。

ೖɹӃ�

੹೚։࢝

ൃප

ೖɹӃ�

੹೚։࢝

ൃප

▶給付金は、ݪҼͱなるইප΍ෆྀͷނࣄ౳が੹೚։࢝ظલにੜ͡ている৔߹は、お支払いͷର৅にはなΓません。
たͩし、つ͗ͷいͣれ͔に該当するͱきは、੹೚։࢝ظҎޙにൃපした࣬පにΑΓೖӃ΍手術なͲをした΋ͷͱΈな
して給付金をお支払いする͜ͱが͋Γます。
˔�当ࣾが、͝ 。を用いてঝ୚したͱき࣮ࣄ஌なͲにΑΓ஌ͬていたͦͷ࣬පにؔするࠂ、にࡍ約ͷక݁ͷܖ
˔ͦͷ࣬ප（医্ֶॏཁなؔ܎に͋る࣬පをؚΈます。）について、੹೚։࢝ظલに、ඃ保険ऀが医ࢣͷ਍療をड͚
た͜ͱがな͘、͔ つ݈߁਍அ౳においてҟৗͷࢦఠ（ཁܦա࡯؍ͷࢦఠをؚΈます。）をड͚た͜ͱがないͱき。た
ͩし、ඃ保険ऀが֮ࣗՄೳな਎ମͷҟৗがଘ在した৔߹または保険ܖ約ऀがೝࣝՄೳなඃ保険ऀͷ਎ମͷҟৗ
がଘ在した৔߹をআきます。

▶੹೚։࢝ظҎޙにൃපしたපؾにΑるೖӃͷため、給付金をお支払いできます。
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ೖӃ࣏療Ұ࣌給付金
ʲແղ໿ฦ໭ۚྍ࣏ܕ保ো保ݥʳ3

ྫ ࣄ

ʮ͏ͭ病ʯにより͝ೖӃޙɺೖӃ։࢝೔ʢೖӃ࣏ྍҰ࣌څ෇͕ۚࢧ෷
ΘΕる͜ととͳͬͨ೔ʣͷଐする݄͔Β�͔݄Ҏ಺にʮഏԌʯにより
ೖӃ͞Εͨ৔߹

できない場合
お支払い

ʮ͏ͭ病ʯにより͝ೖӃޙɺೖӃ։࢝೔ʢೖӃ࣏ྍҰ࣌څ෇͕ۚࢧ෷
ΘΕる͜ととͳͬͨ೔ʣͷଐする݄͔Β�͔݄ܦաޙにಉ ʮ͡͏ͭ病ʯ
によりೖӃ͞Εͨ৔߹

できる場合
お支払い

ೖӃᶄはೖӃᶃͷೖӃ։࢝೔ͷଐする݄͔Β�͔݄Ҏ಺ʹୀӃするೖ
Ӄで͋ΓɺೖӃᶃでೖӃ࣏療Ұ࣌給付金をお支払いࡁで͋る͜ͱ͔Βɺ
ೖӃᶄʹͭいͯはお支払いできません。

ೖӃᶄはೖӃᶃͷೖӃ։࢝೔ͷଐする݄͔Β�͔݄ܦաޙͷೖӃで
͋るͨΊɺೖӃᶃͱᶄͷͦΕͧΕʹͭいͯೖӃ࣏療Ұ࣌給付金をお
支払いします。

�月1೔
（ೖӃ։࢝೔ͷଐする月͔Β�͔月໨）

�月1�೔
（ೖӃ։࢝೔）

ೖ�Ӄ�ᶃ

�月1೔
（ೖӃ։࢝೔ͷଐする月͔Β�͔月໨）

�月1�೔
（ೖӃ։࢝೔）

ೖ�Ӄ�ᶄ

ೖ�Ӄ�ᶄೖ�Ӄ�ᶃ

͝ ஫ ҙ ແղ約ฦ໭金ܕ治療保ো保険ී௨保険約款ɹୈ�৚（給付金ͷ支払ݶ度）を
。রͩ͘さいࢀ͝

˙�ೖӃ治療Ұ࣌給付金が支払ΘれるೖӃͷ։࢝೔がଐする月͔Β6͔月をܦաする೔をؚん
でೖӃがܧଓしている৔߹には、ͦ ͷཌ೔にೖӃ治療Ұ࣌給付金をお支払いします。

ৄし͘は60ϖʔδ



��

͝
ܖ
໿
ʹ
ࡍ
͠
ͯ

1

2

3

4

څ
෇
ۚ
の
͓
ࢧ
෷
͍

ͳ
Ͳ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͝
ܖ
໿
ޙ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

保
ݥ
の
ಛ
௃
ͱ

࢓
૊
Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͝ ஫ ҙ

˙外来手術治療給付金について΋、治療を௚઀ͷ໨的ͱしないࠪݕ΍਍அͷͨΊͷखज़に
ରしては給付金をお支払いできません。

ͷͨΊͷೖӃࠪݕ
ʲແղ໿ฦ໭ۚྍ࣏ܕ保ো保ݥʳ4

ྫ ࣄ

ਓؒυοΫΛड͚るͨΊೖӃ͞Εͨ৔߹

できない場合
お支払い

ʮศજ݂ཅੑʯͷͨΊ病ӃΛड਍ͨ͠と͜ΖɺݪҼΛਫ਼ࠪ
するͨΊೖӃとͳͬͨ৔߹

できる場合
お支払い

「ೖӃ࣏療給付金」౳はお支払いできません。

「ೖӃ࣏療給付金」౳をお支払いします。

▶ʮศજ݂ཅੑʯͱい͏਎ମͷҟৗ（঱ঢ়）にରする医ࢣͷࣔࢦにΑるࠪݕೖӃで͋るため、පؾにରする治療ͷҰ؀
ɹͱしてೖӃ治療給付金౳をお支払いします。

▶පؾ΍έΨͷ治療を໨的ͱするೖӃではないため、給付金はお支払いできません。



��

֎དྷखज़࣏療給付金
ʲແղ໿ฦ໭ۚྍ࣏ܕ保ো保ݥͷ৔߹ʳ5

ྫ ࣄ

ೖӃͤͣに
ᶃʮϨʔβʔによるۙڲࢹਖ਼खज़ʢϨʔγοΫ౳ʣʯΛड͚ΒΕͨ

৔߹
ᶄʮൈࣃखज़ʯΛड͚ΒΕͨ৔߹
ᶅʮυϥΠΞΠʯͷ࣏ྍͷͨΊɺʮྦ఺ϓϥάૠೖज़ʯΛड͚ΒΕ

ͨ৔߹

できない場合
お支払い

ೖӃͤͣに
ᶃʮ೘؅݁ੴʯͷ࣏ྍͷͨΊɺʮମ֎িܸ೾೘؅݁ੴഁࡅज़ʯΛड
ɹ͚ΒΕͨ৔߹
ᶄ಺ڸࢹによるʮେ௎ϙϦʔϓ੾আज़ʯΛड͚ΒΕͨ৔߹
ᶅʮ໢ບޫݻڽज़ʯΛड͚ΒΕͨ৔߹

できる場合
お支払い

「֎དྷखज़࣏療給付金」をお支払いします。

▶約款に定める公的医療保険制度が適用される手術に該当する（2016年12月現在）ため、外来手術治療給付金を
お支払いします。

「֎དྷखज़࣏療給付金」はお支払いできません。

▶約款に定める手術に該当しない（①については2016年12月現在）ため、外来手術治療給付金はお支払いでき
ません。

˙�手術をड͚た࣌఺で公的医療保険制度にお͚るʮ医Պ਍療ใु఺਺දʯにおいてʮ手術ྉʯ
ͷࢉ定ର৅ͱしてྻڍされている手術に該当する৔߹、外来手術治療給付金をお支払いし
ます。たͩし、つ͗ͷ手術はআきます。
ʲお支払いできない手術ʳ
（̰ ）ইͷॲཧ（૑ইॲཧ、σϒϦʔυϚϯ）ɹ（̱ ）੾։術（ൽෘ、ޑບ）
（̲ 的तಈ術݂؍定術おΑͼඇݻ的੔෮݂؍的੔෮術、ඇ݂؍またはؔઅͷඇࠎ（
（̳ ）ൈࣃ手術ɹ（̴ ）ྦ ఺ϓϥάૠೖ術
（̵ ）ඓߢ೪ບমऊ術、Լߕհ೪ບমऊ術おΑͼߴप೾ిݻڽؾ๏にΑるඓߕհ੾আ術
（̶ ）ҟ෺আڈ術（外ࣖ、ඓߢ಺）

ແղ約ฦ໭金ܕ治療保ো保険ී௨保険約款ɹୈ�৚（給付金ͷ支払）を͝ࢀর
ͩ͘さい。ৄし͘は�6ϖʔδ

͝ ஫ ҙ
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先進医療
ʲઌਐҩྍ特໿ʳ6

ྫ ࣄ

ްੜ࿑ಇେਉ͕定Ίるࢪઃج४にద߹͠ͳ͍病ӃͰɺઌਐҩ
ྍとͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯるҩྍٕज़Λड͚ͨ৔߹

できない場合
お支払い

ྍཆΛड͚ͨ࣌఺Ͱɺઌਐҩྍ͝とに定ΊΒΕͨదԠ঱にର͠
ްੜ࿑ಇେਉ͕定Ίるࢪઃج४にద߹する病ӃͰްੜ࿑ಇେ
ਉ͕定ΊるઌਐҩྍΛड͚ͨ৔߹

できる場合
お支払い

「先進医療給付金」はお支払いできません。

「先進医療給付金」をお支払いします。

˙�療ཆをड͚た࣌఺で、つ͗ͷ（1）（2）ͷいͣれ΋ຬたすްੜ࿑ಇେਉが定めるઌਐ医療に該当
する৔߹、ઌਐ医療給付金をお支払いします。
（1）�ઌਐ医療͝ͱにްੜ࿑ಇେਉが定める適Ԡ঱（ର৅ͱなるපؾɾέΨɾͦれΒͷ঱ঢ়）にର

してߦΘれた΋ͷで͋る
（2）�ઌਐ医療͝ͱにްੜ࿑ಇେਉが定めるࢪઃج४に適߹するපӃまたは਍療ॴでड͚た΋

ͷで͋る
˙ઌਐ医療には、手術ͷ΄͔、ݕ ɾࠪ਍அɾ౤ༀなͲ΋͋Γ、͜ れΒ΋お支払いͷର৅ͱなΓます。
˙�ઌਐ医療をड͚るに͋たͬては、Ұൠ的に、治療಺༰΍අ用なͲについてओ治医͔Βઆ໌をड
͚、ͦ ͷ಺༰についてे෼ೲಘした͏͑で、ಉҙॻにॺ໊し、治療をड͚る͜ͱͱなΓます。

ઌਐ医療ಛ約ɹୈ̍ ৚（ઌਐ医療給付金ͷ支払）、ผද�を͝ࢀরͩ͘さい。ৄし͘は��ϖʔδ、��ϖʔδ

͝ ஫ ҙ
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身 体 部 位 ・ 指 定 疾 病 の 名 称

２
３
５
６
７
８
９

耳（内耳、中耳、外耳を含みます。）および乳様突起
鼻（副鼻腔を含みます。）
甲状腺
胃および十二指腸
小腸
盲腸（虫様突起を含みます。）
大腸および直腸
肛門
肝臓、胆囊および胆管
膵臓
肺臓、胸膜、気管および気管支
腎臓および尿管
膀胱および尿道
睾丸および副睾丸
前立腺
乳房
頸椎部（当該神経を含みます。）
胸椎部（当該神経を含みます。）
腰椎部（当該神経を含みます。）
仙骨部および尾骨部（当該神経を含みます。）
左肩関節部
右肩関節部
左股関節部
右股関節部
左上肢（左肩関節部を除きます。）
右上肢（右肩関節部を除きます。）
左下肢（左股関節部を除きます。）
右下肢（右股関節部を除きます。）
子宮体部（帝王切開を受けた場合に限ります。）
鼠蹊部（鼠蹊ヘルニア、陰囊ヘルニア、または大腿ヘルニアが生じた場合に限ります。）
皮膚（頭皮を含みます。）
食道
咽頭および喉頭（咽頭には扁桃を含みます。喉頭には声帯を含みます。）
鎖骨
異常妊娠および異常分娩（※）
眼球および眼球付属器（眼瞼、結膜、涙器、眼筋および眼窩内組織を含みます。）
口腔、歯、舌、顎下腺、耳下腺、舌下腺および顎関節部（口腔には口唇、口蓋を含みます。）
子宮、卵巣、卵管および子宮付属器

（※）「異常妊娠および異常分娩」とは、平成６年 月 日総務庁告示第 号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編
「疾病、傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－ （ 年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コード
に規定される内容によるものをいいます。

分 類 項 目 基本分類
コード

異常妊娠 流産に終わった妊娠 Ｏ ～Ｏ

妊娠、分娩および産じょく＜褥＞における浮腫、たんぱく＜蛋白＞尿および高血圧性障害
主として妊娠に関連するその他の母体障害
胎児および羊膜腔に関連する母体ケアならびに予想される分娩の諸問題
分娩の合併症
分娩（単胎自然分娩（Ｏ ）は除く）
主として産じょく＜褥＞に関連する合併症
その他の産科的病態、他に分類されないもの

Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ
Ｏ ～Ｏ

〔別表〕特定部位・指定疾病不担保法により不担保とする部位および指定疾病  

異常分娩
（分娩によるもの）



無解約返戻金型治療保障保険普通保険約款

先進医療特約

特定疾病保険料払込免除特約

ご契約のとりきめを記載しています。

約 款
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この保険の概要 

 

１．用語の意義 

第１条 用語の意義 

２．保険契約の型および支払限度の型 

第２条 保険契約の型 

第３条 支払限度の型 

３．給付金の支払 

第４条 給付金の支払 

第５条 入院治療給付金の支払に関する補則 

第６条 外来手術治療給付金の支払に関する補則 

第７条 入院治療一時給付金の支払に関する補則 

第８条 入院治療無事故給付金の支払に関する

補則 

第９条 給付金の支払限度 

第10条 給付金の請求、支払時期および支払場所 

第11条 指定代理請求人による請求 

第12条 被保険者が死亡した場合の給付金請求

の取扱 

４．当会社の責任開始期 

第13条 当会社の責任開始期 

第14条 第１回保険料を口座振替により払い込

む場合の取扱 

第15条 第１回保険料をクレジットカードによ

り払い込む場合の取扱 

５．第２回以後の保険料の払込 

第16条 保険料の払込方法（経路） 

第17条 第２回以後の保険料の払込 

６．保険料払込の猶予期間および保険契約の失効 

第18条 猶予期間および保険契約の失効 

７．保険契約の無効および取消 

第19条 給付金不法取得目的による無効 

第20条 詐欺による取消 

８．告知義務および保険契約の解除 

第21条 告知義務 

第22条 告知義務違反による解除 

第23条 保険契約を解除できない場合 

第24条 重大事由による解除 

９．解約および解約返戻金 

第25条 解約および解約返戻金 

10．被保険者の死亡 

第26条 被保険者の死亡 

11．支払額が通算限度に達したことによる保険契約

の消滅 

第27条 支払額が通算限度に達したことによる

保険契約の消滅 

12．入院治療一時給付金額の減額 

第28条 入院治療一時給付金額の減額 

13．保険契約者 

第29条 保険契約者の代表者 

第30条 保険契約者の変更 

第31条 保険契約者の住所の変更 

14．年齢の計算その他の取扱 

第32条 年齢の計算 

第33条 契約年齢または性別に誤りがあった場

合の取扱 

15．契約者配当金 

第34条 契約者配当金 

16．時効 

第35条 時効 

17．被保険者の業務、転居および旅行 

第36条 被保険者の業務、転居および旅行 

18．保険契約の更新 

第37条 保険契約の更新 

19．法令等の改正または医療技術の変化に伴う給付

金の支払事由に関する規定の変更 

第38条 法令等の改正または医療技術の変化に

伴う給付金の支払事由に関する規定の

変更 

20．管轄裁判所 

第39条 管轄裁判所 

21．特別条件を付けた場合の特則 

第40条 特別条件を付けた場合の特則 

22．責任開始期に関する特則 

第41条 責任開始期に関する特則 

23．契約日に関する特則 

第42条 契約日に関する特則 

24．入院治療一時給付金および入院治療無事故給付

金の不担保に関する特則 

第43条 入院治療一時給付金および入院治療無

事故給付金の不担保に関する特則 

25．電磁的方法による保険契約の申込手続き等に関

する特則 

第44条 電磁的方法による保険契約の申込手続

き等に関する特則 

 

別表１ 請求書類 

別表２ 異常分娩 

別表３ 病院または診療所 

別表４ 入院 

別表５ 公的医療保険制度 

別表６ 入院中の療養にかかる診療報酬点数 

別表７ 薬物依存 

別表８ 医科診療報酬点数表 

別表９ 歯科診療報酬点数表 
別表10  外来の療養にかかる診療報酬点数 

別表11 感染症 

無解約返戻金型治療保障保険普通保険約款 目次 
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無解約返戻金型治療保障保険普通保険約款 

 

（この保険の概要） 

 

この保険は、つぎの給付を行うことを主な内容とするものです。 

 給付の内容 

入院治療給付金 
被保険者が保険期間中に疾病または傷害の治療を目的とし、公的医療保険制度にお

ける保険給付の対象となる入院をしたときに、診療報酬点数に応じて支払います。

外来手術治療給付金 

被保険者が保険期間中に疾病または傷害の治療を目的とし、公的医療保険制度にお

ける保険給付の対象となる手術を、入院を伴わずに受けたときに、診療報酬点数に

応じて支払います。 

入院治療一時給付金 
被保険者が保険期間中に入院治療給付金が支払われる入院をしたときに支払いま

す。 

入院治療無事故給付金 

被保険者が保険期間満了時に生存し、かつ、保険期間中に入院治療一時給付金が支

払われる入院がなかったときに支払います（保険期間が終身の場合は支払われませ

ん。）。 

１．用語の意義 

第１条（用語の意義） 

この普通保険約款において使用されるつぎの用語の意義は、それぞれつぎのとおりとします。 

 用語の意義 

責任開始期 保険契約の締結に際して、当会社の保険契約上の責任が開始される時をいいます。

契約応当日 

毎月または毎年の契約日に対応する日をいい、毎月の契約日に対応する日を「月単

位の契約応当日」、毎年の契約日に対応する日を「年単位の契約応当日」といいます。

なお、契約日に対応する日のない月の場合は、その月の末日をいうものとします。

２．保険契約の型および支払限度の型 

第２条（保険契約の型） 

１．保険契約の型は、つぎのとおりとします。 

保険契約の型 
入院治療給付金および外来手術治療給付金の給付金額の計算の際に、診療報酬

点数（厚生労働省告示にもとづくものとします。以下同じ。）に乗じる額 

Ⅰ型 １円 

Ⅱ型 ２円 

Ⅲ型 ３円 

２．保険契約者は、保険契約締結の際、第１項のいずれかの保険契約の型を選択するものとします。 

 

第３条（支払限度の型） 

１．支払限度の型は、つぎのとおりとします。 

支払限度の型 
入院治療給付金および外来手術治療給付金の支払額を合算した１か月間（月の

初日から末日までとします。）の支払限度額 

10万円型 10万円 

20万円型 20万円 

30万円型 30万円 

２．保険契約者は、保険契約締結の際、第１項のいずれかの支払限度の型を選択するものとします。 
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３．給付金の支払 
 

第４条（給付金の支払） 

この保険契約において支払う給付金はつぎのとおりです。 

 
給付金を支払う場合（以下「支払事由」といい

ます。） 

保
険
契
約
の
型 

給付金額 
受
取
人 

支払事由に該当しても給付

金を支払わない場合 

入 

院 

治 

療 

給 

付 

金 

被保険者が保険期間中に、つぎのいずれにも該

当する入院をしたとき 

(1) 責任開始期以後に発病した疾病（別表２に

定める異常分娩を含みます。以下同じ。）また

は発生した不慮の事故もしくはそれ以外の外

因による傷害の治療を目的とした入院である

こと 

(2) 別表３に定める病院または診療所（以下「病

院または診療所」といいます。）における別表

４に定める入院（以下「入院」といいます。）

であること 

(3) 入院の日数が１日以上であること 

(4) 別表５に定める公的医療保険制度（以下「公

的医療保険制度」といいます。）における保険

給付の対象となる入院であること 

 

Ⅰ
型 

入院中の療養に

かかる診療報酬

点数（別表６）

× 

１円 

被 

保 

険 

者 
つぎのいずれかにより左記

の支払事由に該当したとき 

(1) 保険契約者または被保

険者の故意または重大な

過失 

(2) 被保険者の犯罪行為 

(3) 被保険者の精神障害を

原因とする事故 

(4) 被保険者の泥酔の状態

を原因とする事故 

(5) 被保険者が法令に定め

る運転資格を持たないで

運転している間に生じた

事故 

(6) 被保険者が法令に定め

る酒気帯び運転またはこ

れに相当する運転をして

いる間に生じた事故 

(7) 被保険者の薬物依存（別

表７） 

(8) 地震、噴火または津波 

(9) 戦争その他の変乱 

Ⅱ
型 

入院中の療養に

かかる診療報酬

点数（別表６）

× 

２円 

Ⅲ
型 

入院中の療養に

かかる診療報酬

点数（別表６）

× 

３円 
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支払事由 

保
険
契
約
の
型 

給付金額 
受
取
人 

支払事由に該当しても給付

金を支払わない場合 

外 

来 

手 

術 

治 

療 

給 

付 

金 

被保険者が保険期間中に病院または診療所（患

者を収容する施設を有しない診療所を含みま

す。）において、つぎのいずれにも該当する手術

を受けたとき 

(1) 責任開始期以後に発病した疾病または発生

した不慮の事故もしくはそれ以外の外因によ

る傷害の治療を直接の目的とした手術である

こと 

(2) 入院を伴わない手術であること 

(3) 公的医療保険制度における保険給付の対象

となる手術であること 

(4) 手術がつぎのいずれかに該当すること 

(ア) 公的医療保険制度における別表８に定め

る医科診療報酬点数表（以下「医科診療報

酬点数表」といいます。）に手術料の算定対

象として列挙されている診療行為（公的医

療保険制度における別表９に定める歯科診

療報酬点数表（以下「歯科診療報酬点数表」

といいます。）に手術料の算定対象として列

挙されている診療行為のうち医科診療報酬

点数表においても手術料の算定対象として

列挙されている診療行為を含みます。）。た

だし、つぎに定めるものに該当するものを

除きます。 

(a) 傷の処理（創傷処理、デブリードマン）

(b) 切開術（皮膚、鼓膜） 

(c) 骨または関節の非観血的整復術、非観

血的整復固定術および非観血的授動術

(d) 抜歯手術 

(e) 涙点プラグ挿入術 

(f) 鼻腔粘膜焼灼術、下甲介粘膜焼灼術お

よび高周波電気凝固法による鼻甲介切

除術 

(g) 異物除去（外耳、鼻腔内） 

(イ) 医科診療報酬点数表に放射線治療料の算

定対象として列挙されている診療行為（歯

科診療報酬点数表に放射線治療料の算定対

象として列挙されている診療行為のうち医

科診療報酬点数表においても放射線治療料

の算定対象として列挙されている診療行為

を含みます。） 

(ウ) 医科診療報酬点数表に輸血料の算定対象

として列挙されている診療行為のうち造血

幹細胞移植 

Ⅰ
型 

 

外来の療養に 

かかる診療報酬

点数（別表10）

× 

１円 

 

被 

保 

険 

者 

つぎのいずれかにより左記

の支払事由に該当したとき 

(1) 保険契約者または被保

険者の故意または重大な

過失 

(2) 被保険者の犯罪行為 

(3) 被保険者の精神障害を

原因とする事故 

(4) 被保険者の泥酔の状態

を原因とする事故 

(5) 被保険者が法令に定め

る運転資格を持たないで

運転している間に生じた

事故 

(6) 被保険者が法令に定め

る酒気帯び運転またはこ

れに相当する運転をして

いる間に生じた事故 

(7) 被保険者の薬物依存（別

表７） 

(8) 地震、噴火または津波 

(9) 戦争その他の変乱 

 
Ⅱ
型 

 

 

 

外来の療養に 

かかる診療報酬

点数（別表10）

× 

２円 

 

 

 

Ⅲ
型 

 

外来の療養に 

かかる診療報酬

点数（別表10）

× 

３円 
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支払事由 給付金額 
受
取
人 

支払事由に該当しても給付金を支

払わない場合 

入 

院 

治 

療 

一 

時 

給 

付 

金 

被保険者が保険期間中に入院治療給

付金が支払われる入院をしたとき 
入院治療一時給付金額 

被 

保 
険 

者 

つぎのいずれかにより左記の支払

事由に該当したとき 

(1) 保険契約者または被保険者の

故意または重大な過失 

(2) 被保険者の犯罪行為 

(3) 被保険者の精神障害を原因と

する事故 

(4) 被保険者の泥酔の状態を原因

とする事故 

(5) 被保険者が法令に定める運転

資格を持たないで運転している

間に生じた事故 

(6) 被保険者が法令に定める酒気

帯び運転またはこれに相当する

運転をしている間に生じた事故

(7) 被保険者の薬物依存（別表７）

(8) 地震、噴火または津波 

(9) 戦争その他の変乱 

入
院
治
療
無
事
故
給
付
金

被保険者が保険期間満了時に生存

し、かつ、保険期間中に入院治療一

時給付金が支払われる入院がなかっ

たとき 

入院治療一時給付金額

と同額 

保 

険 

契 

約 

者 

－ 

 

第５条（入院治療給付金の支払に関する補則） 

１．保険契約者が法人である場合には、第４条（給付金の支払）の入院治療給付金の支払に関する規定にかかわ

らず、入院治療給付金の受取人は保険契約者とします。 

２．入院治療給付金の受取人を被保険者（第１項の規定が適用される場合には、保険契約者）以外の者に変更す

ることはできません。 

３．被保険者が、入院治療給付金の支払事由に該当する入院をした場合でも、診療報酬点数が算定されないため

に給付金額が計算できないときの給付金額は、つぎのとおりとします。 

保険契約の型 給付金額 

Ⅰ型 入院治療給付金 入院日数 × 1,700円 

Ⅱ型 入院治療給付金 入院日数 × 3,300円 

Ⅲ型 入院治療給付金 入院日数 × 5,000円 

４．被保険者が責任開始期前に発病した疾病または発生した不慮の事故もしくはそれ以外の外因による傷害の治

療を目的として、入院した場合でも、責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過した後に開始した

入院は、責任開始期以後の原因によるものとみなして、第４条の入院治療給付金の支払に関する規定を適用し

ます。 

５．被保険者が責任開始期前にすでに発病していた疾病の治療を目的として責任開始期以後に入院した場合でも、

つぎの各号のいずれかに該当するときは、責任開始期以後に発病した疾病の治療を目的とした入院とみなして、

第４条の入院治療給付金の支払に関する規定を適用します。 

(1) 当会社が、保険契約締結の際に、告知等により知っていたその疾病に関する事実（第23条（保険契約を解

除できない場合）に規定する保険媒介者のみが知っていた事実は含みません。）を用いて承諾したとき。ただ

し、保険契約者または被保険者がその疾病に関する事実の一部のみを告げたことにより、当会社が重大な過

失なくその疾病に関する事実を正確に知ることができなかった場合を除きます。 
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(2) その疾病（医学上重要な関係にある疾病を含みます。）について、責任開始期前に、被保険者が医師の診療

を受けたことがなく、かつ、被保険者が健康診断等において異常の指摘（要経過観察の指摘を含みます。）を

受けたことがないとき。ただし、被保険者が自覚可能な身体の異常が存在した場合または保険契約者が認識

可能な被保険者の身体の異常が存在した場合を除きます。 

６．被保険者が地震、噴火もしくは津波または戦争その他の変乱によって入院した場合でも、その原因によって

入院した被保険者の数の増加が、この保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ないと認めたときは、当会社は、そ

の程度に応じ、入院治療給付金の全額を支払い、またはその金額を削減して支払います。 

 

第６条（外来手術治療給付金の支払に関する補則） 

１．保険契約者が法人である場合には、第４条（給付金の支払）の外来手術治療給付金の支払に関する規定にか

かわらず、外来手術治療給付金の受取人は保険契約者とします。 

２．外来手術治療給付金の受取人を被保険者（第１項の規定が適用される場合には、保険契約者）以外の者に変

更することはできません。 

３. 被保険者が、外来手術治療給付金の支払事由に該当する手術を受けた場合でも、診療報酬点数が算定されな

いために給付金額が計算できないときの給付金額は、つぎのとおりとします。 

保険契約の型 給付金額 

Ⅰ型 外来手術治療給付金 1,700円 

Ⅱ型 外来手術治療給付金 3,300円 

Ⅲ型 外来手術治療給付金 5,000円 

４．被保険者が責任開始期前に発病した疾病または発生した不慮の事故もしくはそれ以外の外因による傷害の治

療を目的として、手術を受けた場合でも、責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過した後に開始

した手術は、責任開始期以後の原因によるものとみなして、第４条の外来手術治療給付金の支払に関する規定

を適用します。 

５．被保険者が責任開始期前にすでに発病していた疾病の治療を目的として責任開始期以後に手術を受けた場合

でも、つぎの各号のいずれかに該当するときは、責任開始期以後に発病した疾病の治療を目的とした手術とみ

なして、第４条の外来手術治療給付金の支払に関する規定を適用します。 

(1) 当会社が、保険契約締結の際に、告知等により知っていたその疾病に関する事実（第23条（保険契約を解

除できない場合）に規定する保険媒介者のみが知っていた事実は含みません。）を用いて承諾したとき。ただ

し、保険契約者または被保険者がその疾病に関する事実の一部のみを告げたことにより、当会社が重大な過

失なくその疾病に関する事実を正確に知ることができなかった場合を除きます。 

(2) その疾病（医学上重要な関係にある疾病を含みます。）について、責任開始期前に、被保険者が医師の診療

を受けたことがなく、かつ、被保険者が健康診断等において異常の指摘（要経過観察の指摘を含みます。）を

受けたことがないとき。ただし、被保険者が自覚可能な身体の異常が存在した場合または保険契約者が認識

可能な被保険者の身体の異常が存在した場合を除きます。 

６．被保険者が地震、噴火もしくは津波または戦争その他の変乱によって手術を受けた場合でも、その原因によ

って手術を受けた被保険者の数の増加が、この保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ないと認めたときは、当会

社は、その程度に応じ、外来手術治療給付金の全額を支払い、またはその金額を削減して支払います。 

 

第７条（入院治療一時給付金の支払に関する補則） 

１．保険契約者が法人である場合には、第４条（給付金の支払）の入院治療一時給付金の支払に関する規定にか

かわらず、入院治療一時給付金の受取人は保険契約者とします。 

２．入院治療一時給付金の受取人を被保険者（第１項の規定が適用される場合には、保険契約者）以外の者に変

更することはできません。 

３．被保険者が地震、噴火もしくは津波または戦争その他の変乱によって入院した場合でも、その原因によって

入院した被保険者の数の増加が、この保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ないと認めたときは、当会社は、そ

の程度に応じ、入院治療一時給付金の全額を支払い、またはその金額を削減して支払います。 

 

第８条（入院治療無事故給付金の支払に関する補則） 

１．入院治療無事故給付金の受取人を保険契約者以外の者に変更することはできません。 

２．保険契約者は、当会社の定める取扱にもとづき、入院治療無事故給付金と保険料との相殺を選択することが
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できます。相殺を選択した場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 支払われる入院治療無事故給付金を更新後のこの保険契約の第１回保険料と相殺し、相殺の結果なお入院

治療無事故給付金に余りがあるときは、順次その後の保険料と相殺します。 

(2) 保険契約が消滅した場合で、相殺されていない入院治療無事故給付金があるときは、その入院治療無事故

給付金を保険契約者に支払います。 

(3) 特定疾病保険料払込免除特約が付加された保険契約が、保険料払込の免除事由に該当した場合で、相殺さ

れていない入院治療無事故給付金があるときは、その入院治療無事故給付金を保険契約者に支払います。 

(4) 第１号から第３号までの規定にかかわらず、相殺されていない入院治療無事故給付金について、保険契約

者から請求があった場合には、その入院治療無事故給付金を保険契約者に支払います。 

３．入院治療無事故給付金が支払われた後に、入院治療一時給付金の請求があった場合で、入院治療一時給付金

が支払われることにより、すでに支払われた入院治療無事故給付金について、その支払事由に該当しなかった

こととなるときは、当会社は、入院治療一時給付金からその入院治療無事故給付金を差し引きます。 

 

第９条（給付金の支払限度） 

１．入院治療給付金および外来手術治療給付金の支払限度は、第４条（給付金の支払）、第５条（入院治療給付金

の支払に関する補則）および第６条（外来手術治療給付金の支払に関する補則）の規定にかかわらず、つぎの

各号のとおりとします。 

(1) 入院治療給付金および外来手術治療給付金を合算した１か月間（月の初日から末日までとします。以下本

号において同じ。）の支払限度額は、つぎのとおりとします。 

支払限度の型 
入院治療給付金および外来手術治療給付金の支払額を合算した１か月間の支

払限度額 

10万円型 10万円 

20万円型 20万円 

30万円型 30万円 

(2) 入院治療給付金および外来手術治療給付金の支払は、保険期間を通じて、それらの支払額を合算し、通算

して360万円を限度とします。 

２．入院治療一時給付金の支払についてはつぎの各号のとおりとします。 

(1) 直前の入院治療一時給付金が支払われることとなった日の属する月からその月を含めて６か月間について

は、入院治療一時給付金を支払いません。 

(2) 第１号に定める期間の満了日を含んで継続して入院した場合には、その満了日の翌日に入院治療一時給付

金を支払います。 

(3) 入院治療一時給付金の支払は、支払回数を通算して50回を限度とします。 

 

第10条（給付金の請求、支払時期および支払場所） 

１．給付金の支払事由が生じたときは、保険契約者または給付金の受取人は、すみやかに当会社に通知してくだ

さい。 

２．支払事由の生じた給付金の受取人は、当会社に、請求に必要な書類（別表１）を提出して、その給付金を請

求してください。 

３．給付金の請求を受けた場合、給付金は、その請求に必要な書類が当会社に到着した日（当会社に到着した日

が営業日でない場合は翌営業日。以下本条において同じ。）の翌日からその日を含めて５営業日以内に、当会社

の本店で支払います。 

４．給付金を支払うために確認が必要なつぎの各号に掲げる場合において、保険契約の締結時から給付金請求時

までに当会社に提出された書類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（当会

社の指定した医師による診断を含みます。）を行います。この場合には、第３項の規定にかかわらず、給付金を

支払うべき期限は、その請求に必要な書類が当会社に到着した日の翌日からその日を含めて60日を経過する日

とします。 

(1) 給付金の支払事由発生の有無の確認が必要な場合 

第４条（給付金の支払）に定める支払事由発生の有無 

(2) 給付金の免責事由に該当する可能性がある場合 

給付金の支払事由が発生した原因 
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(3) 告知義務違反に該当する可能性がある場合 

当会社が告知を求めた事項および告知義務違反に至った原因 

(4) この普通保険約款に定める重大事由、詐欺または不法取得目的に該当する可能性がある場合 

第２号および第３号に定める事項、第24条（重大事由による解除）第１項第４号の事由に該当する事実の

有無または保険契約者、被保険者もしくは給付金の受取人の保険契約締結の目的もしくは給付金請求の意図

に関する保険契約の締結時から給付金請求時までにおける事実 

５．第４項の確認をするため、つぎの各号に掲げる事項についての特別な照会や調査が不可欠な場合には、第３

項および第４項の規定にかかわらず、給付金を支払うべき期限は、その請求に必要な書類が当会社に到着した

日の翌日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうち複数に該当する場合でも180日）を経過する

日とします。 

(1) 第４項第１号から第４号までに定める事項についての弁護士法にもとづく照会その他の法令にもとづく照

会 180日 

(2) 第４項第１号、第２号または第４号に定める事項についての研究機関等の専門機関による医学または工学

等の科学技術的な特別の調査、分析または鑑定 180日 

(3) 第４項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険契約者、被保険者または給付金の受取人を

被疑者として、捜査、起訴その他の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、第

４項第１号、第２号または第４号に定める事項に関する、送致、起訴、判決等の刑事手続の結果についての

警察、検察等の捜査機関または裁判所に対する照会 180日 

(4) 第４項第１号から第４号までに定める事項についての日本国外における調査 180日 

６．第４項および第５項に掲げる必要な事項の確認に際し、保険契約者、被保険者または給付金の受取人が、正

当な理由がなく当該確認を妨げ、またはこれに応じなかったとき（当会社の指定した医師による必要な診断に

応じなかったときを含みます。）は、当会社は、これにより当該事項の確認が遅延した期間の遅滞の責任を負わ

ず、その間は給付金を支払いません。 

７．第４項または第５項に掲げる必要な事項の確認を行うときは、当会社は、給付金を請求した者にその旨を通

知します。 

 

第11条（指定代理請求人による請求） 

１．保険契約者は、被保険者の同意および当会社の承諾を得て指定代理請求人を指定することができます。 

２．被保険者（入院治療無事故給付金については保険契約者と被保険者が同一人である場合に限ります。以下本

条において同じ。）が自ら給付金（この保険契約に付加されている特約の給付金を含みます。以下本条において

同じ。）を請求できないつぎの各号のいずれかに該当する特別な事情があるときは、指定代理請求人が、請求に

必要な書類（別表１）を提出して、給付金の受取人の代理人としてその給付金を請求することができます。 

(1) 給付金の請求を行う意思表示が困難であると当会社が認めた場合 

(2) 当会社が認める傷病名の告知を受けていない場合 

(3) その他第１号または第２号に準じる状態であると当会社が認めた場合 

３．第２項の規定により指定代理請求人が給付金の請求を行う場合、指定代理請求人は請求時においてつぎのい

ずれかに該当することを要します。 

(1) つぎの範囲内の者 

(ア) 被保険者の戸籍上の配偶者 

(イ) 被保険者の直系血族 

(ウ) 被保険者の３親等内の親族 

(2) つぎの範囲内の者。ただし、当会社所定の書類（別表１）によりその事実が確認でき、かつ、給付金の受

取人のために給付金を請求すべき相当な関係があると当会社が認めた者に限ります。 

(ア) 被保険者と同居しまたは生計を一にしている者 

(イ) 被保険者の財産管理を行っている者 

(ウ) その他(ア)および(イ)に掲げる者と同等の関係にある者 

４．第２項および第３項の規定にかかわらず、故意に給付金の支払事由を生じさせた者または故意に給付金の受

取人を第２項各号に定める状態に該当させた者は、給付金の受取人の代理人として給付金を請求することがで

きません。 

５．指定代理請求人の変更（指定代理請求人の指定を撤回する場合を含みます。以下同じ。）が行われた場合、変

更を行った後は、変更前に請求可能な給付金があっても、変更を行う前の指定代理請求人による給付金の代理
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請求は取り扱いません。 

６．本条の規定により当会社が給付金を給付金の受取人の代理人に支払ったときは、その後給付金の請求を受け

ても、当会社は、これらを重複しては支払いません。 

７．第10条（給付金の請求、支払時期および支払場所）第４項および第５項の規定により必要な事項の確認を行

う際、本条に定める代理人が、正当な理由なく当該確認を妨げ、またはこれに応じなかったときは、当会社は、

これにより当該事項の確認が遅延した期間の遅滞の責任を負わず、その間は給付金を支払いません。 

８．保険契約者は、被保険者の同意および当会社の承諾を得て、指定代理請求人を変更することができます。こ

の場合、保険契約者は、当会社所定の書類（別表１）を提出してください。 

 

第12条（被保険者が死亡した場合の給付金請求の取扱） 

１．被保険者が死亡した場合で、被保険者に支払うべき未請求の給付金があるときは、給付金の受取人が法人で

ある場合を除き、その請求については、被保険者の法定相続人のうち、つぎに定める１人の者を代表者としま

す。この場合、その代表者は、被保険者の他の法定相続人を代理するものとします。 

(1) 保険契約者 

(2) 第１号に該当する者がいない場合で、この保険契約において指定代理請求人が指定されているときはその

者 

(3) 第１号および第２号に該当する者がいない場合には、法定相続人の協議により定めた者 

２．第１項の規定により給付金が被保険者の法定相続人の代表者に支払われた場合には、その後重複して給付金

の請求を受けても、当会社はこれを支払いません。 

３．第１項の規定にかかわらず、故意に給付金の支払事由を生じさせた者または故意に被保険者を死亡させた者

は、被保険者の法定相続人の代表者としての取扱を受けることはできません。 

４．当会社の責任開始期 

第13条（当会社の責任開始期） 

１．当会社は、つぎの時から保険契約上の責任を負います。 

(1) 保険契約の申込を承諾した後に第１回保険料を受け取った場合 

第１回保険料を受け取った時 

(2) 第１回保険料充当金を受け取った後に保険契約の申込を承諾した場合 

第１回保険料充当金を受け取った時（被保険者に関する告知の前に受け取った場合には、その告知の時） 

２．契約日は、保険料の払込方法（回数）に応じてつぎのとおりとします。 

保険料の払込方法（回数） 契約日 

月払 第１項により当会社の責任が開始される日の属する月の翌月１日 

年払 第１項により当会社の責任が開始される日 

３．契約年齢、保険期間および保険料払込期間は、第２項に規定する契約日を基準として計算します。 

４．月払契約の場合で、当会社の責任が開始される日から契約日の前日までの間に、給付金の支払事由（この保

険契約に付加されている特約の給付金の支払事由を含みます。）が生じたときまたは被保険者が死亡したときは、

第２項および第３項の規定にかかわらず、当会社の責任が開始される日を契約日とし、契約年齢、保険期間お

よび保険料払込期間は、その日を基準として再計算します。この再計算の結果、保険料に超過分があるときは、

当会社はこれを保険契約者に払い戻し、不足分があるときは、保険契約者はこれを当会社に払い込んでくださ

い。ただし、支払うべき給付金等があるときは、過不足分を支払金額と清算します。 

５．当会社が保険契約の申込を承諾した場合には、保険証券を交付し、これをもって承諾の通知とします。この

場合、保険証券には、保険契約を締結した日を記載せず、契約日を記載します。 

 

第14条（第１回保険料を口座振替により払い込む場合の取扱） 

１．当会社と保険料口座振替の取扱を提携している金融機関等（当会社が保険料の収納業務を委託している機関

の指定する金融機関等を含み、以下「提携金融機関」といいます。）に設置してある保険契約者の指定する口座

（以下「指定口座」といいます。）からの口座振替により第１回保険料（第１回保険料充当金を含みます。以下

同じ。）を払い込む場合には、第１回保険料は、保険料の口座振替を行う場合の当会社の定めた日（以下「振替

日」といい、この日が提携金融機関の休業日に該当する場合には、翌営業日を振替日とします。）に指定口座か
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ら当会社の口座（当会社が保険料の収納業務を委託している機関がある場合には、その機関の口座とします。

以下同じ。）に振り替えられることによって、当会社に払い込まれるものとします。この場合、指定口座の名義

人が、提携金融機関に対し、指定口座から当会社の口座への保険料の口座振替を委任していることを要します。 

２．保険契約者は、振替日の前日までに第１回保険料相当額を指定口座に預け入れておくことを要します。 

３．同一の指定口座から２件以上の保険契約の保険料を振り替える場合には、保険契約者は当会社に対しその振

替順序を指定できません。 

４．第１回保険料の口座振替が行われた場合には、その振替日を第13条（当会社の責任開始期）第１項第１号に

定める第１回保険料を受け取った時または第２号に定める第１回保険料充当金を受け取った時とします。 

５．口座振替によって払い込まれた保険料については、当会社はその領収証を発行しません。 

６．保険料の払込方法（回数）が月払の場合で、振替日の前月の末日が提携金融機関の休業日に該当するために

振替日が１日となるときは、第13条第２項の規定にかかわらず、当会社の責任が開始される日を契約日として

取り扱います。 

 

第15条（第１回保険料をクレジットカードにより払い込む場合の取扱） 

１．当会社と保険料のクレジットカードによる決済の取扱を提携しているクレジットカード発行会社（以下「提

携カード会社」といいます。）の発行する保険契約者の指定するクレジットカード（以下「指定カード」といい

ます。）により第１回保険料を払い込む場合には、第１回保険料は、当会社が、当会社の定めた日に、指定カー

ドの有効性および第１回保険料が利用限度額内であること等の確認を行うことによって、当会社に払い込まれ

るものとします。この場合、つぎの各号のいずれにも該当することを要します。 

(1) 指定カードが、保険契約者と提携カード会社との間で締結された会員規約等（以下「会員規約等」といい

ます。）にもとづき、提携カード会社より貸与され、または使用を認められたクレジットカードであること 

(2) 指定カードの名義人（会員規約等により指定カードの使用が認められている者を含みます。）が、保険料の

払込にクレジットカードを使用すること 

２．同一の指定カードから２件以上の保険契約の保険料を払い込む場合には、保険契約者は当会社に対しその払

込順序を指定できません。 

３．第１回保険料が指定カードにより払い込まれた場合には、当会社が、指定カードの有効性および第１回保険

料が利用限度額内であること等の確認を行った時（当会社所定の利用票を使用するときは、その利用票を作成

した時）を第13条（当会社の責任開始期）第１項第１号に定める第１回保険料を受け取った時または第２号に

定める第１回保険料充当金を受け取った時とします。 

４．指定カードによって払い込まれた保険料については、当会社はその領収証を発行しません。 

５．当会社が提携カード会社から第１回保険料相当額を受け取ることができない場合で、かつ、指定カードの有

効性および払い込むべき第１回保険料相当額が利用限度額内であること等の確認が行われた後に保険契約者が

提携カード会社に対して保険料相当額を払い込んでいない場合には、第１回保険料の払込はなかったものとみ

なします。 

５．第２回以後の保険料の払込 

第16条（保険料の払込方法（経路）） 

１．保険契約者は、第２回以後の保険料の払込について、つぎの各号のいずれかの保険料の払込方法（経路）を

選択することができます。 

(1) 提携金融機関に設置してある口座からの口座振替により払い込む方法（以下「口座振替扱」といいます。） 

(2) 提携カード会社の発行するクレジットカードにより払い込む方法（以下「クレジットカード扱」といいま

す。） 

２．口座振替扱の選択に際しては、指定口座の名義人が、提携金融機関に対し、指定口座から当会社の口座への

保険料の口座振替を委任していることを要します。 

３．クレジットカード扱の選択に際しては、つぎの条件をいずれも満たすことを要します。 

(1) 指定カードが、会員規約等にもとづき、提携カード会社より貸与され、または使用を認められたクレジッ

トカードであること 

(2) 指定カードの名義人（会員規約等により指定カードの使用が認められている者を含みます。）が、保険料の

払込にクレジットカードを使用すること 

４．保険契約者は、当会社の定める取扱にもとづき、第１項各号の保険料の払込方法（経路）の範囲内で、保険
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料の払込方法（経路）を変更することができます。 

５．保険料の払込方法（経路）が第１項各号のいずれかである保険契約が当会社の取扱条件に該当しなくなった

ときは、保険契約者は、第４項の規定により保険料の払込方法（経路）を他の払込方法（経路）に変更してく

ださい。この場合、保険契約者が保険料の払込方法（経路）の変更を行うまでの間の保険料については、当会

社の本店または当会社の指定した場所に払い込んでください。 

 

第17条（第２回以後の保険料の払込） 

１．第２回以後の保険料は、毎回次表の保険料の払込方法（回数）にしたがい、第16条（保険料の払込方法（経

路））第１項に定める保険料の払込方法（経路）により、保険料の払込方法（回数）ごとにつぎに定める期間（以

下「払込期月」といいます。）内に払い込んでください。 

保険料の払込方法（回数） 払込期月 

月払 月単位の契約応当日の属する月の初日から末日まで 

年払 年単位の契約応当日の属する月の初日から末日まで 

２．第１項で払い込むべき保険料は、保険料の払込方法（回数）に応じ、それぞれの契約応当日から翌契約応当

日の前日までの期間（以下「保険料期間」といいます。）に対応する保険料とします。 

３．保険料の払込方法（経路）が口座振替扱の場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 第２回以後の保険料は、払込期月中の振替日に指定口座から保険料相当額を当会社の口座に振り替えるこ

とによって、当会社に払い込まれるものとします。 

(2) 第１号の場合、振替日に保険料の払込があったものとし、その日をもって保険料の払込のあった日としま

す。 

(3) 同一の指定口座から２件以上の保険契約の保険料を振り替える場合には、保険契約者は当会社に対しその

振替順序を指定できません。 

(4) 保険契約者は、払い込むべき保険料相当額を指定口座にあらかじめ預け入れておくことを要します。 

(5) 口座振替によって払い込まれた保険料については、当会社はその領収証を発行しません。 

(6) 振替日に保険料の口座振替ができなかった場合には、つぎのとおり取り扱います。 

(ア) 月払契約の場合、翌月分の振替日に再度翌月分と合わせて払込期月が到来した月数分の保険料の口座振

替を行います。ただし、指定口座の預入額が払込期月の到来した月数分の保険料相当額に満たない場合に

は、口座振替が可能な月数分の保険料の口座振替を行い、到来時期の早い払込期月の保険料から順に、保

険料の払込があったものとします。 

(イ) 年払契約の場合、振替日（第14条（第１回保険料を口座振替により払い込む場合の取扱）第６項の取扱

により振替日が１日となる場合には、振替日の前日とします。以下本号において同じ。）の翌月の当会社の

定めた日に再度口座振替を行い、振替日の翌月の当会社の定めた日にも保険料の口座振替ができなかった

場合には、振替日の翌々月の当会社の定めた日に再度口座振替を行います。 

(7) 第６号の規定による保険料の口座振替ができなかった場合には、保険契約者は、保険料払込の猶予期間内

に、払込期月が到来している保険料を当会社の本店または当会社の指定した場所に払い込んでください。 

(8) 保険契約者は、指定口座を同一の提携金融機関の他の口座に変更することができます。また、指定口座を

設置している金融機関を他の提携金融機関に変更することができます。この場合、あらかじめ当会社および

提携金融機関に申し出てください。 

(9) 保険契約者が口座振替の取扱を停止する場合には、あらかじめ当会社および提携金融機関に申し出て保険

料の払込方法（経路）をクレジットカード扱に変更してください。 

(10) 提携金融機関が保険料の口座振替の取扱を停止した場合には、当会社はその旨を保険契約者に通知します。

この場合には、保険契約者は指定口座を他の提携金融機関に変更するか保険料の払込方法（経路）をクレジ

ットカード扱に変更してください。 

(11) 当会社は、当会社または提携金融機関の事情により振替日を変更することがあります。この場合、当会社

はその旨をあらかじめ保険契約者に通知します。 

４．保険料の払込方法（経路）がクレジットカード扱の場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 第２回以後の保険料は、払込期月中の当会社の定めた日に、当会社が指定カードの有効性および保険料相

当額が利用限度額内であること等の確認を行うことによって、当会社に払い込まれるものとします。 

(2) 第１号の場合、当会社の定めた日に保険料の払込があったものとし、その日をもって保険料の払込のあっ

た日とします。 

64



 
 

(3) 同一の指定カードから２件以上の保険契約の保険料を払い込む場合には、保険契約者は当会社に対しその

払込順序を指定できません。 

(4) 指定カードによって払い込まれた保険料については、当会社はその領収証を発行しません。 

(5) 当会社が指定カードの有効性および払い込むべき保険料相当額が利用限度額内であること等の確認ができ

なかった場合には、その払込期月の保険料から指定カードを他のクレジットカードに変更するか、保険料の

払込方法（経路）を口座振替扱に変更してください。 

(6) 当会社が提携カード会社から保険料相当額を受け取ることができない場合には、つぎのとおり取り扱いま

す。 

(ア) 指定カードの有効性および払い込むべき保険料相当額が利用限度額内であること等の確認が行われた後

に保険契約者が提携カード会社に対して保険料相当額を払い込んでいる場合には、つぎの払込期月の保険

料から指定カードを他のクレジットカードに変更するか、保険料の払込方法（経路）を口座振替扱に変更

してください。 

(イ) 指定カードの有効性および払い込むべき保険料相当額が利用限度額内であること等の確認が行われた後

に保険契約者が提携カード会社に対して保険料相当額を払い込んでいない場合には、保険料の払込はなか

ったものとみなします。この場合、その払込期月の保険料から指定カードを他のクレジットカードに変更

するか、保険料の払込方法（経路）を口座振替扱に変更してください。 

(7) 第５号または第６号の規定により指定カードを他のクレジットカードに変更するか、保険料の払込方法（経

路）を口座振替扱に変更するまでの保険料は、保険料払込の猶予期間の満了日までに、当会社の定める方法

により、払込期月を過ぎた保険料を当会社の本店または当会社の指定した場所に払い込んでください。 

(8) 保険契約者は、指定カードを他のクレジットカードに変更することができます。この場合、あらかじめ当

会社に申し出てください。 

(9) 保険契約者が保険料のクレジットカードによる払込の取扱を停止する場合には、あらかじめ当会社に申し

出て保険料の払込方法（経路）を口座振替扱に変更してください。 

(10) 提携カード会社が保険料のクレジットカードの払込の取扱を停止した場合には、当会社はその旨を保険契

約者に通知します。この場合には、保険契約者は指定カードを他のクレジットカードに変更するか、保険料

の払込方法（経路）を口座振替扱に変更してください。 

(11) 当会社は、当会社または提携カード会社の事情により提携カード会社に保険料相当額の払込を請求する当

会社の定めた日を変更することがあります。この場合、当会社はその旨をあらかじめ保険契約者に通知しま

す。 

５．第１項の保険料が第１項の契約応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険契約が消滅したと

きは、当会社は、その払い込まれた保険料を保険契約者に払い戻します。 

６．第１項の保険料が払い込まれないまま、第１項の契約応当日以後その契約応当日の属する月の末日までに給

付金の支払事由が生じたときは、当会社は、未払込保険料を支払うべき給付金から差し引きます。ただし、給

付金が未払込保険料に不足する場合には、保険契約者は、第18条（猶予期間および保険契約の失効）に定める

猶予期間の満了日までに未払込保険料を払い込んでください。この未払込保険料が払い込まれない場合には、

当会社は、給付金を支払いません。 

７．保険契約者は、当会社の定める取扱にもとづき、保険料の払込方法（回数）を変更することができます。 

８．年払契約の場合で、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途でつぎの各号のいずれかの事由が生

じたときは、当会社は、その事由が生じた日の直後に到来する月単位の契約応当日からその保険料期間の末日

までの月数に応じた保険料の残額に相当する金額の返戻金を保険契約者に支払います。 

(1) 保険契約の消滅。ただし、第19条（給付金不法取得目的による無効）または第20条（詐欺による取消）に

該当する場合および保険契約者が故意に被保険者を死亡させた場合を除きます。 

(2) 入院治療一時給付金額の減額 

９．第８項の規定にかかわらず、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で第８項各号の事由が生じ

た場合で、その事由が生じた日の直前の月単位の契約応当日（その事由が生じた日が月単位の契約応当日のと

きは、その月単位の契約応当日。以下本項において同じ。）以後に給付金（この保険契約に付加されている特約

の給付金を含みます。以下本条において同じ。）の支払事由が生じていないときは、第８項各号の事由が生じた

日の直前の月単位の契約応当日からその保険料期間の末日までの月数に応じた保険料の残額に相当する金額の

返戻金を保険契約者に支払います。 

10．第８項および第９項の規定は、年払契約の第１回保険料について準用します。 

11．月払契約の場合、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で第８項各号の事由が生じたときであ
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っても、当会社は、その保険料期間に対応する保険料を払い戻しません。 

12．第11項の規定にかかわらず、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で第８項各号の事由が生じ

た場合で、その保険料期間中に給付金の支払事由が生じていないときは、その保険料期間に対応する保険料を

保険契約者に払い戻します。 

13．第11項および第12項の規定は、月払契約の第１回保険料について準用します。 

６．保険料払込の猶予期間および保険契約の失効 

第18条（猶予期間および保険契約の失効） 

１．第２回以後の保険料の払込については、払込期月の翌月初日から翌々月末日までの猶予期間があります。 

２．猶予期間内に保険料が払い込まれないときは、保険契約は、猶予期間の満了日（保険料が口座振替によって

払い込まれる場合で、猶予期間の満了日の属する月の当会社の定めた日が提携金融機関の休業日に該当するた

めに翌月１日が振替日となるときは、その振替日とします。以下同じ。）の翌日から効力を失います。 

３．猶予期間中に給付金の支払事由が生じたときは、当会社は、未払込保険料を給付金から差し引きます。ただ

し、給付金が未払込保険料に不足するときは、保険契約者は、その猶予期間の満了日までに未払込保険料を払

い込むことを要します。この未払込保険料が払い込まれない場合には、当会社は、給付金を支払いません。 

７．保険契約の無効および取消 

第19条（給付金不法取得目的による無効） 

保険契約者が給付金を不法に取得する目的または他人に給付金を不法に取得させる目的をもって保険契約の

締結をしたときは、保険契約を無効とし、当会社は、すでに払い込まれた保険料を払い戻しません。 

 

第20条（詐欺による取消） 

保険契約の締結に際して、保険契約者、被保険者または給付金の受取人に詐欺の行為があったときは、当会

社は、保険契約を取り消すことができます。この場合、当会社は、すでに払い込まれた保険料を払い戻しませ

ん。 

８．告知義務および保険契約の解除 

第21条（告知義務） 

当会社が、保険契約の締結の際、給付金の支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうち書面で告知を

求めた事項について、保険契約者または被保険者は、その書面により告知することを要します。ただし、当会

社の指定する医師が口頭で質問した事項については、その医師に口頭により告知することを要します。 

 

第22条（告知義務違反による解除） 

１．保険契約者または被保険者が、故意または重大な過失によって、第21条（告知義務）の規定により当会社が

告知を求めた事項について、事実を告げなかった場合または事実でないことを告げた場合には、当会社は、将

来に向かって保険契約を解除することができます。 

２．当会社は、給付金の支払事由が生じた後でも、保険契約を解除することができます。この場合には、給付金

を支払いません。また、すでに給付金を支払っているときは、当会社は、その返還を請求します。 

３．第２項の規定にかかわらず、給付金の支払事由が解除の原因となった事実によらなかったことを保険契約者、

被保険者、給付金の受取人または指定代理請求人が証明したときは、給付金を支払います。 

４．本条の規定によって保険契約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、被保険者または指定代理請求人に通知します。 

 

第23条（保険契約を解除できない場合） 

１．当会社は、つぎのいずれかの場合には第22条（告知義務違反による解除）の規定による保険契約の解除をす

ることができません。 

(1) 当会社が、保険契約の締結の際、解除の原因となる事実を知っていた場合、または過失のため知らなかっ
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た場合 

(2) 当会社が、解除の原因があることを知った日の翌日からその日を含めて１か月を経過した場合 

(3) 責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過した場合。ただし、責任開始期の属する日からその

日を含めて２年以内に、給付金の支払事由が生じた場合を除きます。 

(4) 当会社のために保険契約の締結の媒介を行うことができる者（当会社のために保険契約の締結の代理を行

うことができる者を除き、以下「保険媒介者」といいます。）が、保険契約者または被保険者が第21条（告

知義務）の告知のうち解除の原因となる事実の告知をすることを妨げた場合 

(5) 保険媒介者が、保険契約者または被保険者に対し、第21条の告知のうち解除の原因となる事実の告知をし

ないことを勧めた場合、または事実でないことを告げることを勧めた場合 

２．第１項第４号および第５号の場合において、各号に規定する保険媒介者の行為がなかったとしても、保険契

約者または被保険者が、第21条の規定により当会社が告知を求めた事項のうち解除の原因となる事実について、

事実を告げなかったと認められる場合または事実でないことを告げたと認められる場合には、第１項の規定は

適用しません。 

 

第24条（重大事由による解除） 

１．当会社は、つぎの各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、将来に向かって保険契約を解除すること

ができます。 

(1) 保険契約者、被保険者または給付金の受取人がこの保険契約の給付金を詐取する目的または他人に詐取さ

せる目的で事故招致（未遂を含みます。）をした場合 

(2) この保険契約の給付金の請求に関し、その受取人に詐欺行為（未遂を含みます。）があった場合 

(3) 他の保険契約との重複によって、被保険者にかかる給付金額等の合計額が著しく過大であって、保険制度

の目的に反する状態がもたらされるおそれがある場合 

(4) 保険契約者、被保険者または給付金の受取人が、つぎのいずれかに該当する場合 

(ア) 暴力団、暴力団員（暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、暴力団準構成員、

暴力団関係企業その他の反社会的勢力（以下「反社会的勢力」といいます。）に該当すると認められること 

(イ) 反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められること 

(ウ) 反社会的勢力を不当に利用していると認められること 

(エ) 保険契約者または給付金の受取人が法人である場合、反社会的勢力がその法人の経営を支配し、または

その法人の経営に実質的に関与していると認められること 

(オ) その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められること 

(5) この保険契約に付加されている特約または他の保険契約が重大事由によって解除されることにより、当会

社の保険契約者、被保険者または給付金の受取人に対する信頼を損ない、この保険契約を継続することを期

待しえない第１号から第４号までに掲げる事由と同等の事由がある場合 

(6) 当会社の保険契約者、被保険者または給付金の受取人に対する信頼を損ない、この保険契約の存続を困難

とする第１号から第５号までに掲げる事由と同等の重大な事由がある場合 

２．当会社は、給付金の支払事由が生じた後でも、保険契約を解除することができます。この場合には、第１項

各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による給付金を支払いません。また、すでにその支払事由に

より給付金を支払っているときは、当会社は、その返還を請求します。 

３．本条の規定によって保険契約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、被保険者または指定代理請求人に通知します。 

９．解約および解約返戻金 

第25条（解約および解約返戻金） 

１．保険契約者は、いつでも将来に向かって、保険契約を解約することができます。 

２．保険契約の解約をするときは、保険契約者は、当会社所定の書類（別表１）を提出してください。 

３．この保険契約に対する解約返戻金はありません。 
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10．被保険者の死亡 
 

第26条（被保険者の死亡） 

１．被保険者が死亡した場合には、被保険者が死亡した時に、保険契約は消滅したものとします。 

２．被保険者が死亡した場合、保険契約者は、すみやかに当会社に通知してください。この場合、当会社所定の

書類（別表１）を提出してください。 

11．支払額が通算限度に達したことによる保険契約の消滅 

第27条（支払額が通算限度に達したことによる保険契約の消滅） 

入院治療給付金および外来手術治療給付金の支払額が第９条（給付金の支払限度）第１項に定める通算限度

に達した場合には、保険契約は消滅します。この場合、解約返戻金その他の返戻金の支払はありません。 

12．入院治療一時給付金額の減額 

第28条（入院治療一時給付金額の減額） 

１．保険契約者は、当会社の定める取扱にもとづき、入院治療一時給付金額を減額することができます。ただ

し、減額後の入院治療一時給付金額は、当会社の定める金額以上であることを要します。 

２．入院治療一時給付金額の減額をするときは、保険契約者は、請求に必要な書類（別表１）を提出してくださ

い。 

３．入院治療一時給付金額の減額をしたときは、減額分は解約したものとして取り扱います。 

13．保険契約者 

第29条（保険契約者の代表者） 

１．保険契約者が２人以上の場合には、代表者１人を定めてください。この場合、その代表者は他の保険契約者

を代理するものとします。 

２．第１項の代表者が定まらないときまたはその所在が不明のときは、当会社が保険契約者の１人に対してした

行為は、他の保険契約者に対しても効力を生じます。 

３．保険契約者が２人以上の場合には、その責任は連帯とします。 

 

第30条（保険契約者の変更） 

１．保険契約者は、被保険者および当会社の同意を得て、保険契約上の一切の権利義務を第三者に承継させるこ

とができます。 

２．保険契約者の変更をするときは、保険契約者は、当会社所定の書類（別表１）を提出してください。 

３．本条の規定により保険契約者の変更が行われたときは、保険証券に表示します。 

 

第31条（保険契約者の住所の変更） 

１．保険契約者が住所（通信先を含みます。）を変更したときは、すみやかに当会社の本店または当会社の指定し

た場所に通知してください。 

２．保険契約者が第１項の通知をしなかったときは、当会社の知った最終の住所（通信先を含みます。）に発した

通知は、通常到達するために要する期間を経過した時に、保険契約者に到達したものとみなします。 

14．年齢の計算その他の取扱 

第32条（年齢の計算） 

１．被保険者の契約年齢は、契約日現在の満年で計算し、１年未満の端数については切り捨てます。 

２．保険契約締結後の被保険者の年齢は、第１項の契約年齢に、年単位の契約応当日ごとに１歳を加えて計算し

ます。 
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第33条（契約年齢または性別に誤りがあった場合の取扱） 

１．保険契約申込書に記載された被保険者の契約年齢に誤りがあった場合は、つぎの方法により取り扱います。 

(1) 契約日における実際の契約年齢が、当会社の定める契約年齢の範囲内であったときは、つぎのとおり取り

扱います。 

(ア) 実際の契約年齢にもとづいて保険料を改め、すでに払い込まれた保険料に超過分があるときは、当会社

はこれを保険契約者に払い戻し、不足分があるときは、保険契約者はこれを当会社に払い込んでください。 

(イ) 前(ア)の規定にかかわらず、給付金の支払事由の発生後で、給付金が支払われる場合、給付金の受取人に

保険料の超過分を支払い、または支払うべき給付金から保険料の不足分を差し引きます。 

(2) 契約日における実際の契約年齢が、当会社の定める契約年齢の範囲外であったときは、保険契約を無効と

し、当会社は、すでに払い込まれた保険料を保険契約者に払い戻します。この場合、給付金その他当会社か

らの支払金があるときは、すでに払い込まれた保険料からその金額を差し引きます。 

２．保険契約申込書に記載された被保険者の性別に誤りがあった場合には、実際の性別にもとづいて保険料を改

め、第１項第１号の規定を準用して取り扱います。 

15．契約者配当金 

第34条（契約者配当金） 

この保険契約には契約者配当金はありません。 

16．時効 

第35条（時効） 

給付金その他この保険契約にもとづく諸支払金の支払を請求する権利は、３年間請求がない場合には消滅し

ます。 

17．被保険者の業務、転居および旅行 

第36条（被保険者の業務、転居および旅行） 

保険契約の継続中に、被保険者がどのような業務に従事し、またはどのような場所に転居し、もしくは旅行

しても、当会社は、保険契約の解除も保険料の変更もしないで、保険契約上の責任を負います。 

18．保険契約の更新 

第37条（保険契約の更新） 

１．この保険契約の保険期間が満了する場合には、保険契約者がその満了日の２か月前までにこの保険契約を継

続しない旨を当会社に通知しない限り、更新の請求があったものとし、この保険契約は、保険期間の満了日の

翌日に更新して継続します。この場合、この保険契約の保険期間の満了日の翌日を更新日とします。 

２． 第１項の規定にかかわらず、更新日に当会社がこの保険契約の締結を取り扱っていない場合には、当会社は、

第１項の更新を取り扱いません。 

３．更新後のこの保険契約の保険期間および保険料払込期間は、更新前のこの保険契約の保険期間および保険料

払込期間と同一とします。ただし、更新後のこの保険契約の保険期間の満了日の翌日における被保険者の年齢

が90歳をこえる場合には、更新後のこの保険契約の保険期間および保険料払込期間は終身とします。 

４．更新後のこの保険契約の第１回保険料の払込および猶予期間については、第17条（第２回以後の保険料の払

込）ならびに第18条（猶予期間および保険契約の失効）第１項および第３項の規定を準用します。この場合、

更新後の保険契約の第１回保険料が猶予期間中に払い込まれなかったときは、保険契約の更新はなかったもの

とし、保険契約は更新前の保険契約の保険期間満了時にさかのぼって消滅するものとします。 

５．この保険契約の更新後の保険期間の計算は、更新日からその日を含めて計算するものとし、更新後のこの保

険契約の保険料は、更新日における被保険者の年齢および保険料率によって計算します。 

６．この保険契約が更新された場合には、つぎの各号によって取り扱います。 

(1) 更新日における普通保険約款を適用します。 

(2) 第３条（支払限度の型）、第４条（給付金の支払）（入院治療無事故給付金の支払に関する規定を除きます。）、
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第５条（入院治療給付金の支払に関する補則）、第６条（外来手術治療給付金の支払に関する補則）、第７条

（入院治療一時給付金の支払に関する補則）、第９条（給付金の支払限度）、第23条（保険契約を解除できな

い場合）および第27条（支払額が通算限度に達したことによる保険契約の消滅）に関しては、更新前のこの

保険契約の保険期間と更新後のこの保険契約の保険期間とは継続されたものとします。 

(3) 更新前のこの保険契約において告知義務違反による解除の事由があるときは、当会社は、更新後のこの保

険契約を解除することができます。 

(4) 当会社は、新たな保険証券を交付せず、更新された旨を保険契約者に通知します。 

７．保険契約者は、この保険契約が更新される場合に限り、当会社の定める取扱にもとづき、保険契約の型およ

び支払限度の型を変更することができます。 

８．第７項の規定により保険契約の型または支払限度の型を変更する場合において、変更により診療報酬点数に

乗じる額または１か月間の支払限度額が増額となるときは、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 当会社は、第21条（告知義務）、第22条（告知義務違反による解除）および第23条の規定を準用し、被保険

者に関する告知を求めます。 

(2) 当会社は、つぎの時から変更後の保険契約の型または支払限度の型による保険契約上の責任を負います。 

(ア) 保険契約の型または支払限度の型の変更の申込を承諾した後に変更後の保険料を受け取った場合 

変更後の保険料を受け取った時 

(イ) 変更後の保険料を受け取った後に保険契約の型または支払限度の型の変更の申込を承諾した場合 

変更後の保険料を受け取った時。ただし、被保険者に関する告知の前に受け取った場合には、その告知

の時とします。 

９．第２項の規定によりこの保険契約が更新されないときは、当会社の定める取扱にもとづき、当会社所定の保

険契約により、更新とみなして取り扱う場合があります。 

19．法令等の改正または医療技術の変化に伴う給付金の支払事由に関する規定の変更 

第38条（法令等の改正または医療技術の変化に伴う給付金の支払事由に関する規定の変更） 

１．当会社は、給付金の支払事由に関する規定にかかわる法令等の改正または医療技術の変化があり、その改正

または変化が給付金の支払事由に関する規定に影響を及ぼすと認めたときは、主務官庁の認可を得て、給付金

の支払事由に関する規定を法令等の改正または医療技術の変化に適した内容に変更することがあります。 

２．第１項の規定により、給付金の支払事由に関する規定を変更するときは、当会社は、給付金の支払事由に関

する規定を変更する日の２か月前までに保険契約者にその旨を通知します。 

20．管轄裁判所 

第39条（管轄裁判所） 

この保険契約における給付金の請求に関する訴訟については、つぎのいずれかの裁判所をもって、合意によ

る管轄裁判所とします。 

(1) 当会社の本店の所在地を管轄する地方裁判所 

(2) 給付金の受取人（給付金の受取人が２人以上いるときは、その代表者）の住所地を管轄する高等裁判所（本

庁とします。）の所在地を管轄する地方裁判所 

21．特別条件を付けた場合の特則 

第40条（特別条件を付けた場合の特則） 

保険契約の締結の際、被保険者の健康状態その他が当会社の定めた基準に適合しない場合には、その危険の

種類および程度に応じて、特定部位・指定疾病不担保法によって取り扱います。この場合、当会社の定める身

体部位または指定疾病のうち保険契約締結の際に当会社が指定した部位に生じた疾病または当会社が指定した

疾病を直接の原因とする入院または手術については、当会社の定めた不担保期間中は第４条（給付金の支払）

の規定を適用せず、給付金を支払いません。ただし、感染症（別表11）を直接の原因とする入院または手術に

ついては、第４条の規定を適用します。 
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22．責任開始期に関する特則 
 

第41条（責任開始期に関する特則） 

１．保険契約の締結の際、保険契約者から申出があり、当会社がこれを承諾した場合には、第13条（当会社の責

任開始期）第１項の規定にかかわらず、当会社が保険契約の申込を受けた時または被保険者に関する告知を受

けた時のいずれか遅い時から保険契約上の責任を負います。 

２．この特則を適用する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 第13条第２項中、「第１項」とあるのは「第41条（責任開始期に関する特則）第１項」と読み替えます。 

(2) 第１回保険料は、当会社の責任が開始される日の属する月の翌月末日までに払い込んでください。 

(3) 第１回保険料の払込については、第２号に定める第１回保険料を払い込むべき期間の満了日の翌月初日か

ら翌々月末日までの猶予期間があります。 

(4) 猶予期間内に第１回保険料が払い込まれない場合には、保険契約を無効とします。 

(5) 第１回保険料の払込の猶予期間の満了日までに給付金の支払事由が生じたときは、当会社は、第１回保険

料を支払うべき給付金から差し引きます。ただし、給付金が第１回保険料に不足する場合には、保険契約者

は第３号の猶予期間の満了日までに第１回保険料を払い込んでください。第１回保険料が払い込まれない場

合には、当会社は、給付金を支払いません。 

23．契約日に関する特則 

第42条（契約日に関する特則） 

１．月払の保険契約の締結の際、保険契約者から申出があり、当会社がこれを承諾したときは、第13条（当会社

の責任開始期）第２項および第３項の規定にかかわらず、当会社の責任が開始される日を契約日とし、契約年

齢、保険期間および保険料払込期間は、その日を基準として計算します。 

２．この特則を適用する場合には、第17条（第２回以後の保険料の払込）第１項の規定にかかわらず、第２回保

険料の払込期月は、月単位の契約応当日の属する月の初日から翌月末日までとし、第２回保険料について、第

17条第６項中、「その契約応当日の属する月の末日」とあるのは「その契約応当日の属する月の翌月の末日」

と読み替えます。 

24．入院治療一時給付金および入院治療無事故給付金の不担保に関する特則 

第43条（入院治療一時給付金および入院治療無事故給付金の不担保に関する特則） 

１．保険契約の締結の際、保険契約者から申出があり、当会社がこれを承諾した場合には、この特則を適用しま

す。 

２．第１項の規定にかかわらず、保険期間の満了日において、第９条（給付金の支払限度）第２項第３号の規定

による入院治療一時給付金の支払われた回数が通算して50回に達しているときは、更新後の保険契約にこの特

則を適用します。 

３．この特則を適用する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 第４条（給付金の支払）に規定する入院治療一時給付金および入院治療無事故給付金の支払はありません。 

(2) この特則の適用後にこの特則のみを解約することはできません。 

25．電磁的方法による保険契約の申込手続き等に関する特則 

第44条（電磁的方法による保険契約の申込手続き等に関する特則） 

１．保険契約者または被保険者は、当会社の承諾を得て、書面に代えて電磁的方法（電子情報処理組織を使用す

る方法その他の情報通信技術を利用する方法）により、保険契約の申込および告知をすることができるものと

します。 

２．第１項のほか、当会社は、別表１による請求書類について、書面に代えて電磁的方法により提出することを

認めることがあります。 

３．保険契約に付加されている特約について請求書類を提出する場合、第１項および第２項の規定を準用します。 
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別表１ 請求書類 

 

(1) 給付金の請求書類 

 項   目 必   要   書   類 

１ 入院治療給付金 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 当会社所定の様式による医師の診断書 

(3) 入院中の療養に対する費用を証明する書類 

(4) 被保険者の住民票（ただし、受取人と同一の場合は不要） 

(5) 入院治療給付金の受取人の戸籍抄本と印鑑証明書 

(6) 最終の保険料払込を証する書類 

(7) 保険証券 

２ 外来手術治療給付金 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 当会社所定の様式による医師の診断書 

(3) 外来の療養に対する費用を証明する書類 

(4) 被保険者の住民票（ただし、受取人と同一の場合は不要） 

(5) 外来手術治療給付金の受取人の戸籍抄本と印鑑証明書 

(6) 最終の保険料払込を証する書類 

(7) 保険証券 

３ 入院治療一時給付金 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 当会社所定の様式による医師の診断書 

(3) 当会社所定の様式による入院した病院または診療所の入院証明書 

(4) 被保険者の住民票（ただし、受取人と同一の場合は不要） 

(5) 入院治療一時給付金の受取人の戸籍抄本と印鑑証明書 

(6) 最終の保険料払込を証する書類 

(7) 保険証券 

４ 入院治療無事故給付金 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 被保険者の住民票（ただし、保険契約者と同一の場合は不要） 

(3) 保険契約者の戸籍抄本と印鑑証明書 

(4) 最終の保険料払込を証する書類 

(5) 保険証券 

（注）当会社は、上記以外の書類の提出を求め、または上記の書類の一部の省略を認めることがあります。 

 

(2) その他の請求書類 

 項   目 必   要   書   類 

１ 給付金の代理請求 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 特別な事情を証する書類 

(3) 被保険者および代理人の戸籍抄本 

(4) 代理人の住民票および印鑑証明書 

(5) 被保険者または代理人の健康保険被保険者証の写し 

(6) 代理請求を行う者が被保険者の財産管理を行っている者であるときは、契

約書および財産管理状況の報告書の写しなどその事実を証する書類 

(7) 保険証券 

２ 指定代理請求人の変更 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 保険契約者の印鑑証明書 

(3) 保険証券 

３ 解約 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 保険契約者の印鑑証明書 

(3) 最終の保険料払込を証する書類 

(4) 保険証券 
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 項   目 必   要   書   類 

４ 被保険者の死亡 

(1) 当会社所定の死亡通知書および請求書 

(2) 医師の死亡診断書または死体検案書（ただし、当会社が必要と認めた場合

は当会社所定の様式による医師の死亡証明書） 

(3) 被保険者の死亡事実が記載された住民票（ただし、当会社が必要と認めた

場合は戸籍抄本） 

(4) 最終の保険料払込を証する書類 

(5) 保険証券 

５ 
入院治療一時給付金額

の減額 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 保険契約者の印鑑証明書 

(3) 最終の保険料払込を証する書類 

(4) 保険証券 

６ 保険契約者の変更 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 変更前の保険契約者の印鑑証明書 

(3) 保険証券 

（注）当会社は、上記以外の書類の提出を求め、または上記の書類の一部の省略を認めることがあります。 

 

別表２ 異常分娩 

 

「異常分娩」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、

傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに

規定される内容のもので、かつ、分娩によるものをいいます。 

分 類 項 目 基本分類コード 

妊娠、分娩および産じょく＜褥＞における浮腫、たんぱく＜蛋白＞尿および高血圧性障害 

主として妊娠に関連するその他の母体障害 

胎児および羊膜腔に関連する母体ケアならびに予想される分娩の諸問題 

分娩の合併症 

分娩（単胎自然分娩（Ｏ80）は除く） 

主として産じょく＜褥＞に関連する合併症 

その他の産科的病態、他に分類されないもの 

Ｏ10～Ｏ16 

Ｏ20～Ｏ29 

Ｏ30～Ｏ48 

Ｏ60～Ｏ75 

Ｏ81～Ｏ84 

Ｏ85～Ｏ92 

Ｏ94～Ｏ99 

 

別表３ 病院または診療所 

 

「病院または診療所」とは、つぎの各号のいずれかに該当したものとします。 

(1) 医療法に定める日本国内にある病院または患者を収容する施設を有する診療所（四肢における骨折、脱臼、

捻挫または打撲に関し施術を受けるため、柔道整復師法に定める施術所に収容された場合には、その施術所を

含みます。） 

(2) 第１号の場合と同等の日本国外にある医療施設 

 

別表４ 入院 

 

「入院」とは、医師（柔道整復師法に定める柔道整復師を含みます。以下同じ。）による治療（柔道整復師によ

る施術を含みます。以下同じ。）が必要であり、かつ、自宅等での治療が困難なため、別表３に定める病院または

診療所に入り、常に医師の管理下において治療に専念することをいいます。 
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別表５ 公的医療保険制度 

 

「公的医療保険制度」とは、つぎのいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。 

１．健康保険法 

２．国民健康保険法 

３．国家公務員共済組合法 

４．地方公務員等共済組合法 

５．私立学校教職員共済法 

６．船員保険法 

７．高齢者の医療の確保に関する法律 

 

別表６ 入院中の療養にかかる診療報酬点数 

 

「入院中の療養にかかる診療報酬点数」とは、支払対象となる入院の直接の原因となった疾病または不慮の事

故もしくはそれ以外の外因による傷害に対する療養にかかる診療報酬点数をいいます。 

 

別表７ 薬物依存 

 

「薬物依存」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、

傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに

規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒネ、アヘン、コカイン、大麻、精神刺激薬、幻覚薬等を含み

ます。 

分 類 項 目 細分類項目 基本分類コード

アヘン類使用による精神および行動の障害 

大麻類使用による精神および行動の障害 

鎮静薬または催眠薬使用による精神および行動の障害 

コカイン使用による精神および行動の障害 

カフェインを含むその他の精神刺激薬使用による精神および行動の障害

幻覚薬使用による精神および行動の障害 

揮発性溶剤使用による精神および行動の障害 

多剤使用およびその他の精神作用物質使用による精神および行動の障害

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

Ｆ11.2 

Ｆ12.2 

Ｆ13.2 

Ｆ14.2 

Ｆ15.2 

Ｆ16.2 

Ｆ18.2 

Ｆ19.2 

 

別表８ 医科診療報酬点数表 

 

「医科診療報酬点数表」とは、手術を受けた時点において、厚生労働省告示にもとづき定められている医科診

療報酬点数表をいいます。 

 

別表９ 歯科診療報酬点数表 

 

「歯科診療報酬点数表」とは、手術を受けた時点において、厚生労働省告示にもとづき定められている歯科診

療報酬点数表をいいます。 

 

別表10 外来の療養にかかる診療報酬点数 

 

「外来の療養にかかる診療報酬点数」とは、支払対象となる手術を受けた日の診療報酬点数をいいます。ただ

し、その手術の直接の原因となった疾病または不慮の事故もしくはそれ以外の外因による傷害に対する療養にか

かる診療報酬点数に限ります。 
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別表11 感染症 

 

「感染症」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷

害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに規

定される内容によるものをいいます。 

分 類 項 目 基本分類コード 

コレラ 

腸チフス 

パラチフスＡ 

細菌性赤痢 

腸管出血性大腸菌感染症 

ペスト 

ジフテリア 

急性灰白髄炎＜ポリオ＞ 

ラッサ熱 

クリミヤ・コンゴ出血熱 

マールブルグウイルス病 

エボラウイルス病 

痘瘡 

重症急性呼吸器症候群［SARS］ 

（病原体がコロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限ります。） 

Ａ00 

Ａ01.0 

Ａ01.1 

Ａ03 

Ａ04.3 

Ａ20 

Ａ36 

Ａ80 

Ａ96.2 

Ａ98.0 

Ａ98.3 

Ａ98.4 

Ｂ03 

Ｕ04 

 

備  考 

 

１．治療を目的とした入院 

美容上の処置、正常分娩、疾病を直接の原因としない不妊手術、治療処置を伴わない人間ドック検査のため

の入院などは、「治療を目的とした入院」には該当しません。 

２．入院の日数が１日 

「入院の日数が１日」とは、別表４に定める入院の入院日と退院日が同一の日である場合で、入院基本料の

支払の有無などを参考にして判断します。 

３．治療を直接の目的とした手術 

美容整形上の手術、疾病を直接の原因としない不妊手術、診断・検査のための手術などは、「治療を直接の目

的とした手術」には該当しません。 
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この特約の概要 

 

第１条 先進医療給付金の支払 

第２条 先進医療給付金の支払に関する補則 

第３条 先進医療給付金の請求、支払時期およ

び支払場所 

第４条 特約の締結および責任開始期 

第５条 特約の保険期間および保険料払込期間 

第６条 特約の保険料の払込 

第７条 猶予期間中の保険事故と保険料の取扱 

第８条 特約の失効 

第９条 告知義務 

第10条 告知義務違反による解除 

第11条 特約を解除できない場合 

第12条 重大事由による解除 

第13条 特約の解約 

第14条 特約の解約返戻金 

第15条 特約の消滅 

第16条 債権者等により特約が解約される場合

の取扱 

第17条 特約の更新 

第18条 特約の契約者配当金 

第19条 法令等の改正または医療技術の変化に

伴う先進医療給付金の支払事由に関す

る規定の変更 

第20条 管轄裁判所 

第21条 主約款の規定の準用 

第22条 無解約返戻金型治療保障保険に付加し

た場合の特則 

第23条 特別条件を付けた場合の特則 

 

別表１ 請求書類 

別表２ 異常分娩 

別表３ 公的医療保険制度 

別表４ 先進医療 

別表５ 療養 

別表６ 先進医療にかかる技術料 

別表７ 薬物依存 

別表８ 感染症 

 

先進医療特約 目次 
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先進医療特約 

 

（この特約の概要） 

 

この特約は、被保険者がこの特約の保険期間中に先進医療による療養を受けたときにその先進医療にかかる

技術料と同額の先進医療給付金を支払うことを主な内容とするものです。 

 

第１条（先進医療給付金の支払） 

この特約において支払う先進医療給付金はつぎのとおりです。 

 
先進医療給付金を支払う場合（以下

「支払事由」といいます。） 
支払額 

受
取
人 

支払事由に該当しても先進医療給付

金を支払わない場合 

先
進
医
療
給
付
金 

被保険者がこの特約の保険期間中に

つぎのいずれにも該当する療養を受

けたとき 

(1) この特約の責任開始期以後に発

病した疾病（別表２に定める異常

分娩を含みます。以下同じ。）また

は発生した不慮の事故もしくはそ

れ以外の外因による傷害を直接の

原因とする療養であること 

(2) 公的医療保険制度（別表３）に

おける別表４に定める先進医療に

よる別表５に定める療養（以下「先

進医療による療養」といいます。）

であること 

別表６に定める先進医療

にかかる技術料と同額 

被
保
険
者 

つぎのいずれかにより左記の支払事

由に該当したとき 

(1) 保険契約者または被保険者の故

意または重大な過失 

(2) 被保険者の犯罪行為 

(3) 被保険者の精神障害を原因とす

る事故 

(4) 被保険者の泥酔の状態を原因と

する事故 

(5) 被保険者が法令に定める運転資

格を持たないで運転している間に

生じた事故 

(6) 被保険者が法令に定める酒気帯

び運転またはこれに相当する運転

をしている間に生じた事故 

(7) 被保険者の薬物依存（別表７）

(8) 地震、噴火または津波 

(9) 戦争その他の変乱 

 

第２条（先進医療給付金の支払に関する補則） 

１．保険契約者が法人で、かつ、主たる保険契約（以下「主契約」といいます。）の給付金の受取人が保険契約者

である場合には、第１条（先進医療給付金の支払）の規定にかかわらず、先進医療給付金の受取人は保険契約

者とします。 

２．先進医療給付金の受取人を被保険者（第１項の規定が適用される場合には、保険契約者）以外の者に変更す

ることはできません。 

３．当会社は、被保険者が同一の先進医療による療養を複数回にわたって受けた場合には、その一連の先進医療

による療養を開始したときを療養を受けたときとみなして、第１条の支払事由に関する規定を適用します。こ

の場合、その一連の先進医療による療養を受けている間にこの特約の保険期間が満了したときは、その先進医

療による療養の開始から終了までをこの特約の有効中の先進医療による療養とみなします。 

４．被保険者がこの特約の責任開始期前に発病した疾病または発生した不慮の事故もしくはそれ以外の外因によ

る傷害を直接の原因として先進医療による療養を受けた場合でも、この特約の責任開始期の属する日からその

日を含めて２年を経過した後に開始した先進医療による療養は、この特約の責任開始期以後の原因によるもの

とみなして、第１条の規定を適用します。 

５．被保険者がこの特約の責任開始期前にすでに発病していた疾病を直接の原因としてこの特約の責任開始期以

後に先進医療による療養を受けた場合でも、つぎの各号のいずれかに該当するときは、この特約の責任開始期

以後に発病した疾病を直接の原因とする先進医療による療養とみなして、第１条の規定を適用します。 

(1) 当会社が、この特約の締結の際に、告知等により知っていたその疾病に関する事実（第11条（特約を解除

できない場合）に規定する保険媒介者のみが知っていた事実は含みません。）を用いて承諾したとき。ただし、

保険契約者または被保険者がその疾病に関する事実の一部のみを告げたことにより、当会社が重大な過失な
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くその疾病に関する事実を正確に知ることができなかった場合を除きます。 

(2) その疾病（医学上重要な関係にある疾病を含みます。）について、この特約の責任開始期前に、被保険者が

医師の診療を受けたことがなく、かつ、被保険者が健康診断等において異常の指摘（要経過観察の指摘を含

みます。）を受けたことがないとき。ただし、被保険者が自覚可能な身体の異常が存在した場合または保険契

約者が認識可能な被保険者の身体の異常が存在した場合を除きます。 

６．被保険者が地震、噴火もしくは津波または戦争その他の変乱によって先進医療による療養を受けた場合でも、

その原因によって先進医療による療養を受けた被保険者の数の増加が、この特約の計算の基礎に及ぼす影響が

少ないと認めたときは、当会社は、その程度に応じ、先進医療給付金の全額を支払い、またはその金額を削減

して支払います。 

７．第１条および本条第１項から第６項までの規定にかかわらず、この特約の保険期間を通じて、この特約によ

る先進医療給付金の支払は、その支払額を通算して2,000万円を限度とします。 

 

第３条（先進医療給付金の請求、支払時期および支払場所） 

１．先進医療給付金の支払事由が生じたときは、保険契約者または先進医療給付金の受取人は、すみやかに当会

社に通知してください。 

２．先進医療給付金の受取人は、当会社に、請求に必要な書類（別表１）を提出して、先進医療給付金を請求し

てください。 

３．先進医療給付金の支払時期および支払場所、指定代理請求人等による請求ならびに被保険者が死亡した場合

の給付金請求の取扱については、主契約の普通保険約款（以下「主約款」といいます。）の規定を準用します。 

 

第４条（特約の締結および責任開始期） 

１．この特約は、主契約締結の際、保険契約者の申出によって主契約に付加して締結します。 

２．この特約の責任開始期は、主契約の責任開始期と同一とします。 

 

第５条（特約の保険期間および保険料払込期間） 

１．この特約の保険期間は、当会社の定める取扱の範囲内で定めます。 

２．この特約の保険料払込期間は、この特約の保険期間と同一とします。 

 

第６条（特約の保険料の払込） 

１．この特約の保険料は、主契約の保険料とともに払い込むことを要します。 

２．第１項の保険料が払い込まれないまま、主約款の保険料の払込に関する規定に定める契約応当日（月払契約

の場合は月単位の契約応当日、年払契約の場合は年単位の契約応当日）以後その契約応当日の属する月の末日

までにこの特約による先進医療給付金の支払事由が生じた場合には、当会社は、先進医療給付金から未払込保

険料を差し引きます。ただし、先進医療給付金が未払込保険料に不足する場合には、保険契約者は、主約款に

定める保険料払込の猶予期間の満了する時までに、その未払込保険料を払い込んでください。この未払込保険

料が払い込まれない場合には、当会社は、先進医療給付金を支払いません。 

３．主契約の保険料が払い込まれ、この特約の保険料が払い込まれない場合には、この特約は、主約款に定める

保険料払込の猶予期間が満了した時から将来に向かって解約されたものとします。 

４．主契約の保険料払込期間経過後におけるこの特約の保険料の払込方法（回数）は、主契約の保険料の払込方

法（回数）にかかわらず年払とします。この場合、主約款に定める保険料の払込および猶予期間の規定を準用

します。 

５．第４項に規定するこの特約の保険料の払込が行われなかった場合には、この特約は、猶予期間が満了した時

から将来に向かって解約されたものとします。 

６．第４項の規定にかかわらず、当会社の定める取扱にもとづき、この特約の保険料の払込方法（回数）を月払

とする場合があります。 

７．主約款の保険契約の消滅等における保険料の残額に相当する金額の支払および保険料の払戻に関する規定は、

この特約の保険料について準用します。 

 

第７条（猶予期間中の保険事故と保険料の取扱） 

１．主約款に定める保険料払込の猶予期間中に、この特約による先進医療給付金の支払事由が発生した場合には、

当会社は、先進医療給付金から未払込保険料を差し引きます。 
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２．先進医療給付金が第１項の未払込保険料に不足するときは、保険契約者は、その猶予期間の満了する時まで

に、未払込保険料を払い込むことを要します。この未払込保険料が払い込まれない場合には、当会社は、先進

医療給付金を支払いません。 

 

第８条（特約の失効） 

主契約が効力を失った場合には、この特約も同時に将来に向かって効力を失います。 

 

第９条（告知義務） 

当会社が、この特約の締結の際、先進医療給付金の支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうち書面

で告知を求めた事項について、保険契約者または被保険者は、その書面により告知することを要します。ただ

し、当会社の指定する医師が口頭で質問した事項については、その医師に口頭により告知することを要します。 

 

第10条（告知義務違反による解除） 

１．保険契約者または被保険者が、故意または重大な過失によって、第９条（告知義務）の規定により当会社が

告知を求めた事項について、事実を告げなかった場合または事実でないことを告げた場合には、当会社は、将

来に向かってこの特約を解除することができます。 

２．当会社は、先進医療給付金の支払事由が生じた後でも、この特約を解除することができます。この場合には、

先進医療給付金を支払いません。また、すでに先進医療給付金を支払っているときは、当会社は、その返還を

請求します。 

３．第２項の規定にかかわらず、先進医療給付金の支払事由が解除の原因となった事実によらなかったことを、

保険契約者、被保険者、先進医療給付金の受取人または指定代理請求人が証明したときは、先進医療給付金を

支払います。 

４．本条の規定によってこの特約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、当会社は、被保険者、先進医療給付金の受取人または指定代理請求人に通知しま

す。 

 

第11条（特約を解除できない場合） 

１．当会社は、つぎのいずれかの場合には、第10条（告知義務違反による解除）の規定によるこの特約の解除を

することができません。 

(1) 当会社が、この特約の締結の際、解除の原因となる事実を知っていた場合、または過失のため知らなかっ

た場合 

(2) 当会社が、解除の原因があることを知った日の翌日からその日を含めて１か月を経過した場合 

(3) この特約の責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過した場合。ただし、この特約の責任開始

期の属する日からその日を含めて２年以内に、先進医療給付金の支払事由が生じたときを除きます。 

(4) 当会社のためにこの特約の締結の媒介を行うことができる者（当会社のためにこの特約の締結の代理を行

うことができる者を除き、以下「保険媒介者」といいます。）が、保険契約者または被保険者が第９条（告知

義務）の告知のうち解除の原因となる事実の告知をすることを妨げた場合 

(5) 保険媒介者が、保険契約者または被保険者に対し、第９条の告知のうち解除の原因となる事実の告知をし

ないことを勧めた場合、または事実でないことを告げることを勧めた場合 

２．第１項第４号および第５号の場合において、各号に規定する保険媒介者の行為がなかったとしても、保険契

約者または被保険者が、第９条の規定により当会社が告知を求めた事項のうち解除の原因となる事実について、

事実を告げなかったと認められる場合または事実でないことを告げたと認められる場合には、第１項の規定は

適用しません。 

 

第12条（重大事由による解除） 

１．当会社は、つぎの各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、この特約を将来に向かって解除すること

ができます。 

(1) 保険契約者、被保険者または先進医療給付金の受取人がこの特約の先進医療給付金を詐取する目的または

他人に詐取させる目的で事故招致（未遂を含みます。）をした場合 

(2) この特約の先進医療給付金の請求に関し、その受取人に詐欺行為（未遂を含みます。）があった場合 
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(3) 他の保険契約との重複によって、被保険者にかかる給付金額等の合計額が著しく過大であって、保険制度

の目的に反する状態がもたらされるおそれがある場合 

(4) 保険契約者、被保険者または先進医療給付金の受取人が、つぎのいずれかに該当する場合 

(ア) 暴力団、暴力団員（暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、暴力団準構成員、

暴力団関係企業その他の反社会的勢力（以下「反社会的勢力」といいます。）に該当すると認められること 

(イ) 反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められること 

(ウ) 反社会的勢力を不当に利用していると認められること 

(エ) 保険契約者または先進医療給付金の受取人が法人である場合、反社会的勢力がその法人の経営を支配し、

またはその法人の経営に実質的に関与していると認められること 

(オ) その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められること 

(5) 当会社の保険契約者、被保険者または先進医療給付金の受取人に対する信頼を損ない、この特約の存続を

困難とする第１号から第４号までに掲げる事由と同等の重大な事由がある場合 

２．当会社は、先進医療給付金の支払事由が生じた後でも、この特約を解除することができます。この場合には、

第１項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による先進医療給付金を支払いません。また、すでに

その支払事由により先進医療給付金を支払っているときは、当会社は、その返還を請求します。 

３．本条の規定によってこの特約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、当会社は、被保険者、先進医療給付金の受取人または指定代理請求人に通知しま

す。 

 

第13条（特約の解約） 

保険契約者は、いつでも将来に向かって、この特約を解約することができます。 

 

第14条（特約の解約返戻金） 

この特約の解約返戻金はありません。 

 

第15条（特約の消滅） 

つぎの各号の場合には、この特約は消滅します。この場合、解約返戻金その他の返戻金の支払はありません。 

(1) 主契約が解約その他の事由によって消滅した場合 

(2) 第１条（先進医療給付金の支払）および第２条（先進医療給付金の支払に関する補則）の規定による先進

医療給付金の支払額が、この特約の保険期間を通じて、通算して2,000万円に達した場合 

 

第16条（債権者等により特約が解約される場合の取扱） 

差押債権者、破産管財人その他の保険契約者以外の者でこの特約の解約をすることができる者によりこの特

約が解約される場合のつぎの各号の取扱については、主約款の規定を準用します。 

(1) 解約の効力の発生 

(2) 特約の存続 

 

第17条（特約の更新） 

１．この特約の保険期間が満了する場合には、保険契約者がその満了日の２か月前までにこの特約を継続しない

旨を当会社に通知しない限り、更新の請求があったものとし、この特約は、保険期間の満了日の翌日に更新し

て継続します。この場合、この特約の保険期間の満了日の翌日を更新日とします。 

２．第１項の規定にかかわらず、更新日に当会社がこの特約の締結を取り扱っていない場合には、当会社は、第

１項の更新を取り扱いません。 

３．更新後のこの特約の保険期間および保険料払込期間は、更新前のこの特約の保険期間および保険料払込期間

と同一とします。ただし、更新後のこの特約の保険期間の満了日の翌日における被保険者の年齢が90歳をこえ

る場合には、更新後のこの特約の保険期間および保険料払込期間は終身とします。 

４．更新後のこの特約の第１回保険料は、更新日の属する月を払込期月とする主契約の保険料とともに払い込む

ことを要します。この場合、主契約の保険料の払込方法（回数）に応じた主約款に定める保険料払込の猶予期

間の規定によるほか、第６条（特約の保険料の払込）第３項の規定を適用します。 

５．更新後のこの特約の第１回保険料および同時に払い込むべき主契約の保険料が払い込まれないまま、更新日
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以後猶予期間の満了日までにつぎの各号のいずれかの事由が生じたときは、第６条第２項および第７条（猶予

期間中の保険事故と保険料の取扱）の規定を準用します。 

(1) この特約の先進医療給付金の支払事由 

(2) 主契約に付加されている特約の保険金、給付金その他保険金に準じる保険給付の支払事由 

６．第４項および第５項の規定にかかわらず、主契約の保険料払込期間の満了後にこの特約を更新する場合には、

つぎの各号のとおりとします。 

(1) 主契約の保険料払込期間の満了後において払い込むべきこの特約の保険料の払込方法（回数）は、主契約

の保険料の払込方法（回数）にかかわらず年払とします。この場合、主約款に定める保険料の払込および猶

予期間の規定ならびに第５項の規定を準用します。 

(2) 第１号の規定にかかわらず、当会社の定める取扱にもとづき、更新後のこの特約の保険料の払込方法（回

数）を月払とする場合があります。 

(3) 更新日以後、猶予期間の満了日までに、更新後のこの特約の第１回保険料が払い込まれなかったときは、

この特約の更新はなかったものとし、この特約は更新前のこの特約の保険期間満了時にさかのぼって消滅す

るものとします。 

７．この特約の更新後の保険期間の計算は、更新日からその日を含めて計算するものとし、更新後のこの特約の

保険料は、更新日における被保険者の年齢および保険料率によって計算します。 

８．この特約が更新された場合には、つぎの各号によって取り扱います。 

(1) 更新日における特約を適用します。 

(2) 第１条（先進医療給付金の支払）、第２条（先進医療給付金の支払に関する補則）、第11条（特約を解除で

きない場合）および第15条（特約の消滅）に関しては、更新前のこの特約の保険期間と更新後のこの特約の

保険期間とは継続されたものとします。 

(3) 更新前のこの特約において告知義務違反による解除の事由があるときは、当会社は、更新後のこの特約を

解除することができます。 

(4) 当会社は、新たな保険証券を交付せず、更新された旨を保険契約者に通知します。 

９．第２項の規定によりこの特約が更新されないときは、当会社の定める取扱にもとづき、当会社所定の特約に

より、更新とみなして取り扱う場合があります。 

 

第18条（特約の契約者配当金） 

この特約には契約者配当金はありません。 

 

第19条（法令等の改正または医療技術の変化に伴う先進医療給付金の支払事由に関する規定の変更） 

１．当会社は、先進医療給付金の支払事由に関する規定にかかわる法令等の改正または医療技術の変化があり、

その改正または変化が先進医療給付金の支払事由に関する規定に影響を及ぼすと認めたときは、主務官庁の認

可を得て、先進医療給付金の支払事由に関する規定を法令等の改正または医療技術の変化に適した内容に変更

することがあります。 

２．第１項の規定により、先進医療給付金の支払事由に関する規定を変更するときは、当会社は、先進医療給付

金の支払事由に関する規定を変更する日の２か月前までに保険契約者にその旨を通知します。 

 

第20条（管轄裁判所） 

この特約における先進医療給付金の請求に関する訴訟については、主約款の管轄裁判所の規定を準用します。 

 

第21条（主約款の規定の準用） 

この特約に別段の定めのない場合には、主約款の規定を準用します。 

 

第22条（無解約返戻金型治療保障保険に付加した場合の特則） 

この特約を無解約返戻金型治療保障保険に付加した場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) この特約の保険期間は、第５条（特約の保険期間および保険料払込期間）第１項の規定にかかわらず、主

契約の保険期間と同一とします。 

(2) この特約の保険期間が満了する場合で、かつ、主約款の規定により主契約が更新される場合には、保険契

約者がこの特約を継続しない旨を通知しない限り、この特約は、主契約と同時に更新されます。この場合に

はつぎのとおりとします。 
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(ア) 第17条（特約の更新）の規定は適用せず、主約款に定める保険契約の更新の規定を準用します。 

(イ) 第１条（先進医療給付金の支払）、第２条（先進医療給付金の支払に関する補則）、第11条（特約を解除

できない場合）および第15条（特約の消滅）に関しては、更新前のこの特約の保険期間と更新後のこの特

約の保険期間とは継続されたものとして取り扱います。 

(3) 第２号の規定にかかわらず第17条第２項の規定に該当するときは、この特約の更新を取り扱いません。こ

の場合、第17条第９項の規定を適用します。 

 

第23条（特別条件を付けた場合の特則） 

この特約を主契約に付加する際、被保険者の健康状態その他が当会社の定めた基準に適合しない場合には、

その危険の種類および程度に応じて、特定部位・指定疾病不担保法によって取り扱います。この場合、当会社

の定める身体部位または指定疾病のうちこの特約を主契約に付加する際に当会社が指定した部位に生じた疾病

または当会社が指定した疾病を直接の原因とする先進医療による療養については、当会社の定めた不担保期間

中は第１条（先進医療給付金の支払）の規定を適用せず、先進医療給付金を支払いません。ただし、感染症（別

表８）を直接の原因とする先進医療による療養については、第１条の規定を適用します。 
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別表１ 請求書類 

 

項   目 必   要   書   類 

先進医療給付金 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 当会社所定の様式による医師の診断書 

(3) 先進医療にかかる技術料の支払を証する書類 

(4) 被保険者の住民票（ただし、受取人と同一の場合は不要) 

(5) 先進医療給付金の受取人の戸籍抄本と印鑑証明書 

(6) 最終の保険料払込を証する書類 

(7) 保険証券 

（注）当会社は、上記以外の書類の提出を求め、または上記の書類の一部の省略を認めることがあります。 

 

別表２ 異常分娩 

 

「異常分娩」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、

傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに

規定される内容のもので、かつ、分娩によるものをいいます。 

分 類 項 目 基本分類コード 

妊娠、分娩および産じょく＜褥＞における浮腫、たんぱく＜蛋白＞尿および高血圧性障害 

主として妊娠に関連するその他の母体障害 

胎児および羊膜腔に関連する母体ケアならびに予想される分娩の諸問題 

分娩の合併症 

分娩（単胎自然分娩（Ｏ80）は除く） 

主として産じょく＜褥＞に関連する合併症 

その他の産科的病態、他に分類されないもの 

Ｏ10～Ｏ16 

Ｏ20～Ｏ29 

Ｏ30～Ｏ48 

Ｏ60～Ｏ75 

Ｏ81～Ｏ84 

Ｏ85～Ｏ92 

Ｏ94～Ｏ99 

 

別表３ 公的医療保険制度 

 

「公的医療保険制度」とは、つぎのいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。 

１．健康保険法 

２．国民健康保険法 

３．国家公務員共済組合法 

４．地方公務員等共済組合法 

５．私立学校教職員共済法 

６．船員保険法 

７．高齢者の医療の確保に関する法律 

 

別表４ 先進医療 

 

「先進医療」とは、療養を受けた時点において、平成18年９月12日厚生労働省告示第495号「厚生労働大臣の

定める評価療養及び選定療養」第１条第１号の規定にもとづき、厚生労働大臣が定める先進医療（先進医療ごと

に厚生労働大臣が定める施設基準に適合する病院または診療所において行われるものに限ります。）をいいます。 

 

別表５ 療養 

 

「療養」とは、つぎのいずれかに該当するものをいいます。 

１．診察 

２．薬剤または治療材料の支給 

３．処置、手術その他の治療 
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別表６ 先進医療にかかる技術料 

 

「先進医療にかかる技術料」とは、被保険者が受けた先進医療技術に対する被保険者の支払額として、被保険

者がその先進医療（別表４）を受けた病院または診療所によって定められた額をいい、つぎの費用などは含みま

せん。 

１．公的医療保険制度（別表３）の保険給付の対象となる費用（自己負担部分を含みます。） 

２．先進医療（別表４）以外の評価療養のための費用 

３．選定療養のための費用 

４．食事療養のための費用 

５．生活療養のための費用 

 

別表７ 薬物依存 

 

「薬物依存」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、

傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに

規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒネ、アヘン、コカイン、大麻、精神刺激薬、幻覚薬等を含み

ます。 

分 類 項 目 細分類項目 基本分類コード

アヘン類使用による精神および行動の障害 

大麻類使用による精神および行動の障害 

鎮静薬または催眠薬使用による精神および行動の障害 

コカイン使用による精神および行動の障害 

カフェインを含むその他の精神刺激薬使用による精神および行動の障害

幻覚薬使用による精神および行動の障害 

揮発性溶剤使用による精神および行動の障害 

多剤使用およびその他の精神作用物質使用による精神および行動の障害

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

依存症候群 

Ｆ11.2 

Ｆ12.2 

Ｆ13.2 

Ｆ14.2 

Ｆ15.2 

Ｆ16.2 

Ｆ18.2 

Ｆ19.2 

 

別表８ 感染症 

 

「感染症」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷

害および死因統計分類提要ＩＣＤ－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、つぎの基本分類コードに規

定される内容によるものをいいます。 

分 類 項 目 基本分類コード 

コレラ 

腸チフス 

パラチフスＡ 

細菌性赤痢 

腸管出血性大腸菌感染症 

ペスト 

ジフテリア 

急性灰白髄炎＜ポリオ＞ 

ラッサ熱 

クリミヤ・コンゴ出血熱 

マールブルグウイルス病 

エボラウイルス病 

痘瘡 

重症急性呼吸器症候群［SARS］ 

（病原体がコロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限ります。） 

Ａ00 

Ａ01.0 

Ａ01.1 

Ａ03 

Ａ04.3 

Ａ20 

Ａ36 

Ａ80 

Ａ96.2 

Ａ98.0 

Ａ98.3 

Ａ98.4 

Ｂ03 

Ｕ04 
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この特約の概要 

 

第１条 保険料払込の免除 

第２条 保険料払込の免除に関する補則 

第３条 保険料払込の免除の請求 

第４条 特約の締結および責任開始期 

第５条 特約の保険期間 

第６条 保険料率 

第７条 特約の失効 

第８条 告知義務 

第９条 告知義務違反による解除 

第10条 特約を解除できない場合 

第11条 重大事由による解除 

第12条 特約の解約 

第13条 特約の解約等に伴う返戻金の取扱 

第14条 特約の消滅 

第15条 特約の更新 

第16条 時効 

第17条 特約の契約者配当金 

第18条 法令等の改正または医療技術の変化に

伴う保険料払込の免除事由に関する規

定の変更 

第19条 管轄裁判所 

第20条 主約款の規定の準用 

 

別表１ 請求書類 

別表２ 悪性新生物、急性心筋梗塞、脳卒中 

別表３ 病院または診療所 

別表４ 手術 

別表５ 公的医療保険制度 

別表６ 医科診療報酬点数表 

特定疾病保険料払込免除特約 目次 
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特定疾病保険料払込免除特約 

 

（この特約の概要） 

 

この特約は、被保険者が特定の疾病（悪性新生物、急性心筋梗塞または脳卒中）により所定の事由に該当し

た場合に、その後の保険料の払込を免除することを主な内容とするものです。 

 

第１条（保険料払込の免除） 

１．被保険者が、主たる保険契約（以下「主契約」といいます。）または主契約に付加された特約（以下「各特約」

といいます。）の保険料払込期間中に、つぎの各号のいずれかの場合（以下「保険料払込の免除事由」といいま

す。）に該当したときは、当会社は、その直後に到来する主契約の普通保険約款（以下「主約款」といいます。）

に定める保険料期間（以下「保険料期間」といいます。）以降の主契約および各特約の保険料の払込を免除しま

す。 

(1) 被保険者がこの特約の責任開始期以後、この特約の保険期間中に初めて（責任開始期前の期間を通じて初

めてとします。）悪性新生物（別表２）と医師により病理組織学的所見（生検）によって診断確定（病理組織

学的所見が得られないときは、他の所見による診断確定も認めることがあります。以下「診断確定」といい

ます。）されたとき 

(2) 被保険者がこの特約の責任開始期以後の疾病を原因として、この特約の保険期間中につぎのいずれかの事

由に該当したとき 

(ア) 急性心筋梗塞（別表２）を発病し、その疾病により初めて医師の診療を受けた日からその日を含めて30

日以上、労働の制限を必要とする状態（軽い家事等の軽労働や事務等の座業はできるが、それ以上の活動

では制限を必要とする状態）が継続したと医師によって診断されたとき 

(イ) 急性心筋梗塞（別表２）を発病し、その急性心筋梗塞の治療を直接の目的として、別表３に定める病院

または診療所において別表４に定める手術を受けたとき 

(ウ) 脳卒中（別表２）を発病し、その疾病により初めて医師の診療を受けた日からその日を含めて30日以上、

言語障害、運動失調、麻痺等の他覚的な神経学的後遺症が継続したと医師によって診断されたとき 

(エ) 脳卒中（別表２）を発病し、その脳卒中の治療を直接の目的として、別表３に定める病院または診療所

において別表４に定める手術を受けたとき 

２．第１項第１号に該当した場合でも、この特約の責任開始期の属する日からその日を含めて90日以内に悪性新

生物（別表２の表２中の悪性新生物。以下同じ。）と医師により診断確定されたときは、当会社は、保険料の払

込を免除しません。ただし、その後（この特約の責任開始期の属する日からその日を含めて90日経過後）、こ

の特約の保険期間中に被保険者が新たに悪性新生物（別表２）と医師により診断確定されたときは、保険料の

払込を免除します。 

 

第２条（保険料払込の免除に関する補則） 

１．被保険者がこの特約の責任開始期前にすでに発病していた疾病を原因としてこの特約の責任開始期以後に第

１条（保険料払込の免除）第１項第２号に該当した場合でも、つぎの各号のいずれかに該当するときは、この

特約の責任開始期以後に発病した疾病を原因として第１条第１項第２号に該当したものとみなして、第１条第

１項の規定を適用します。 

(1) 当会社が、この特約の締結の際に、告知等により知っていたその疾病に関する事実（第10条（特約を解除

できない場合）に規定する保険媒介者のみが知っていた事実は含みません。）を用いて承諾したとき。ただし、

保険契約者または被保険者がその疾病に関する事実の一部のみを告げたことにより、当会社が重大な過失な

くその疾病に関する事実を正確に知ることができなかった場合を除きます。 

(2) その疾病（医学上重要な関係にある疾病を含みます。）について、この特約の責任開始期前に、被保険者が

医師の診療を受けたことがなく、かつ、被保険者が健康診断等において異常の指摘（要経過観察の指摘を含

みます。）を受けたことがないとき。ただし、被保険者が自覚可能な身体の異常が存在した場合または保険契

約者が認識可能な被保険者の身体の異常が存在した場合を除きます。 

２．第１条（保険料払込の免除）の規定により保険料の払込が免除された場合には、当会社は、主約款に定める

保険料の払込方法（回数）に応じ、それぞれの契約応当日ごとに所定の保険料が払い込まれたものとして取り

扱います。 
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３．保険料の払込が免除された主契約および各特約については、保険料払込の免除事由の発生時以後、つぎの各

号については取り扱いません。 

(1) 主契約および各特約における入院給付金日額および通院給付金日額の減額ならびに給付金額の減額 

(2) 無解約返戻金型治療保障保険における保険契約の型および支払限度の型の変更ならびに治療保障特約にお

ける特約の型および支払限度の型の変更 

(3) 無解約返戻金型収入保障保険における年金月額の減額 

４．主約款に定める払込期月内に保険料が払い込まれないまま、主約款に定める保険料の払込方法（回数）に応

じ、それぞれの契約応当日以後その払込期月の末日までに保険料払込の免除事由が生じたときまたは主約款に

定める猶予期間中に保険料払込の免除事由が生じたときは、保険契約者は、その猶予期間の満了日までに未払

込保険料を払い込んでください。この未払込保険料が払い込まれない場合には、当会社は、保険料払込の免除

事由の発生により免除すべき保険料の払込を免除しません。 

５．第４項の規定は、主約款に定める責任開始期に関する特則が適用される場合の第１回保険料について準用し

ます。 

６．この特約が付加された保険契約が年払契約の場合で、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で

保険料払込の免除事由に該当したときは、当会社は、保険料払込の免除事由に該当した日の直後に到来する月

単位の契約応当日からその保険料期間の末日までの月数に応じた保険料の残額に相当する金額の返戻金を保険

契約者に支払います。 

７．第６項の規定は、年払契約の第１回保険料について準用します。 

８．この特約が付加された保険契約が月払契約の場合で、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で

保険料払込の免除事由に該当したときでも、当会社は、その保険料期間の保険料を払い戻しません。 

９．第８項の規定は、月払契約の第１回保険料について準用します。 

10．保険料の払込が免除された主契約または各特約が消滅したときは、当会社は、主約款または各特約の保険契

約の消滅等における保険料の残額に相当する金額の支払および保険料の払戻に関する規定は適用しません。 

11．第10項の規定は、年払契約および月払契約の第１回保険料について準用します。 

 

第３条（保険料払込の免除の請求） 

１．保険料払込の免除事由が生じたときは、保険契約者または被保険者は、すみやかに当会社に通知してくださ

い。 

２．保険契約者は、当会社に、請求に必要な書類（別表１）を提出して、保険料払込の免除を請求してください。 

３．保険料払込の免除の請求については、主約款の給付金等の請求、支払時期および支払場所の規定を準用しま

す。 

４．保険契約者と被保険者が同一人の場合で、被保険者が自ら保険料払込の免除を請求できない特別な事情があ

るときの指定代理請求人等による請求については、主約款の規定を準用します。 

 

第４条（特約の締結および責任開始期） 

１．この特約は、主契約締結の際、保険契約者の申出によって主契約に付加して締結します。 

２．この特約の責任開始期は、主契約の責任開始期と同一とします。 

 

第５条（特約の保険期間） 

この特約の保険期間は、主契約の保険期間と同一とします。 

 

第６条（保険料率） 

この特約が付加される場合、主契約および各特約には、この特約が付加される場合の保険料率を適用します。 

 

第７条（特約の失効） 

主契約が効力を失った場合には、この特約も同時に将来に向かって効力を失います。 

 

第８条（告知義務） 

当会社が、この特約の締結の際、保険料払込の免除事由の発生の可能性に関する重要な事項のうち書面で告

知を求めた事項について、保険契約者または被保険者は、その書面により告知することを要します。ただし、

当会社の指定する医師が口頭で質問した事項については、その医師に口頭により告知することを要します。 
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第９条（告知義務違反による解除） 

１．保険契約者または被保険者が、故意または重大な過失によって、第８条（告知義務）の規定により当会社が

告知を求めた事項について、事実を告げなかった場合または事実でないことを告げた場合には、当会社は、将

来に向かってこの特約を解除することができます。 

２．当会社は、保険料払込の免除事由が生じた後でも、この特約を解除することができます。この場合には、保

険料の払込を免除しません。また、すでに保険料の払込を免除していたときは、保険料の払込を免除しなかっ

たものとして取り扱います。 

３．第２項の規定にかかわらず、保険料払込の免除事由が解除の原因となった事実によらなかったことを保険契

約者、被保険者または指定代理請求人が証明したときは、保険料の払込を免除します。 

４．本条の規定によってこの特約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、当会社は、被保険者または指定代理請求人に通知します。 

 

第10条（特約を解除できない場合） 

１．当会社は、つぎのいずれかの場合には、第９条（告知義務違反による解除）の規定によるこの特約の解除を

することができません。 

(1) 当会社が、この特約の締結の際、解除の原因となる事実を知っていた場合、または過失のため知らなかっ

た場合 

(2) 当会社が、解除の原因があることを知った日の翌日からその日を含めて１か月を経過した場合 

(3) この特約の責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過した場合。ただし、この特約の責任開始

期の属する日からその日を含めて２年以内に、保険料払込の免除事由が生じた場合を除きます。 

(4) 当会社のためにこの特約の締結の媒介を行うことができる者（当会社のためにこの特約の締結の代理を行

うことができる者を除き、以下「保険媒介者」といいます。）が、保険契約者または被保険者が第８条（告知

義務）の告知のうち解除の原因となる事実の告知をすることを妨げた場合 

(5) 保険媒介者が、保険契約者または被保険者に対し、第８条の告知のうち解除の原因となる事実の告知をし

ないことを勧めた場合、または事実でないことを告げることを勧めた場合 

２．第１項第４号および第５号の場合において、各号に規定する保険媒介者の行為がなかったとしても、保険契

約者または被保険者が、第８条の規定により当会社が告知を求めた事項のうち解除の原因となる事実について、

事実を告げなかったと認められる場合または事実でないことを告げたと認められる場合には、第１項の規定は

適用しません。 

 

第11条（重大事由による解除） 

１．当会社は、つぎの各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、この特約を将来に向かって解除すること

ができます。 

(1) 保険契約者または被保険者が保険契約の保険料を詐取する目的または他人に詐取させる目的で事故招致

（未遂を含みます。）をした場合 

(2) 保険料払込の免除の請求に関し、保険契約者に詐欺行為（未遂を含みます。）があった場合 

(3) 保険契約者または被保険者が、つぎのいずれかに該当する場合 

(ア) 暴力団、暴力団員（暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、暴力団準構成員、

暴力団関係企業その他の反社会的勢力（以下「反社会的勢力」といいます。）に該当すると認められること 

(イ) 反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められること 

(ウ) 反社会的勢力を不当に利用していると認められること 

(エ) 保険契約者が法人である場合、反社会的勢力がその法人の経営を支配し、またはその法人の経営に実質

的に関与していると認められること 

(オ) その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められること 

(4) 当会社の保険契約者または被保険者に対する信頼を損ない、この特約の存続を困難とする第１号から第３

号までに掲げる事由と同等の重大な事由がある場合 

２．当会社は、この特約の保険料払込の免除事由が生じた後でも、この特約を解除することができます。この場

合には、 第１項各号に定める事由の発生時以後に生じた保険料払込の免除事由による保険料払込の免除を行い

ません。また、すでにその保険料払込の免除事由により保険料の払込を免除していたときは、当会社は、保険

料の払込を免除しなかったものとして取り扱います。 
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３．本条の規定によってこの特約を解除するときは、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。ただし、保

険契約者が不明である場合またはその住所もしくは居所が不明である場合など、正当な理由によって保険契約

者に通知できない場合には、被保険者または指定代理請求人に通知します。 

 

第12条（特約の解約） 

保険契約者は、保険料払込の免除事由発生前に限り、いつでも将来に向かって、この特約を解約することが

できます。 

 

第13条（特約の解約等に伴う返戻金の取扱） 

１．この特約の解約返戻金はありません。 

２．この特約が付加された保険契約が年払契約の場合で、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で

この特約のみが消滅した場合（詐欺による取消に該当する場合を除きます。以下本条において同じ。）は、当会

社は、この特約が消滅した日の直後に到来する月単位の契約応当日からその保険料期間の末日までの月数に応

じたこの特約に対応する保険料の残額に相当する金額の返戻金を保険契約者に支払います。 

３．第２項の規定にかかわらず、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途でこの特約のみが消滅した

場合で、この特約が消滅した日の直前の月単位の契約応当日（消滅した日が月単位の契約応当日のときは、そ

の月単位の契約応当日。以下本項において同じ。）以後に主契約または各特約の給付金等の支払事由（保険料払

込の免除事由を含みます。以下本条において同じ。）が生じていないときは、この特約が消滅した日の直前の月

単位の契約応当日からその保険料期間の末日までの月数に応じたこの特約に対応する保険料の残額に相当する

金額の返戻金を保険契約者に支払います。 

４．第２項および第３項の規定は、年払契約の第１回保険料について準用します。 

５．この特約が付加された保険契約が月払契約の場合で、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途で

この特約のみが消滅したときでも、当会社は、その保険料期間のこの特約に対応する保険料を払い戻しません。 

６．第５項の規定にかかわらず、すでに保険料が払い込まれている保険料期間の中途でこの特約のみが消滅した

場合で、その保険料期間中に主契約または各特約の給付金等の支払事由が生じていないときは、その保険料期

間のこの特約に対応する保険料を保険契約者に払い戻します。 

７．第５項および第６項の規定は、月払契約の第１回保険料について準用します。 

 

第14条（特約の消滅） 

主契約が解約その他の事由によって消滅した場合（年金が支払われる場合を含みます。）には、この特約は消

滅します。 

 

第15条（特約の更新） 

この特約が更新の規定がある主契約に付加されている場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) この特約の保険期間が満了する場合には、保険契約者がその満了日の２か月前までにこの特約を継続しな

い旨を当会社に通知しない限り、更新の請求があったものとし、この特約は、保険期間の満了日の翌日に更

新して継続します。この場合、この特約の保険期間の満了日の翌日を更新日とします。 

(2) 第１号の規定にかかわらず、更新日に当会社がこの特約の締結を取り扱っていない場合には、当会社は、

第１号の更新を取り扱いません。 

(3) この特約が更新された場合には、つぎのとおり取り扱います。 

(ア) 更新後のこの特約の保険期間は、更新後の主契約の保険期間と同一とします。 

(イ) 更新日における特約を適用します。 

(ウ) 第１条（保険料払込の免除）、第２条（保険料払込の免除に関する補則）および第10条（特約を解除でき

ない場合）に関しては、更新前のこの特約の保険期間と更新後のこの特約の保険期間とは継続されたもの

とします。 

(エ) 更新前のこの特約において告知義務違反による解除の事由があるときは、当会社は、更新後のこの特約

を解除することができます。 

(オ) 当会社は、新たな保険証券を交付せず、更新された旨を保険契約者に通知します。 

(4) 第２号の規定によりこの特約が更新されないときは、当会社の定める取扱にもとづき、当会社所定の特約

により、更新とみなして取り扱う場合があります。 
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第16条（時効） 

保険料払込の免除を請求する権利は、３年間請求がない場合には消滅します。 

 

第17条（特約の契約者配当金） 

この特約には契約者配当金はありません。 

 

第18条（法令等の改正または医療技術の変化に伴う保険料払込の免除事由に関する規定の変更） 

１．当会社は、保険料払込の免除事由に関する規定にかかわる法令等の改正または医療技術の変化があり、その

改正または変化が保険料払込の免除事由に関する規定に影響を及ぼすと認めたときは、主務官庁の認可を得て、

保険料払込の免除事由に関する規定を法令等の改正または医療技術の変化に適した内容に変更することがあり

ます。 

２．第１項の規定により、保険料払込の免除事由に関する規定を変更するときは、当会社は、保険料払込の免除

事由に関する規定を変更する日の２か月前までに保険契約者にその旨を通知します。 

 

第19条（管轄裁判所） 

この特約における保険料払込の免除の請求に関する訴訟については、主約款の管轄裁判所の規定を準用しま

す。 

 

第20条（主約款の規定の準用） 

この特約に別段の定めのない場合には、主約款の規定を準用します。 
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別表１ 請求書類 

 

項   目 必   要   書   類 

保険料払込の免除 

(1) 当会社所定の請求書 

(2) 当会社所定の様式による医師の診断書 

(3) 最終の保険料払込を証する書類 

(4) 保険証券 

（注）当会社は、上記以外の書類の提出を求め、または上記の書類の一部の省略を認めることがあります。 

 

別表２ 悪性新生物、急性心筋梗塞、脳卒中 

 

「悪性新生物、急性心筋梗塞、脳卒中」とは、表１によって定義づけられる疾病とし、かつ、平成６年10月12

日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要ＩＣＤ－

10（2003年版）準拠」に記載された分類項目中、表２の基本分類コードに規定される内容によるものをいいます。 

 

表１ 対象となる悪性新生物、急性心筋梗塞、脳卒中の定義 

 

疾 病 名 疾  病  の  定  義 

１．悪性新生物 
悪性腫瘍細胞の存在、組織への無制限かつ浸潤破壊的増殖で特徴付けられる疾

病（ただし、上皮内癌、および皮膚の悪性黒色腫以外の皮膚癌を除く） 

２．急性心筋梗塞 

冠状動脈の閉塞または急激な血液供給の減少により、その関連部分の心筋が壊

死に陥った疾病であり、原則として以下の３項目を満たす疾病 

(1) 典型的な胸部痛の病歴 

(2) 新たに生じた典型的な心電図の梗塞性変化 

(3) 心筋細胞逸脱酵素の一時的上昇 

３．脳卒中 

脳血管の異常（脳組織の梗塞、出血、ならびに頭蓋外部からの塞栓が含まれる）

により脳の血液の循環が急激に障害されることによって、24時間以上持続する

中枢神経系の脱落症状を引き起こした疾病 

 

表２ 悪性新生物、急性心筋梗塞、脳卒中の基本分類コード 

 

疾 病 名 分   類   項   目 基本分類コード 

１．悪性新生物 

口唇、口腔および咽頭の悪性新生物 

消化器の悪性新生物 

呼吸器および胸腔内臓器の悪性新生物 

骨および関節軟骨の悪性新生物 

皮膚の悪性黒色腫 

中皮および軟部組織の悪性新生物 

乳房の悪性新生物 

女性生殖器の悪性新生物 

男性生殖器の悪性新生物 

腎尿路の悪性新生物 

眼、脳および中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 

甲状腺およびその他の内分泌腺の悪性新生物 

部位不明確、続発部位および部位不明の悪性新生物 

リンパ組織、造血組織および関連組織の悪性新生物 

独立した（原発性）多部位の悪性新生物 

性状不詳または不明の新生物（Ｄ37－Ｄ48）中の 

・真正赤血球増加症＜多血症＞ 

・骨髄異形成症候群 

・リンパ組織、造血組織および関連組織の性状不詳または

不明のその他の新生物（Ｄ47）中の 

Ｃ00－Ｃ14 

Ｃ15－Ｃ26 

Ｃ30－Ｃ39 

Ｃ40－Ｃ41 

Ｃ43 

Ｃ45－Ｃ49 

Ｃ50 

Ｃ51－Ｃ58 

Ｃ60－Ｃ63 

Ｃ64－Ｃ68 

Ｃ69－Ｃ72 

Ｃ73－Ｃ75 

Ｃ76－Ｃ80 

Ｃ81－Ｃ96 

Ｃ97 

 

Ｄ45 

Ｄ46 

 

91

特
定
疾
病
保
険
料
払
込
免
除
特
約



疾 病 名 分   類   項   目 基本分類コード 

１．悪性新生物 

 ・慢性骨髄増殖性疾患 

 ・本態性（出血性）血小板血症 

血液および造血器のその他の疾患（Ｄ70－Ｄ77）中の 

・リンパ細網組織および細網組織球系の疾患（Ｄ76）中の 

・ランゲルハンス細胞組織球症、他に分類されないもの 

Ｄ47.1 

Ｄ47.3 

 

 

Ｄ76.0 

２．急性心筋梗塞 

虚血性心疾患（Ｉ20－Ｉ25）中の 

・急性心筋梗塞 

・再発性心筋梗塞 

 

Ｉ21 

Ｉ22 

３．脳卒中 

脳血管疾患（Ｉ60－Ｉ69）中の 

・くも膜下出血 

・脳内出血 

・脳梗塞 

 

Ｉ60 

Ｉ61 

Ｉ63 

 

別表３ 病院または診療所 

 

「病院または診療所」とは、つぎの各号のいずれかに該当したものとします。 

(1) 医療法に定める日本国内にある病院または患者を収容する施設を有する診療所 

(2) 第１号の場合と同等の日本国外にある医療施設 

 

別表４ 手術 

 

「手術」とは、別表５に定める公的医療保険制度における別表６に定める医科診療報酬点数表に、手術料の算

定対象として列挙されている診療行為をいいます。 

 

別表５ 公的医療保険制度 

 

「公的医療保険制度」とは、つぎのいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。 

１．健康保険法 

２．国民健康保険法 

３．国家公務員共済組合法 

４．地方公務員等共済組合法 

５．私立学校教職員共済法 

６．船員保険法 

７．高齢者の医療の確保に関する法律 

 

別表６ 医科診療報酬点数表 

 

「医科診療報酬点数表」とは、手術を受けた時点において、厚生労働省告示にもとづき定められている医科診

療報酬点数表をいいます。 
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